
設計者 検算者 主査 参事 課長

位置 久米南町 上弓削 地内

監督員 （氏名）

工種・事業量

消防分署　新築：鉄骨造平家建て　472.77㎡ 本工事は、津山圏域消防組合から津山市に委託された業務である。

入札設計書（見積参考資料）

津山市 財政部 財産活用課 曽和 卓弥

建設リサイクル法　対象外　工事

工 事 番 号　H31　FM工第      号

平成 31 年度 参　　考

津山圏域消防組合久米南分署新築工事 設計書

　この入札設計書は、特記仕様書、仕様書、施工条件明示、図面、目的物の　　　　
性能・  規格、構造物等の設計計算書を除き見積参考資料として、入札参加者の　　
迅速、適正かつ確かな工事費の見積りと積算の技術力向上のための一資料であり、　　　　　　

請負契約上の拘束力を生じるものではない。



様式15号

１ 工　事　名　　 津山圏域消防組合久米南分署新築工事

２ 工事場所 　　 久米南町　上弓削　地内

金額(円)  摘  要

(A) 直接工事費 Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ

Ⅰ 建築主体工事

Ⅱ 外構工事

Ⅲ 電気設備工事

Ⅳ 機械設備工事

(B)

(C)

(D)

 工事価格 (A)+(B)+(C)+(D)

※ 上記工事価格と入札金額は、一致すること。

入札金額内訳書

住所又は所在地

商号又は名称

代表者氏名

工   種 単位

１式

１式

1式

1式

1式

１式

１式

１式



金額(円)  摘  要

Ⅰ 建築主体工事

1 直接仮設工事

2 土工事

3 地業工事

4 鉄筋工事

5 コンクリート型枠工事

6 鉄骨工事

7 ALC版工事

8 防水工事

9 タイル工事

10 木工事

11 屋根及び樋工事

12 金属工事

13 左官工事

14 吹付工事

15 金属製建具工事

16 木製建具工事

17 シャッター工事

18 ガラス工事

19 金属外装工事

20 塗装工事

21 内装工事

22 ユニット及びその他工事

1～22計

工   種 単位

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

小計 1式



金額(円)  摘  要

Ⅱ 外構工事

1 構内舗装工事

2 囲障工事

3 新設側溝工事

4 既存水路蓋掛け工事

5 サイン取付壁・植込み工事

6 駐輪場工事

7 フラッグポール工事

8 非常用発電機基礎工事

9 その他外構工事

10 取壊し工事

1～10計

Ⅲ 電気設備工事

1 幹線動力設備工事

2 電灯コンセント設備工事

3 弱電設備工事

1+2+3

工   種 単位

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

小計 1式

1式

1式

1式

小計 1式



金額(円)  摘  要

Ⅳ 機械設備工事

1 空気調和設備

2 換気設備

3 衛生器具設備

4 給水設備

5 排水設備

6 給湯設備

7 ガス設備

8 衛生特殊設備

1～8計

工   種 単位

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

小計 1式

小計 1式



施工条件明示事項（特記仕様）

工 程

① 工期を厳守すること。

② 工事の着手に先立ち、事前調査を十分に行い、施工計画書を作成すること。

③ 入札決定後、早急に工程表を作成し、工事監督員・津山圏域消防組合と協議

の後、工程を決定すること。

施 工 時 間

① 原則昼間施工とし、8：30～17：00を厳守すること。
② 地域の行事等、監督員・津山圏域消防組合の指示する日時は作業を中止する

こと。

用 地 関 係

① 工事場所近接の民地所有者・隣接住民との協議を密にし、トラブルにならぬ

ようにすること。

② 工事車両については敷地内の指定する場所に駐車すること。駐車スペースの

不足分は、請負業者にて確保すること。

環
境
対
策

騒音・振動

① 作業機械は、低騒音型及び排出ガス対策型とすること。

② 騒音・粉塵等の発生に対して綿密な工法を計画し実施すること。

③ 騒音に配慮し、ﾌﾞﾚｰｶｰの使用は出来るだけ控えた工法を検討すること。

大気・排水
① 汚染された排水等が付近の川、側溝などへ流出しないよう注意のこと。

② 粉じんを制御するため、散水等は十分注意すること。

周 辺 道 路
① 敷地への出入りに際し、前面道路を汚さぬよう留意すること。

② 同じく敷地境界側溝コンクリ―ト蓋、擁壁等を破損しないよう留意すること。

安 全 対 策

① 工事期間は、事前に工事予告板・工事看板を配置し、周辺への連絡・周知を

徹底すること。

② 材料搬出入時には車両通行・歩行者に注意して搬出入すること。

③ 工事進入路等に敷き鉄板、土嚢等を敷き階段、水路・マンホール等の養生を

すること。

④ 周辺住民が工事エリア内に侵入できないよう、また動線が重ならないように

仮設計画、安全対策をすること。

⑤ 国道沿いの工事であるため、車両・歩行者の安全な通行を常に確保すること。

⑥ 屋根上・足場上からの落下物等がないよう注意すること。

⑦ 敷地前面道路付近工事の際、大型車両搬入の際には、片側交互通行とするな

どし、交通誘導員を合計 30人以上配置し施工を行うこと。

工 事用 道 路

① 敷地内・周辺道路に関して安全対策を講じること。

② 前面道路を使用する場合・通行制限を行う場合には、それに応じた届出書(警
察署・久米南町へ各提出)を事前に作成し、各許可を得ること。

仮 設

① 近隣住宅・隣接敷地・公民館へ影響の出ないよう、仮設を検討すること。

② 仮設水道・電気等は請負業者にて準備すること。

③ 建物および付属する設備の試運転等、引き渡しまでの期間内の水道・光熱費

はすべて請負業者の負担とする。



残土・廃棄物

① 工事等で生じた産業廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基

づき適正に処分すること。

② 建設リサイクル法を厳守し、分別解体及び特定建設資材の再資源化を行うこ

と。

③ 場内に廃材を仮置きする場合は分別ボックスを設置し適切に分別すること。

④ 事前に廃棄物処分計画書を提出し、承認を得た後、着工すること。

⑤ 産業廃棄物におけるマニフェストシステムの実施を行い、工事完了時にＥ票

の写し及び集計表を提出すること。

支
障
物
件

電 気

① 着工前に、中国電力と協議を行い、引込方向等必要に応じ適切な措置をとる

こと。

② 敷地境界上部を特別高圧線等複数の架空線が通っているため、留意し施工を

行うこと。

ガ ス ① 着工前に、工事に支障ないか調査を行い、必要に応じ適切な措置をとること。

水 道
① 着手前に、久米南町建設水道課と協議を行い、必要な手続き・措置をとるこ

と。

電 話 ① 着工前に、工事に支障ないか調査を行い、必要に応じ措置をとること。

その他 ① 着工前に、工事に支障ないか調査を行い、必要に応じ措置をとること。

そ の 他

① 敷地内外の工作物等を破損した場合は、無償で現状復旧をすること。

② 施工中に工事対象外の部分に損害が発生した場合は、請負業者の責任に

おいて修理・弁償等の保証を行うこと。

③ 原則、数量変更に伴う増減契約変更はしない。

④ 運搬時、積載オーバーしないこと。

⑤ 工事に伴う官公庁等の手続きは延滞なく請負業者で費用等を含め行うこと。

⑥ 工事用車両の搬入ルート、各敷地・隣接建物の現状について、着手前に必ず

現地確認のこと。

⑦ 上下水道工事は津山市・久米南町の指定工事店による施工とし、着工前後の

書類手続きを請負業者にて遅延なく行い、工期内に久米南町の所定の工事完

了手続きを行うこと。

⑧ 設計工期は約 7.5ヶ月間とする。
⑨ 請負業者は資材の調達にあたり、県内産建設資材、県内取扱店からの購入に

努めること。



　　工　　　費

設計金額

名　　　　　称 種　類　・　形　状 数　量 呼称 単 価 金　　額 備　　考

直接工事費 1.0 式

共  通　費

　共通仮設費 1.0 式

　現場管理費 1.0 式

　一般管理費 1.0 式

合   計　（工事価格） 1.0 式

消費税率（％）

消費税相当額 1.0 式 10.0%

総　　合　　計 1.0 式

(消費税額)　

(消費税抜)  

  工 事 内 訳 書

NO.6 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

直接工事費

Ⅰ 建築主体工事 1.0 式

Ⅱ 外構工事 1.0 式

Ⅲ 電気設備工事 1.0 式

Ⅳ 機械設備工事 1.0 式

小　計

単　価 計 備　　考

NO.7 直接工事費集計 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

Ⅰ 建築主体工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 土工事 1.0 式

3 地業工事 1.0 式

4 鉄筋工事 1.0 式

5 コンクリート型枠工事 1.0 式

6 鉄骨工事 1.0 式

7 ＡＬＣ版工事 1.0 式

8 防水工事 1.0 式

9 タイル工事 1.0 式

10 木工事 1.0 式

11 屋根及び樋工事 1.0 式

12 金属工事 1.0 式

13 左官工事 1.0 式

14 吹付工事 1.0 式

15 金属製建具工事 1.0 式

16 木製建具工事 1.0 式

17 シャッター工事 1.0 式

18 ガラス工事 1.0 式

(次項へ)

単　価 計 備　　考

NO.8 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

19 金属外装工事 1.0 式

20 塗装工事 1.0 式

21 内装工事 1.0 式

22 ユニット及びその他工事 1.0 式

小　小　計

NO.9 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

1 直接仮設工事

敷鉄板 厚22、7ヶ月 36.0 ｍ2

仮囲い：ガードフェンス＋
シート張り、H=1.8ｍ

L=186m、7ヶ月 186 ｍ

キャスターゲート(W=6.0、
H=1.8）

7ヶ月 2.0 ヶ所

交通誘導警備員Ｂ 1.0 式

やりかた 1.0 式

隅出し 躯体、仕上げ共 1.0 式

養生 躯体、仕上げ共 1.0 式

清掃・片付け（施工中） 1.0 式

竣工時清掃 1.0 式

外部足場
枠組本足場（手摺先行）、Ｗ900、5ヶ
月

1.0 式

昇降足場 階段、5ヶ月 1.0 式

地足場通路 足場板+手すり、2週間 1.0 式

内部足場（車庫以外） 脚立足場、並列、2ヶ月 1.0 式

内部足場（車庫） ローリングタワー、2段、2ヶ月 1.0 式

垂直養生 メッシュシート張り、5ヶ月 1.0 式

竣工写真 専門家撮影 1.0 式

竣工調書 1.0 式

VOC測定
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、
ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ計5品目、7ヶ所採取

1.0 式

（小　小　計）

単　価 計 備　　考

NO.10 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

2 土工事

根切り つぼ、布堀　機械 293 m3

床付け 128 ｍ2

盛土 根切り中良質土 23.6 m3

埋戻し 場内仮置き 182 m3

残土処分 場外任意処分　運搬費共 87.0 m3

重機回送費 1.0 式

（小　小　計）

NO.11 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

3 地業工事

地盤改良工事 材料費、固化材 10％割増 41.0 ｔ

〃 掘削費 185 ｍ3

〃 造成費 185 ｍ3

〃 管理装置損料 185 ｍ3

〃 室内配合試験（事前） 1.0 式

〃 六価クロム溶出試験（事前） 1.0 検体

〃 モールドコア採取による圧縮試験 2.0 ヶ所

〃 重機部品運搬費 1.0 式

地盤改良に伴う残土処分 場外任意処分　運搬共 61.0 ｍ3

砕石敷き（基礎下） 再生材 3.9 ｍ3

砕石敷き（土間下） 再生材 46.2 ｍ3

防湿シート（2重敷き） ポチエチレンフィルム厚0.15 402 ｍ2

土間下断熱材 フォームポリスチレン厚25　3種B 307 ｍ2

（小　小　計）

NO.12 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

4 鉄筋工事

異形棒鋼 D10、SD295A 2.21 ｔ

〃 D13、SD295A 17.72 ｔ

〃 D16、SD295A 1.52 ｔ

〃 D19、SD345 0.49 ｔ

〃 D22、SD345 0.11 ｔ

〃 D25、SD345 6.61 ｔ

鉄筋加工組立 27.56 ｔ

鉄筋運搬費 30km程度、4ｔ車 27.56 ｔ

圧接費 D25-D25 208 ヶ所

（小　小　計）

NO.13 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

5 コンクリート型枠工事

捨コンクリート F-18・15・20 6.32 ｍ3

〃　打ち手間 シュート打ち 6.32 ｍ3

基礎コンクリート F-24・15・20 90.3 ｍ3

〃　打ち手間 ポンプ打ち 90.3 ｍ3

土間コンクリート F-24・15・20 95.7 ｍ3

〃　打ち手間 ポンプ打ち 95.7 ｍ2

ポンプ圧送費 1.0 式

構造体強度補正 1.0 式

合板普通型枠 455 ｍ2

打放し合板型枠 Ｂ種 51.9 ｍ2

型枠運搬費 30km程度、4ｔ車 507 ｍ2

（小　小　計）

NO.14 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

6 鉄骨工事

① 主体鉄骨工事 1.0 式

② 付帯鉄骨工事 1.0 式

③ その他工事 1.0 式

（小　小　計）

NO.15 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

① 主体鉄骨工事

コラム（BCR295） □-300*300*12 1.42 ｔ

〃 □-250*250*12 4.66 ｔ

〃 □-150*150*9 0.17 ｔ

H形鋼（SS400） H-400*200*8*13 0.67 ｔ

〃 H-350*175*7*11 3.31 ｔ

〃 H-340*250*9*14 7.94 ｔ

〃 H-300*150*6.5*9 2.99 ｔ

〃 H-250*250*9*14 1.16 ｔ

〃 H-250*125*6*9 2.50 ｔ

〃 H-244*175*7*11 0.95 ｔ

〃 H-200*100*5.5*8 0.41 ｔ

〃 H-150*150*7*10 1.67 ｔ

〃 H-150*75*5*7 0.57 ｔ

〃 H-100*100*6*8 1.63 ｔ

溝形鋼（SS400） ［-200*80*7.5*11 0.71 ｔ

不等辺山形鋼（SS400） L-125*90*10 0.92 ｔ

〃 L-100*75*7*10 0.40 ｔ

一般構造用角型鋼管
（STKR400）

□-100*100*2.3（胴縁） 3.56 ｔ

〃 □-100*100*2.3 0.05 ｔ

(次項へ)

NO.16 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

一般構造用角型鋼管
（STKR400）

□-100*100*6 0.04 ｔ

リップ溝形鋼（SS400） C-100*50*20*2.3（母屋） 3.73 ｔ

〃 C-100*50*20*2.3（胴縁） 1.50 ｔ

平鋼 FB-9*70 1.05 ｔ

鋼板（SN490C） 12≦ｔ≦25 0.57 ｔ

鋼板（SS400） t=16～19 0.24 ｔ

〃 t=9～12 1.64 ｔ

〃 t=6 0.27 ｔ

ブレース M16 2.19 ｔ

ターンバックル 102 個

アンカーボルト　（ABR400） M20、L=600 8.0 本

アンカーボルト M16、L=600 8.0 本

〃 M16、L=450、フック付 21.0 本

摩擦接合用高力ボルト
（S10T）

M22、L=70 449 本

〃 M22、L=60 112 本

〃 M20、L=65 50.0 本

〃 M20、L=60 416 本

〃 M20、L=55 50.0 本

〃 M20、L=50 241 本

(次項へ)

NO.17 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

〃 M20、L=45 27.0 本

〃 M16、L=60 50.0 本

〃 M16、L=55 33.0 本

〃 M16、L=50 235 本

〃 M16、L=45 352 本

摩擦接合用高力ボルト
（F8T）

M16、L=60 8.0 本

工場製作費 35.1 ｔ

工場溶接費 1,107 ｍ

工場塗装費
鉛・クロムフリー錆止めペイント
JIS K 5674 1回塗り

1,547 ｍ2

運搬費 50km程度 35.1 ｔ

特殊高力ボルト本締め 35.1 ｔ

アンカーボルト埋込み Ａ種 37.0 本

現場検収立会費 35.1 ｔ

柱底無収縮モルタル 間柱、ホースリフター受柱部 9.0 ヶ所

現場建て方費 35.1 ｔ

建て方重機費 1.0 式

（小　小　計）

NO.18 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

② 付帯鉄骨工事

ベースパック 30-12V、材工共 2.0 ヶ所

〃 25-12V、材工共 12.0 ヶ所

〃 15-12V、材工共 1.0 ヶ所

胴縁、母屋工事 9.63 ｔ

中ボルト M16、L=140 239 本

〃 M16、L=40 816 本

（小　小　計）

NO.19 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

③ その他工事

溶融亜鉛めっき処理 ホースリフター受鉄骨、HDZ55 1.98 ｔ

〃　運搬費 1.0 式

溶接部検査費
超音波探傷試験（自社検査）、第三
者検査立会費共

1.0 式

鉄骨建て方足場 高所作業車、H=10m 1.0 式

（小　小　計）

NO.20 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

7 ＡＬＣ版工事

間仕切タテカベパネル 厚100 74.0 ｍ2

内部化粧コーキング アクリル 74.0 ｍ2

下地金物 L-50*50*6、基礎 12.0 ｍ

〃 L-65*65*6、通し 33.0 ｍ

〃 L-65*65*6、開口 24.0 ｍ

荷揚げ及び場内運搬費 1.0 式

機械器具損料 1.0 式

発電機損料 1.0 式

板間ロックウール詰め 1.0 式

残材処理費 1.0 式

小口運賃 1.0 式

（小　小　計）

NO.21 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

8 防水工事

シーリング（サッシ廻り） 変性シリコン、10*10 175 ｍ

シーリング（外壁パネル縦目
地）

変性シリコン、30*15 108 ｍ

シーリング（外壁パネル横目
地）

変性シリコン、10*10 13.8 ｍ

シーリング（外壁サイディン
グ部）

変性シリコン、10*10 25.2 ｍ

シーリング（捨て笠木部） 変性シリコン、10*10 70.5 ｍ

シーリング（屋根取合い部） 変性シリコン、10*10 91.2 ｍ

（小　小　計）

NO.22 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

9 タイル工事

床：磁器質タイル 150角 15.6 ｍ2

床：磁器質タイル（ノンスリッ
プ）

150角 3.7 ｍ2

段鼻：磁器質タイル 150角 4.6 ｍ

（小　小　計）

NO.23 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

10 木工事

額縁 桧集成材、120*20 7.2 ｍ

〃 桧集成材、150*20 104 ｍ

引込み戸縦枠 桧集成材、168*40 22.7 ｍ

〃 桧集成材、116*40 22.7 ｍ

〃 桧集成材、78*25 22.7 ｍ

引込み戸横額縁 桧集成材、93*25 18.0 ｍ

引込み戸上枠 桧集成材、60*60 18.0 ｍ

引込み戸上枠カバー 桧集成材、6*60 18.0 ｍ

開き戸三方枠 桧集成材、110*40 14.7 ｍ

見切り縁 桧集成材、20*25 8.5 ｍ

化粧柱 桧、120*120、L=3.0ｍ 0.48 ｍ3

化粧半柱 桧、120*30、L=3.0ｍ 0.01 ｍ3

敷居 桧、120*45、L=2.2ｍ 0.08 ｍ3

鴨居 桧、120*45、L=2.2ｍ 0.08 ｍ3

框 桧、105*120、L=1.85ｍ 0.15 ｍ3

土台 桧、105*105、L=3.0ｍ 0.17 ｍ3

大引 桧、105*105、L=2.0ｍ 0.40 ｍ3

際根太 桧、45*45、L=2.0ｍ 0.02 ｍ3

(次項へ)

NO.24 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

畳寄せ 桧、30*60、L=3.0ｍ 0.06 ｍ3

畳寄せ 桧、30*60、L=2.0ｍ 0.02 ｍ3

構造用合板 厚28 20.0 枚

鋼製束 城東テクノ、YM-2438L同等 26.0 ヶ所

アンカーボルト M12、L=300 15.0 本

施工費 1.0 式

釘、金物、接着剤 1.0 式

防腐剤塗り 21.4 ｍ2

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

11 屋根及び樋工事

【大屋根】

ヨドルーフ瓦棒400
着色ガルバニウム鋼板厚0.5、裏面
発泡ポリスチレンフォーム厚4.0張り

342 ｍ2

下葺ゴムアスルーフィング 厚1.0 342 ｍ2

〃　木毛セメント板 厚25 342 ｍ2

〃　エプロン 着色ガルバニウム鋼板製 27.4 ｍ

〃　軒先化粧キャップ 着色ガルバニウム鋼板製 27.5 ｍ

〃　軒先唐草 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 27.5 ｍ

〃　ケラバ唐草 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 3.8 ｍ

〃　壁取合水切り（水上） 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 27.4 ｍ

〃　壁取合水切り（流方向） 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 27.0 ｍ

〃　軒樋
パナソニックエアロアイアン前高
165WIDE同等、SUS吊金具共

27.5 ｍ

〃　落し口 塩ビ製自在ドレン、VP100用 5.0 ヶ所

〃　竪樋 VP100、カラー、SUS掴み金物共 18.4 ｍ

〃　呼び樋
VP100、カラー、SUS掴み金物、エル
ボ、チーズ共、L=1300

1.0 ヶ所

〃　排水カバー VP100用、カラー 4.0 ヶ所

【車庫屋根】

ヨドルーフ166ハゼ
着色ガルバニウム鋼板厚0.8、裏面フ
ネンエース厚4.0

162 ｍ2

〃　タイトフレーム 64.4 ｍ

〃　妻用フレーム ＠1000 28.0 ヶ所

(次項へ)

NO.26 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

〃　水止面戸 着色ガルバニウム鋼板製 12.9 ｍ

〃　エプロン 着色ガルバニウム鋼板製 12.9 ｍ

〃　軒先面戸 着色ガルバニウム鋼板製 12.9 ｍ

〃　化粧フレーム 着色ガルバニウム鋼板製 12.9 ｍ

〃　天井吊インサート 200 ヶ所

〃　軒先見切り 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 12.9 ｍ

〃　ケラバ包み 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 0.4 ｍ

〃　取合水切り（水上）
着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工、
棟板金具共

12.9 ｍ

〃　取合水切り（流方向） 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 24.7 ｍ

〃　軒樋
パナソニックエアロアイアン前高
165WIDE同等、SUS吊金具共

12.9 ｍ

〃　落し口 塩ビ製自在ドレン、VP100用 2.0 ヶ所

〃　竪樋
VP100、カラー、SUS掴み金物、エル
ボ共、這樋含む

26.6 ｍ

（小　小　計）

NO.27 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

12 金属工事

100形 軽量鉄骨壁下地 450＠ 53.6 ｍ2

〃　開口補強（三方補強） 1,200*2,000 1.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 800*2,000 1.0 ヶ所

100形 軽量鉄骨壁下地 300＠ 12.1 ｍ2

65形 軽量鉄骨壁下地 300＠ 475 ｍ2

〃　開口補強（三方補強） 2,000*2,500 1.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 1,200*2,000 2.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 1,000*2,000 2.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 800*2,000 12.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 900*2,000 1.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 1,600*2,000 1.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 700*2,000 1.0 ヶ所

〃　開口補強（三方補強） 450*2,000 1.0 ヶ所

19形 軽量鉄骨天井下地 300＠ 438 ｍ2

〃　開口補強 450*450、ボード切込み共 15.0 ヶ所

屋内天井下地補強 19形、ふところ高1.5m～3.0m 18.9 ｍ2

25形 軽量鉄骨天井下地 300＠ 49.0 ｍ2

アルミ製ブラインドボックス
120*2,100、ツヅキ：ボックストップ同
等

6.0 ヶ所

アルミ製笠木 W=200、カラー 73.0 ｍ

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

アルミ製笠木コーナー役物 W=200、カラー 5.0 ヶ所

アルミ製下端見切り W=70、カラー 17.1 ｍ

玄関アルミ製金属庇
（2,500*1,500）

ステンカラー竪樋（45角）、排水管カ
バー共、共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

1.0 ヶ所

通用口アルミ製金属庇
（600*1,000）

ステンカラー、共和アルフィン ＡＦ９５
同等

1.0 ヶ所

窓アルミ製庇（2,000*300）
ステンカラー、共和アルフィン ＡＦ９３
同等

4.0 ヶ所

小屋裏換気ベンドキャップ
SUS製φ150、スーパースリムフード８
６２０ＳＨ・ＭＬＧ同等

10.0 ヶ所

スロープ手摺 SUS製、L=2.35m 1.0 ヶ所

多目的WC手摺補強 PL-2.3、350*350 3.0 ヶ所

SUS製面台 厚1.5、120*25、HL仕上 12.8 ｍ

SUS製框 厚1.5、50*100、HL仕上 3.9 ｍ

SUS製沓摺 厚2.0、40*20、HL仕上 11.5 ｍ

床沓摺 L-50・50・4、HL仕上、アンカー付 1.5 ｍ

〃 L-40・40・5、HL仕上、アンカー付 10.2 ｍ

竣工銘板 アクリル製、105*148 1.0 ヶ所

館名文字 カラーSUS製箱文字、400*400 5.0 文字

〃 カラーSUS製箱文字、200*200 8.0 文字

スクリーンフック SUSステンレスフックUJ 3.0 ヵ所

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

13 左官工事

外部

床：コンクリート金こて押え 54.1 ｍ2

床：タイル下モルタル塗り 9.3 ｍ2

巾木：コンクリート打放し全
面補修

35.5 ｍ2

スロープ縁：天端コンクリート
押え

W=150 2.6 ｍ

内部

床：コンクリート金こて押え 351 ｍ2

床：タイル下モルタル塗り 9.1 ｍ2

床：コンクリート均し 60.9 ｍ2

床：セルフレベリング 厚10、セメント系 60.9 ｍ2

巾木：コンクリート打放し全
面補修

10.7 ｍ2

巾木：モルタル金こて押え H=200 15.2 ｍ

土台下モルタル塗り W=100 15.0 ｍ

建具廻りモルタル充填 外部 13.6 ｍ

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

14 吹付工事

複層塗材E
アクリルタイル、凸凹吹付、水系ウレ
タンつやあり

35.5 ｍ2

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

15 金属製建具工事

① アルミ製建具工事 1.0 式

② スチール製建具工事 1.0 式

③ 移動間仕切壁工事 1.0 式

④ トイレブース工事 1.0 式

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

① アルミ製建具工事

AD-1
アルミ製片引きドア（自閉）片側ラン
マFIX窓、2,142.5*2,540

1.0 ヶ所

AD-2
アルミ製片引き自動ドア片側ランマ
FIX窓、2,000*2,540

1.0 ヶ所

AD-3 アルミ製片開き框戸、800*1,940 1.0 ヶ所

AD-4
アルミ製片開きフラッシュ戸、
800*1,940

1.0 ヶ所

ADW-1
アルミ製片開きフラッシュ戸片袖引違
い窓、1,770*1,940

1.0 ヶ所

AW-1
アルミ製引違い窓ランマ排煙外倒し
窓、1,800*1,620

2.0 ヶ所

AW-2 アルミ製引違い段窓、1,800*1,620 2.0 ヶ所

AW-3 アルミ製引違い窓、900*1,020 1.0 ヶ所

AW-4 アルミ製引違い窓、900*1,020 1.0 ヶ所

AW-5
アルミ製片開き窓＋FIX窓、
600*1,620

6.0 ヶ所

AW-6 アルミ製辷出し窓、400*420 1.0 ヶ所

AW-7
アルミ製片開き窓＋FIX窓、
600*1,620

2.0 ヶ所

AW-8 アルミ製引違い段窓、1,800*1,620 2.0 ヶ所

AW-9 アルミ製上げ下げ窓、600*1,020 1.0 ヶ所

AG-1 アルミ製固定ガラリ、1,350*1,020 1.0 ヶ所

取付調整費 1.0 式

運搬費 1.0 式

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

オペレーター AW-1、ワンタッチオペレーター 2.0 組

エンジン装置 AD-2 1.0 組

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

② スチール製建具工事

SD-1
スチール製片開きフラッシュ親子戸
（ガラリ付）、1,200*2,000

1.0 ヶ所

SD-2（防火設備）
スチール製片開きフラッシュ戸（ガラ
リ付）、800*2,000

1.0 ヶ所

SPD-1（特定防火設備）
スチール製両開きフラッシュ戸（ファ
イヤードⅡ）、1,500*2,000

1.0 ヶ所

SPD-2
スチール製片開きフラッシュ戸、
900*2,000

1.0 ヶ所

SLD-1（特定防火設備）
スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋
無）、2,732*2,000

1.0 ヶ所

工事費 1.0 式

搬入費 1.0 式

SLD-2
スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋
無）、2,350*2,000

1.0 ヶ所

SLD-3
スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋
無）、1,915*2,000

1.0 ヶ所

工事費 1.0 式

搬入費 1.0 式

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

③ 移動間仕切壁工事

PT-1
スチール製パーティション、
1,200*2,700

1.0 ヶ所

施工費 1.0 式

運搬搬入費 1.0 式

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

④ トイレブース工事

TB-1 トイレブース、、1,954*2,020 1.0 ヶ所

施工費 1.0 式

運搬搬入費 1.0 式

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

16 木製建具工事

WD-1 木製片引き框戸、975*1,975 1.0 ヶ所

WD-2
木製片開きフラッシュ親子戸、
1,200*2,000

1.0 ヶ所

WD-3 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-4 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 2.0 ヶ所

WD-5 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-6 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-7 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-8 木製片開きフラッシュ戸、800*2,000 1.0 ヶ所

WD-9 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 2.0 ヶ所

WD-10 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-11 木製片引きフラッシュ戸、725*1,975 1.0 ヶ所

WD-12 木製片引きフラッシュ戸、825*1,975 1.0 ヶ所

WD-14
木製片開きフラッシュ戸、
448.5*2,000

1.0 ヶ所

FD-1
3枚木製連動片引き戸フスマ、
2,200*2,000

5.0 ヶ所

金具代 1.0 式

運搬取付費 1.0 式

小　小　計

NO.38 建築主体工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

17 シャッター工事

SS-1
アルミ製バランスシャッター
1,500*1,950

1.0 ヶ所

工事費 1.0 式

搬入費 1.0 式

OS-1
アルミ製電動オーバースライダー
9,300*3,895

1.0 ヶ所

工事費 1.0 式

搬入費 1.0 式

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

18 ガラス工事

型板ガラス 厚4.0、100*100 4.0 枚

型板ガラス 厚4.0、60*1,400 9.0 枚

強化フロートガラス 厚5.0、～2㎡ 3.7 ｍ2

強化フロートガラス 厚5.0、～4㎡ 6.4 ｍ2

強化フロストガラス 厚5.0、625*1,775 1.0 枚

複層FL3+A12+FL3 ～2㎡ 20.6 ｍ2

複層FL3+A12+F4 ～0.2㎡ 0.2 ｍ2

複層FL3+A12+F4 ～2㎡ 3.9 ｍ2

複層PW6.8+A6+FL3 ～2㎡ 0.9 ｍ2

衝突防止マーク 24.0 ヶ

パネル施工費 1.0 枚

シーリング 6*6 446 ｍ

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

19 金属外装工事

金属サンドイッチパネル横
張り

アイジー断熱ヴァンドNZ35F同等、働
き600、標準色、目地コーキング別途

365 ｍ2

〃　目地部フラットジョイ
ナー

着色ガルバニウム鋼板製、 65.2 ｍ

〃　出隅 断熱NZ35F L型出隅、出隅捨板共 14.7 ｍ

〃　出隅 出隅角35N 3.4 ｍ

〃　入隅
入隅捨板35・50、着色ガルバニウム
鋼板製

8.6 ｍ

〃　竪見切り
遮熱性フッ素樹脂塗装ガルバニウム
鋼板厚0.5加工

32.9 ｍ

〃　パラペット竪見切り
遮熱性フッ素樹脂塗装ガルバニウム
鋼板厚0.5加工

4.9 ｍ

〃　サッシ上端部納め スターターNZ35S、アルミ押出型材 35.4 ｍ

〃　サッシ下端部納め
フラッシング、ガルバニウム鋼板厚
0.4加工

20.0 ｍ

〃　サッシ側面納め
フラッシング、ガルバニウム鋼板厚
0.4加工

73.0 ｍ

〃　スターター NZ35S、アルミ押出型材 95.2 ｍ

〃　パネル下端切断加工 切断部補強下地共 15.5 ｍ

〃　GL水切り
遮熱性フッ素樹脂塗装ガルバニウム
鋼板製

76.4 ｍ

金属サイディング縦張り
KMEWシンプルシリーズ、スマートス
パン柄（マンダリンオレンジ）

34.6 ｍ2

〃　透水防水シート 34.6 ｍ2

〃　通気胴縁 18*45 34.6 ｍ2

〃　出隅カバー フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 6.7 ｍ

〃　見切縁 フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 13.4 ｍ

〃　端面カバー フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 9.3 ｍ

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

〃　土台水切り 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 4.6 ｍ

金属サイディング縦張り
KMEWシンプルシリーズ、スマートス
パン柄（メタリックブルー）

28.3 ｍ2

〃　透水防湿シート 28.3 ｍ2

〃　通気胴縁 18*45 28.3 ｍ2

〃　出隅カバー フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 6.7 ｍ

〃　見切縁 フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 26.7 ｍ

〃　端面カバー フッ素焼付塗装めっき鋼板厚0.35 6.7 ｍ

〃　土台水切り 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 3.7 ｍ

パラペット内壁
ヨドスパン1F型目地なし、着色ガル
バニウム鋼板厚0.5縦張り

47.8 ｍ2

〃　透水防湿シート 47.8 ｍ2

〃　出隅 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 0.5 ｍ

〃　入隅 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 1.7 ｍ

〃　廻り縁 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 5.0 ｍ

パラペット捨水切り 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 77.4 ｍ

物干し場天井取合い見切り 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 13.0 ｍ

軒天ヨドスパン
ヨドスパン1F型目地なし、着色ガル
バニウム鋼板厚0.5

25.0 ｍ2

〃　下地ケイカル 厚6.0 25.0 ｍ2

〃　廻り縁 着色ガルバニウム鋼板厚0.5加工 30.0 ｍ

重機及び運搬費 1.0 式

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

鼻隠し
カラー繊維混入セメントケイカル押出
成形板（H=210）

31.1 ｍ

〃　出隅役物
カラー繊維混入セメントケイカル押出
成形板（H=210）

3.0 ヶ所

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

20 塗装工事

外部

合成樹脂エマルジョンペイ
ント（EP）

ボード面、A種 24.6 ｍ2

内部

現場錆止め塗装 JIS K 5674 A種 1,547 ｍ2

合成樹脂調合ペイント
（SOP）

鉄鋼面、B種 107 ｍ2

クリアラッカー（CL） 木面、B種 43.4 ｍ2

〃 木面（細巾）、B種 8.5 ｍ

合成樹脂エマルジョンペイ
ント（EP）

ボード面、A種 246 ｍ2

〃 ALC面、A種 52.0 ｍ2

ALC面シーラー処理 B種 52.0 ｍ2

木材保護塗料塗り（WP） 木面、B種 3.5 ｍ2

〃 木面（細巾）、B種 213 ｍ

2液形ポリウレタン樹脂ワニ
ス（2-UC）

木面、B種 3.6 ｍ2

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

21 内装工事

F-1：複層ビニル床タイル 厚2.0、マーブル、300角、FT 72.5 ｍ2

F-2：複層ビニル床シート 厚2.0、マーブル、FS 95.9 ｍ2

F-3：OAフロア
調高強度軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ製置敷ﾀｲﾌﾟ
共同ｶｲﾃｯｸ：ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾛｱ40同等

60.9 ｍ2

F-3：〃 ボーダー 30.3 ｍ

F-3：置敷ビニル床タイル 厚5.0、500角、FOA 60.9 ｍ2

F-4：エポキシ樹脂系塗床 厚1.2、NS 18.1 ｍ2

F-5：防塵塗床 コーティング工法 27.2 ｍ2

F-7：畳敷き 厚55、建材畳 18.0 枚

F-8：プラ木レン H=75、フクビプラ木レン同等 7.0 ヶ

F-8：プラ木レン H=175、フクビプラ木レン同等 9.0 ヶ

F-8：パーティクルボード 厚20 4.4 ｍ2

F-8：ラワン合板 厚5.5 4.4 ｍ2

F-8：クッションフロア 厚1.8、KS 4.4 ｍ2

床コンクリート目地切り 4*25 88.9 ｍ

FW-1：ビニル巾木 H=75 208 ｍ

FW-2：エポキシ樹脂系塗床
立上げ

H=200 3.1 ｍ2

壁：石膏ボード（GB-R） 厚12.5 633 ｍ2

壁：ビニルクロス張り 中級品 565 ｍ2

（次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

壁：シナ合板 厚5.5 3.6 ｍ2

壁：マキシラン張り 3.6 ｍ2

壁：シージング石膏ボード
（GB-S）

厚12.5 33.0 ｍ2

壁：化粧ケイカル板 厚6.0 74.8 ｍ2

壁：〃　コーナーガード 塩ビ製 2.2 ｍ

壁：ケイカル板二重張り 厚8.0+8.0 76.0 ｍ2

壁：不燃メラミン化粧板 厚3.0 6.7 ｍ2

壁：ラワン合板 厚5.5 5.0 ｍ2

外壁断熱材：グラスウール 厚50、24kg/㎡ 177 ｍ2

天井：石膏ボード（GB-R） 厚9.5 57.4 ｍ2

天井：ビニルクロス 中級品 57.4 ｍ2

天井：化粧石膏ボード（GB-
D）

ジプトーン 204 ｍ2

天井：ケイカル板 厚6.0、底目 172 ｍ2

塩ビ製廻り縁 突付 399 ｍ

天井点検口（目地タイプ） アルミ製、450*450 15.0 ヶ所

天井断熱材：グラスウール 厚50、24kg/㎡ 322 ｍ2

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

22 ユニット及びその他工事

① 住設ユニット工事 1.0 式

② 造作家具工事 1.0 式

③ スチール製家具工事 1.0 式

④ ホースリフター工事 1.0 式

⑤ その他工事 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

① 住設ユニット工事

ユニットバス（1616）
TOTO：サザナHSシリーズNタイプ同
等

1.0 セット

〃　施工費 1.0 式

シャワーユニット（0812）
TOTO：シャワールーム0812Tタイプ
同等

1.0 セット

〃　施工費 1.0 式

システムキッチン（L=2,100） TOTO：ミッテ同等 1.0 セット

〃　施工費 1.0 式

ミニキッチン（L=1,200）
クリナップ：ミニキッチン（IH100V）扉
仕様同等

1.0 セット

〃　施工費 1.0 式

SUS製一槽シンク（L=1,500） 1.0 台

〃　施工費 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

② 造作家具工事

K-1：布団収納棚 850*800*2,070、材工共 6.0 台

K-3：帽子ヘルメット掛け 2,100*24*1,530、材工共 1.0 台

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

③ スチール製家具工事

防火衣ロッカー
FRU-22N-S同等

1,315*2,100、材工共 4.0 台

ロッカー
FRU-11N同等

612.5*2,100、材工共 2.0 台

洗面用具収納棚
MBT8-2T-S同等

2,580*1,650、材工共 1.0 セット

〃
MBT1-1T-S同等

336*1,325、材工共 1.0 台

ホース棚
SKH-2112同等

1,255*2,100、材工共 1.0 台

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

④ ホースリフター工事

ホースリフター FHD200型
消防ホース10本×2列、分割昇降
式、材工共

1.0 セット

〃　楊重機費 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

⑤ その他工事

消火器ボックス（床置）
UFB-3F-307-PWH同等、10型消火
器共

3.0 ヶ所

消火器ボックス（埋込）
UFB-1F-2720-PWH同等、10型消
火器共

2.0 ヶ所

物干し金物 川口技研：ホスクリーンZP-104同等 2.0 ヶ所

室名札（平付） パブリックサイン（200×50）同等 1.0 ヶ所

室名札（持出し、ピクト） パブリックサイン（200×200）同等 1.0 ヶ所

少量危険物表示板 1.0 ヶ所

YB-1
アルミ製横型ブラインド

2,000*1,900、タチカワシルキー25
ポール式同等

2.0 ヶ所

YB-2
アルミ製横型ブラインド

2,000*1,900、タチカワシルキー25
ポール式同等

2.0 ヶ所

YB-3
アルミ製横型ブランド

1,700*1,900、タチカワシルキー25
ポール式同等

2.0 ヶ所

YB-4
アルミ製横型ブランド

600*1,620、タチカワシルキー25ポー
ル式同等

2.0 ヶ所

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

Ⅱ 外構工事

1 構内舗装工事 1.0 式

2 囲障工事 1.0 式

3 新設側溝工事 1.0 式

4 既存水路蓋掛け工事 1.0 式

5 サイン取付壁・植込み工事 1.0 式

6 駐輪場工事 1.0 式

7 フラッグポール工事 1.0 式

8 非常用発電機基礎工事 1.0 式

9 その他外構工事 1.0 式

10 取壊し工事 1.0 式

小　小　計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

1 構内舗装工事

すき取り 52.4 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 52.4 m3

As-1：密粒度アスファルト舗
装

A-5-15、再生材 839 ｍ2

As-1：区画線引き
U形（W=100）、デルタマーキング、車
いすマーク共

1.0 式

As-1：車止めブロック 再生ゴムチップ製 21.0 ヶ所

As-2：密粒度アスファルト舗
装

A-8-25、再生材 209 ｍ2

砕石敷き（Ｂ種） 574 ｍ2

〃 整地 574 ｍ2

（小　小　計）

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

2 囲障工事

F-1：目隠しフェンス
H=1,200、朝日スチール工業：XW-
1200-M同等

41.3 ｍ

〃　組立施工費 基礎ブロック（300*300*600）共 1.0 式

F-2：メッシュフェンス
H=1,200、朝日スチール工業：UN-
A1200L-40同等

51.5 ｍ

〃　組立施工費 基礎ブロック（180*180*450）共 1.0 式

F-4：バリカーアーチ型コー
ナータイプ（固定式）

スチール製、φ60.5*H850 2.0 ヶ所

〃　基礎工事 1.0 式

F-5：ソフトコーン ウレタン製、φ80、H=650 2.0 ヶ所

〃　施工費 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

3 新設側溝工事

根切り 機械 17.7 ｍ3

埋戻し 場内仮置き 6.6 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 11.2 m3

Ｕ形側溝 300A 55.0 ｍ

〃　底打ちモルタル 0.7 ｍ3

〃　底打ちモルタル打ち手
間

カート打ち 0.7 ｍ3

既存擁壁間均しコンクリート
舗装

厚60 18.2 ｍ2

集水桝 360*360*480、C種 1.0 ヶ所

排水管 VP150、エルボ、コア抜き共 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

4 既存水路蓋掛け工事

既存側溝縁補強 差筋アンカー、D13 171 ヶ所

〃 異形棒鋼、D13 71.0 ｋｇ

〃 鉄筋加工組立 68.0 ｋｇ

〃 補強コンクリート、F-21・15 2.2 ｍ3

〃 〃 打ち手間、カート打ち 2.2 ｍ3

〃 合板普通型枠 17.0 ｍ2

〃 天端コンクリート押え 34.1 ｍ

M-1：コンクリートスラブ T-2、厚100、W=1,000、L=1,000 13.0 枚

〃　施工費 1.0 式

M-2：ST製グレーチング
T-2、ノンスリップタイプ、かさ上げグ
レーチング、HXY-K8338A同等

4.0 ｍ

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

5 サイン取付壁・植込み工事

根切り 機械 3.1 ｍ3

埋戻し 発生土、付近仮置き土 1.7 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 1.4 m3

砕石敷き 再生材 0.40 ｍ3

異形棒鋼 D13 117 ｋｇ

鉄筋加工組立 112 ｋｇ

捨コンクリート F18・15 0.2 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 0.2 ｍ3

壁・縁コンクリート F21・15 1.6 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 1.6 ｍ3

合板普通型枠 2.1 ｍ2

合板打放し型枠 12.5 ｍ2

天端コンクリート押え 9.3 ｍ

撥水材塗り
フジワラ化学：ASガード、ASC-1工法
同等

6.6 ｍ2

合成樹脂エマルジョンペイ
ント

コンクリート面 0.6 ｍ2

サイン カラーSUS箱文字 10.0 文字

客土 真砂土+バーク堆肥 3.9 ｍ2

NO.58 外構工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

ヒラドツツジ W=1,000 4.0 本

〃　植栽手間 4.0 本

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

6 駐輪場工事

根切り 機械 2.6 m3

埋戻し 発生土、付近仮置き土 1.6 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 1.0 ｍ3

砕石敷き（基礎下） 再生材 0.2 ｍ3

砕石敷き（土間下） 再生材 0.5 ｍ3

異形棒鋼 D13 77.0 ｋｇ

鉄筋加工組立 74.0 ｋｇ

基礎コンクリート F21・15 0.7 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 0.7 ｍ3

土間コンクリート F21・15 0.8 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 0.8 ｍ3

合板普通型枠 4.4 ｍ2

床：コンクリート直押え 7.2 ｍ2

駐輪場ユニット
シコク：サイクルポートBLL-2750TG
同等、材工共

1.0 セット

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

7 フラッグポール工事

根切り 機械 2.8 ｍ3

埋戻し 発生土、付近仮置き土 2.4 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 0.4 ｍ3

砕石敷き（基礎下） 再生材 0.04 ｍ3

基礎コンクリート F21・15 0.4 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 0.4 ｍ3

合板普通型枠 2.4 ｍ2

フラッグポール
（株）サンポール：ＦＰ－９Ｕ同等、材
工共

1.0 基

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

8 非常用発電機基礎工事

根切り 機械 0.4 ｍ3

埋戻し 発生土、付近仮置き土 0.1 ｍ3

残土処分 場外任意処分(運搬費共) 0.3 ｍ3

砕石敷き（土間下） 再生材 0.20 ｍ3

異形棒鋼 D13 16.3 ｋｇ

鉄筋加工組立 16.3 ｋｇ

基礎コンクリート F21・15 0.3 ｍ3

〃　打ち手間 カート打ち 0.3 ｍ3

合板普通型枠 1.2 ｍ2

コンクリート直押え 1.3 ｍ2

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

9 その他外構工事

既存道路側溝：コンクリート
縁補修

L=2.6ｍ 1.0 式

既存間地ブロック擁壁天端
補修

L=21.1ｍ 1.0 式

既存擁壁ブロック補修 積直し補修 1.0 式

（小　小　計）
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

10 取壊し工事

既存RC縁取壊し 200*200 14.4 ｍ

既存暗渠取壊し ヒューム管φ400 26.8 ｍ

既存暗渠撤去後穴埋め 既存道路側溝（VS）の穴埋め 1.0 ヶ所

既存側溝蓋（RCスラブ）取
壊し

W900 3.0 ｍ

既存RC側溝縁天端斫り 200*200 51.5 ｍ

〃　カッター入れ 206 ｍ

集積・積込（コンクリートガ
ラ）

4.3 ｍ3

運搬費（コンクリートガラ） ｃ 4.3 ｍ3

処分費（コンクリートガラ） 9.8 ｔ

（小　小　計）

NO.64 外構工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

Ⅲ 電気設備工事

1 幹線動力設備工事 1.0 式

2 電灯コンセント設備工事 1.0 式

3 弱電設備工事 1.0 式

小　小　計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

1 幹線動力設備工事

電線 ＥＭ－ＩＥ　　　　８ 12.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＩＥ　　　１４ 10.0 ｍ

ケーブル ＣＥ　　　３．５－４ｃ　　　　　　　　隠蔽 7.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　５．５－４ｃ　　　　　　　　隠蔽 105 ｍ

　　〃 ＣＥＥ　　　２－４ｃ　　　　　　　　　隠蔽 7.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　３．５－４ｃ　　　　　　　　管内 2.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　５．５－４ｃ　　　　　　　　管内 38.0 ｍ

　　〃 ＣＥＴ　　２２　　　　　　　　　　　　管内 12.0 ｍ

　　〃 ＣＥＴ　　６０　　　　　　　　　　　　管内 12.0 ｍ

　　〃 ＣＥＴ　　２２　　　　　　　　　ＦＥＰ管内 18.0 ｍ

　　〃 ＣＥＴ　　６０　　　　　　　　　ＦＥＰ管内 18.0 ｍ

　　〃 ＣＥＥ　　　２－４ｃ　　　　　　ＦＥＰ管内 2.0 ｍ

電線管 ＰＦ（２２）　　　　　　　　　　　　隠蔽 2.0 ｍ

　　〃 Ｅ　（２５）　　　塗装　　　　　　 露出 2.0 ｍ

　　〃 Ｅ　（３１）　　　塗装　　　　　　 露出 10.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（２８）　　　　　　　　　　　露出 28.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（４２）　　　　　　　　　　　露出 12.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（５４）　　　　　　　　　　　露出 12.0 ｍ

　　〃 ＶＥ（１６）　　　　　　　　　　　　露出 2.0 ｍ

(次項へ)

NO.66 電気設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

（前項より)

電線管 ＶＥ（２２）　　　　　　　　　　　　埋設 8.0 m

　　〃 ＦＥＰ（５０）　　　　　　　　　　　埋設 36.0 ｍ

　　〃 ＦＥＰ（８０）　　　　　　　　　　　埋設 18.0 ｍ

ノーマルベンド ＺＧＰ（２８） 6.0 個

　　〃 ＺＧＰ（４２） 1.0 個

　　〃 ＺＧＰ（５４） 1.0 個

エントランスキャップ ＺＧＰ（４２） 1.0 個

　　〃 ＺＧＰ（５４） 1.0 個

接続材 ２４　　ビニル被覆 1.0 本

　　〃 ３０　　ビニル被覆 7.0 本

　　〃 ５０　　ビニル被覆 1.0 本

　　〃 ６３　　ビニル被覆 1.0 本

ボックス類 埋込　ＳＷ１個用　樹脂製 1.0 個

　　〃 露出丸２方出　Ｅ２５ 1.0 個

プルボックス ２００ｘ２００ｘ１００　ＳＵＳ 1.0 個

　　〃 ２００ｘ２００ｘ１００　ＷＰ　ＳＵＳ 1.0 個

　　〃 ３００ｘ３００ｘ２００　ＷＰ　ＳＵＳ 2.0 個

押釦スイッチ 1.0 個

引込開閉器盤 ＬＭ－０ 1.0 面

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

分電盤 ＬＭ－１　小型パターン・グループ認定機含む 1.0 面

コンクリート柱 １０－１９－３５０　　根架共　建柱車 1.0 本

装柱材 1.0 式

ハンドホール ＨＨ２－９　Ｒ８Ｋ 2.0 個

セパレータ 2.0 個

警報盤 ５窓 1.0 個

配管ブロック ＳＵＳ　Ｗ＝１５０ 6.0 個

防火区画貫通処理 1.0 ヵ所

接地材 棒　φ１４　Ｌ１５００ 3.0 本

接地埋設表示板 黄銅製 2.0 枚

掘方埋戻し費 ｗ＝１ｍ　ｈ＝０．６ｍ　Ｌ＝２ｍ 1.0 式

ｗ＝１ｍ　ｈ＝０．６ｍ　Ｌ＝１０ｍ 1.0 式

ｗ＝１ｍ　ｈ＝０．６ｍ　Ｌ＝６ｍ 1.0 式

残土 場内敷き均し 1.0 式

埋設表示シート ダブル 10.0 ｍ

埋設標示柱 コンクリート製 3.0 本

接続費 ７．５ｋｗ以下 8.0 ヵ所

高所作業車 １２ｍ 1.0 日

小　小　計
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

2 電灯コンセント設備工事

電線 ＥＭ－ＩＥ　　１．６ 102.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＩＥ　　２．０ 2.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＩＥ　　５．５ 11.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＩＥ　　　　８ 1.0 ｍ

ケーブル ＥＥＦ　１．６－２ｃ　　　　　　　　隠蔽 243 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　１．６－３ｃ　　　　　　　　隠蔽 194 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　２．０－２ｃ　　　　　　　　隠蔽 130 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　２．０－３ｃ　　　　　　　　隠蔽 514 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　１４－２ｃ　　　　　　　　隠蔽 9.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　２２－２ｃ　　　　　　　　隠蔽 30.0 ｍ

　　〃 ＣＥＥ　１．２５－５ｃ　　　　　　　隠蔽 15.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－２ｃ　　　　　隠蔽 56.0 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　１．６－３ｃ　　　　　　　　管内 32.0 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　２．０－３ｃ　　　　　　　　管内 21.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　５．５－２ｃ　　　　　　　　管内 5.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　２２－２ｃ　　　　　　　　管内 11.0 ｍ

　　〃 ＣＥＥ　１．２５－５ｃ　　　　　　　管内 6.0 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　１．６－２ｃ　　　　　　　　ＰＦ内 54.0 ｍ

　　〃 ＥＥＦ　１．６－３ｃ　　　　　　　　ＰＦ内 74.0 ｍ

（事項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

ケーブル ＥＥＦ　２．０－３ｃ　　　　　　　　ＰＦ内 73.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　　１４－２ｃ　　　　　　　　ＰＦ内 3.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－２ｃ　　　　　ＰＦ内 20.0 ｍ

　　〃 ＣＥ　　５．５－２ｃ　　　　　　　　ＦＥＰ内 97.0 ｍ

電線管 ＰＦ　（１６）　　　　　　　　　　　　隠蔽 186 ｍ

　　〃 ＰＦ　（２２）　　　　　　　　　　　　隠蔽 11.0 ｍ

　　〃 ＰＦ　（２８）　　　　　　　　　　　　隠蔽 3.0 ｍ

　　〃 Ｅ　　（１９）　　　　　　　　　　　　隠蔽 49.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（１６）　　　　　　　　　　　　露出 2.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（２２）　　　　　　　　　　　　露出 3.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（３６）　　　　　　　　　　　　露出 5.0 ｍ

　　〃 Ｅ　　（１９）　　塗装　　　　　　　露出 37.0 ｍ

　　〃 Ｅ　　（２５）　　塗装　　　　　　　露出 16.0 ｍ

　　〃 ＶＥ　（１６）　　　　　　　　　　　　露出 1.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（２２）　　　　　　　　　　　　埋設 3.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（３６）　　　　　　　　　　　　埋設 6.0 ｍ

　　〃 ＨＩＶＥ（２２）　　　　　　　　　　　埋設 5.0 ｍ

　　〃 ＦＥＰ（３０）　　　　　　　　　　　　埋設 18.0 ｍ

　　〃 ＦＥＰ（５０）　　　　　　　　　　　　埋設 97.0 ｍ

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

シーリングフィッチング 横　Ｇ１６ 1.0 個

ボックス ＳＢ　　１個用　樹脂製 19.0 個

ボックス ＳＢ　　２個用　樹脂製 8.0 個

　　〃 ＯＢ　中浅型　樹脂製 131 個

　　〃 ＯＢ　中深型　樹脂製 3.0 個

　　〃 露出ＳＢ　１個用　１方出　Ｅ１９ 3.0 個

　　〃 露出丸　２方出　　Ｅ１９ 1.0 個

　　〃 露出丸　３方出　　Ｅ２５ 2.0 個

プルボックス １５０ｘ１５０ｘ１００　ＳＵＳ 2.0 個

スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１　　　　　　　　　金属Ｐ共 3.0 個

　　〃 １Ｐ１５Ａｘ２　　　　　　　　　金属Ｐ共 1.0 個

　　〃 １Ｐ１５ＡＬｘ１　　　　　　　　金属Ｐ共 3.0 個

　　〃 １Ｐ１５Ａｘ１＋１５ＡＬｘ１　　金属Ｐ共 4.0 個

　　〃 ３Ｗ１５Ａｘ１　　　　　　　　　金属Ｐ共 1.0 個

　　〃 ３Ｗ１５Ａｘ１　　　　　　　　　ＷＰ 1.0 個

　　〃 １Ｐ１５Ａｘ１＋ＴＭ　　　　　　金属Ｐ共 1.0 個

コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２　　　　　　　　　金属Ｐ共 16.0 個

　　〃 ２Ｐ１５ＡＥｘ２　　　　　　　　金属Ｐ共 22.0 個

　　〃 ２Ｐ１５ＡＥｘ２＋ＥＴ　　　　　金属Ｐ共 18.0 個

（次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

コンセント ２Ｐ２０ＡＥｘ１　兼用型　　　　金属Ｐ共 1.0 個

　　〃 ２Ｐ１５ＡＥｘ２＋ＥＴ　　　　　ＷＰ 6.0 個

　　〃 ＷＫ４１０４Ｋ 3.0 個

　　〃 ２Ｐ１５ＡＥ　　ＯＡフロア 6.0 個

　　〃 ２Ｐ１５Ａｘ１　可動間仕切り用 6.0 個

露出コンセント ２Ｐ１５ＡＥｘ２　抜け止め 4.0 個

リモコンスイッチ １Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 9.0 個

　　〃 ２Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 2.0 個

　　〃 ３Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 2.0 個

　　〃 ６Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 1.0 個

　　〃 ８Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 2.0 個

　　〃 ２４Ｌ　　　　　　　　　　　　　金属Ｐ共 1.0 個

プレート ハトメプレート　　　　　　　金属製 1.0 個

　　〃 大穴プレート　　　　　　　金属製 1.0 個

防雨入線カバー 1.0 個

支給品スイッチ取付 換気スイッチ　強弱付き 5.0 個

自動点滅器 １００ｖ３Ａ　リード線 1.0 個

人感センサー 換気扇連動　親機　　天井埋込型 2.0 個

　　〃 親機　　　　　　　　　　天井埋込型 1.0 個

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

　　〃 換気扇連動　子機　　天井埋込型 1.0 個

照明器具 Ａ 15.0 台

　　〃 ＡＧ 3.0 台

　　〃 Ｂ 13.0 台

　　〃 Ｃ１ 3.0 台

　　〃 Ｃ２ 4.0 台

　　〃 Ｅ 12.0 台

　　〃 Ｆ 4.0 台

　　〃 Ｇ 24.0 台

　　〃 Ｈ 2.0 台

　　〃 Ｉ 1.0 台

　　〃 Ｊ 5.0 台

　　〃 Ｋ 2.0 台

　　〃 Ｌ 1.0 台

　　〃 Ｍ 1.0 台

　　〃 Ｎ　基礎共 1.0 台

　　〃 Ｏ 1.0 台

照明器具Ｏ取付工事費 高所作業車共 1.0 式

ハンドホール ＨＨ１－６　Ｒ８Ｋ 3.0 個

（次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

コンクリート柱 ８－１４－２００　根架共　建柱車 1.0 本

掘方埋戻し ｗ＝０．４　ｈ＝０．６　Ｌ＝２７ 1.0 式

　　〃 ｗ＝０．４　ｈ＝０．６　Ｌ＝３ 1.0 式

　　〃 ｗ＝０．４　ｈ＝０．６　Ｌ＝１０ 1.0 式

　　〃 ｗ＝０．４　ｈ＝０．６　Ｌ＝２２ 1.0 式

　　〃 ｗ＝０．４　ｈ＝０．６　Ｌ＝３．２ 1.0 式

　　〃 ｗ＝０．５　ｈ＝０．３　Ｌ＝２ 1.0 式

残土 場内敷き均し 1.0 式

埋設表示シート ダブル 66.0 ｍ

埋設標示柱 9.0 本

防火区画貫通処理 1.0 ヵ所

接地材 棒φ１４　Ｌ１５００　Ｄ種 2.0 本

接地埋設表示板 黄銅製 1.0 枚

小　小　計

NO.74 電気設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

3 弱電設備工事

電線 ＩＥ　　２．０ 2.0 ｍ

　　〃 ＩＥ　　５．５ 9.0 ｍ

導入線 １．２ｍｍ 94.0 ｍ

ケーブル ＥＭ－ＡＥ　１．２－２ｃ　　　　　隠蔽 46.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－３ｃ　　　　　隠蔽 127 ｍ

　　〃 ＭＥＥ－Ｓ　０．７５－２ｃ　　　　隠蔽 51.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＵＴＰ　　　４Ｐ　　　　　　隠蔽 52.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＥＢＴ　０．４－２ｐ　　　　隠蔽 153 ｍ

　　〃 ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　隠蔽 53.0 ｍ

　　〃 １０Ｄ－ＦＢ　　　　　　　　　　　隠蔽 31.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－３ｃ　　　　　管内 17.0 ｍ

　　〃 ＭＥＥ－Ｓ　０．７５－２ｃ　　　　管内 10.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＵＴＰ　　　４Ｐ　　　　　　管内 5.0 ｍ

　　〃 １０Ｄ－ＦＢ　　　　　　　　　　　管内 14.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－２ｃ　　　　　ＰＦ内 3.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＡＥ　１．２－３ｃ　　　　　ＰＦ内 9.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＵＴＰ　　　４Ｐ　　　　　　ＰＦ内 12.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－ＥＢＴ　０．４－２ｐ　　　　ＰＦ内 16.0 ｍ

　　〃 ＭＥＥ－Ｓ　０．７５－２ｃ　　　　ＰＦ内 3.0 ｍ

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

ケーブル １０Ｄ－ＦＢ　　　　　　　　　　　ＰＦ内 3.0 ｍ

　　〃 ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　ＰＦ内 7.0 ｍ

電線管 ＰＦ（１６）　　　　　　　　　　　　隠蔽 59.0 ｍ

　　〃 ＰＦ（２２）　　　　　　　　　　　　隠蔽 3.0 ｍ

　　〃 ＰＦ（２８）　　　　　　　　　　　　隠蔽 64.0 ｍ

　　〃 Ｅ（１９）　　　　　　　　　　　　隠蔽 20.0 ｍ

　　〃 ＺＧＰ（２８）　　　　　　　　　　露出 44.0 ｍ

　　〃 Ｅ（１９）　　　　　　　　　　　　露出 6.0 ｍ

　　〃 ＶＥ（１６）　　　　　　　　　　　露出 11.0 ｍ

　　〃 ＦＥＰ（３０）　　　　　　　　　　埋設 66.0 ｍ

ノーマルベンド ＺＧＰ（２８）　　　　　　　　　　 4.0 個

エントランスキャップ ＧＰ（２８）　　　　　　　　　　 4.0 個

接続材 ３０　ビニル被覆 4.0 本

ボックス ＳＢ　１個用 8.0 個

　　〃 ＯＢ中浅型 37.0 個

　　〃 ＯＢ大深型 1.0 個

　　〃 露出丸２方出　Ｅ１９ 2.0 個

プルボックス ２００ｘ２００ｘ１００　ＷＰ　ＳＵＳ 1.0 個

直列ユニット 末端 3.0 個

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

ＡＴＴ 6.0 個

人感センサー 1.0 個

ＴＥＬモジュラジャック 壁面 10.0 個

ＴＥＬモジュラジャック ＯＡフロＡ 3.0 個

ＬＡＮモジュラジャック ＯＡフロア 3.0 個

入線カバー ＯＡフロア 1.0 個

プレート カバー　　　　　　　　　　金属製 5.0 個

　　〃 ハトメプレート 4.0 個

　　〃 大穴プレート 2.0 個

防雨入線カバー 3.0 個

分配器 ４分配 1.0 個

増幅器 ３３／４３ｄｂ共用型 1.0 個

平面アンテナ ２０素子　垂直偏波用 1.0 個

火災警報器 煙　親器 1.0 個

　　〃 煙　子器 6.0 個

　　〃 熱　子器 1.0 個

スピーカ 天井埋込型 4.0 個

　　〃 天井埋込型　Ａｔｔ付き 12.0 個

　　〃 天井埋込型　防滴型 2.0 個

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称 単　価 計 備　　考

(前項より)

スピーカ ホーン型スピーカ 3.0 個

非常呼び出し釦 1.0 個

表示灯 1.0 個

解除ボタン 1.0 個

非常呼び出し装置 １窓 1.0 個

チャイムユニット 1.0 個

リレーユニット 1.0 個

アンプ 1.0 個

アクセスポイント収納箱 1.0 個

端子盤 Ｔ－０ 1.0 個

　　〃 Ｔ－１ 1.0 個

複合盤 1.0 個

防火区画貫通処理 1.0 ヵ所

接地材 棒　φ１４　Ｌ１５００ 1.0 本

接地埋設表示板 黄銅製 1.0 枚

小　小　計

NO.78 電気設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

Ⅳ 機械設備工事

（科目別内訳）

1 空気調和設備 1.0 式

2 換気設備 1.0 式

3 衛生器具設備 1.0 式

4 給水設備 1.0 式

5 排水設備 1.0 式

6 給湯設備 1.0 式

7 ガス設備 1.0 式

8 衛生特殊設備 1.0 式

M 直接工事費計

単　価 計 備　　考

N0.79 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

Ⅳ 機械設備工事

（中科目別内訳）

1 空気調和設備  (1) 機器設備 1.0 式

 (2) ダクト設備 1.0 式

 (3) 配管設備 1.0 式

1.　の　計

2 換気設備  (1) 機器設備 1.0 式

 (2) ダクト設備 1.0 式

 (3) 油通気配管設備 1.0 式

2.　の　計

3 衛生器具設備 1.0 式

3.　の　計

4 給水設備  (1) 屋内給水設備 1.0 式

 (2) 屋外給水設備 1.0 式

4.　の　計

5 排水設備  (1) 屋内排水設備 1.0 式

 (2) 屋外排水設備 1.0 式

5.　の　計

6 給湯設備 1.0 式

6.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.80 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

7 ガス設備 1.0 式

7.　の　計

8 衛生特殊設備 スーパー次亜水 1.0 式

8.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.81 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

1 空気調和設備

(1) 機器設備

パッケージエアコン
ACP-1　CK-4　C=10.0kW　H=11.2kW
付属品一式

1.0 台

パッケージエアコン
ACP-2　CK-4　C=7.1kW　H=8.0kW
付属品一式

2.0 台

パッケージエアコン
ACP-3　CK-4　C=4.5kW　H=5.0kW
付属品一式

1.0 台

パッケージエアコン
ACP-4　CK-4　C=4.0kW　H=4.5kW
付属品一式

1.0 台

パッケージエアコン
ACP-5　CIS　C=5.6kW　H=6.3kW
付属品一式

2.0 台

ルームエアコン
ACR-1　WR　C=2.2kW　H=2.5kW
付属品一式

1.0 台

屋外機基礎 1.0 式

あと施工アンカー 1.0 式

試運転調整費 1.0 式

(1)　の　小計

(2) ダクト設備

スパイラルダクト 低圧　φ200 16.0 ｍ

フレキシブルダクト φ200　保温付 6.0 本

吹出口ボックス 亜鉛鉄板　板厚0.5mm 4.0 ㎡

多層コーン吹出口 E2　＃20　SED付 1.0 個

保温 消音内貼共 1.0 式

(2)　の　小計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(3) 配管設備

冷媒用被覆銅管 φ6.4　保温厚8mm 60.0 ｍ

冷媒用被覆銅管 φ9.5　保温厚8mm 58.0 ｍ

冷媒用被覆銅管 φ9.5　保温厚20mm 5.0 ｍ

冷媒用被覆銅管 φ12.7　保温厚20mm 55.0 ｍ

冷媒用被覆銅管 φ15.9　保温厚20mm 58.0 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VP 25　接着接合　屋内一般 17.0 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VP 40　接着接合　屋内一般 50.0 ｍ

床上掃除口 COA50 1.0 個

冷媒管外装 1.0 式

保温 1.0 式

屋内外連絡配線 1.0 式

リモコン配線 1.0 式

スリーブ 1.0 式

(3)　の　小計

1.　の　計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

2 換気設備 （細目別内訳）

(1) 機器設備

全熱交換ユニット HEU-1　260m3/h×84Pa　24H換気
付属品一式

1.0 台

全熱交換ユニット HEU-2　240m3/h×64Pa　24H換気
付属品一式

3.0 台

全熱交換ユニット HEU-3　50m3/h×8Pa　24H換気
付属品一式

1.0 台

天井埋込換気扇 FEV-2　380m3/h×119Pa　付属品一式 2.0 台

天井埋込換気扇 FEV-3　180m3/h×21Pa　付属品一式 1.0 台

天井埋込換気扇 FEV-4　140m3/h×66Pa　付属品一式 2.0 台

天井埋込換気扇 FEV-5　60m3/h×16Pa　付属品一式 3.0 台

天井埋込換気扇 FEV-7　180m3/h×73Pa　付属品一式 1.0 台

ベンドキャップ FEV-1用　φ150 2.0 個

ベンドキャップ FEV-6用　φ100 2.0 個

有圧換気扇 FEV-8　6,000m3/h×47Pa　付属品一式 1.0 台

(1)　の　小計

単　価 計 備　　考

N0.84 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(2) ダクト設備

スパイラルダクト （低圧）φ100 52.0 ｍ

スパイラルダクト （低圧）φ150 80.0 ｍ

フレキシブルダクト φ100　保温なし 8.0 本

フレキシブルダクト φ150　保温なし 9.0 本

フレキシブルダクト φ100　保温付 1.0 本

フレキシブルダクト φ150　保温付 4.0 本

長方形ダクト 亜鉛鉄板　板厚0.6mm 2.0 ㎡

ボックス 亜鉛鉄板　板厚0.8mm 13.0 ㎡

スリット型吸込口 600×1,000H 1.0 個

点検口 600×600　保温付 1.0 個

保温 消音内貼共 1.0 式

(2)　の　小計

(3) 油通気配管設備

配管用炭素鋼鋼管（白） SGP 100A　ねじ接合　屋内一般 6.0 ｍ

ファンベント FV-1 1.0 台

防火ダンパー φ100 1.0 個

塗装 1.0 式

(3)　の　小計

2.　の　計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

3 衛生器具設備 （細目別内訳）

フラッシュタンク腰掛便器
CFS497BY　TCF5523AUS　YH701　同等
品　付属品一式

1.0 組

フラッシュタンク腰掛便器
CFS497BY　TCF586AUS　YH701　同等
品　付属品一式

1.0 組

小便器
UFH500　TG600PN　同等品　付属品一
式

2.0 組

洗面器 L250D T6PM1　同等品　付属品一式 1.0 組

洗面器
L250D TENA40A T6PM1　同等品　付属
品一式

1.0 組

洗面器
L210D TENA40A T6PM1　同等品　付属
品一式

1.0 組

洗面器 LSA125AA　同等品　付属品一式 1.0 組

洗面化粧台
LDA0756BERA　LMA750D　同等品　付
属品一式

1.0 組

汚物流し SKL330HNFP　同等品　付属品一式 1.0 組

化粧鏡 YM4560A　同等品 3.0 枚

化粧鏡 YM3580AC　同等品 1.0 枚

洗濯機パン PWSP80E2W　同等品　付属品一式 3.0 組

手すり T112CLS-VTOKU　同等品　付属品一式 1.0 組

手すり T112HK7　同等品　付属品一式 1.0 組

台下電気温水器
REW12A1B1HSCM　同等品　付属品一
式

1.0 台

ハンドドライヤー TYC320W　同等品 1.0 台

シングルレバー混合栓 TKSO5311J　同等品 1.0 個

横水栓(洗濯機用) TW11GR　同等品 3.0 個

横水栓(キー式) T28AKUH13　カップリング　同等品 3.0 個

(次項へ)
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(前項より)

散水栓 T28UNH13　（ボックスB-3共）　同等品 2.0 個

アングル止水栓 TL347CU　同等品 2.0 個

不凍水栓柱
D-XⅢ　20mm×13mm×1.2m　同等品
付属品一式

2.0 個

化粧プラグ 13-　T1286　同等品 1.0 個

3.　の　計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

4 給水設備 （細目別内訳）

(1) 屋内給水設備

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 20　拡管接合　屋内一般 5.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 40　拡管接合　屋内一般 31.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 20　拡管接合　機械室・便所 73.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 25　拡管接合　機械室・便所 13.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 30　拡管接合　機械室・便所 6.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 40　拡管接合　機械室・便所 3.0 ｍ

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VD 40A　管端防食　屋内一般 5.0 ｍ

青銅ﾎﾞｰﾙ弁 20A　10K 6.0 個

青銅仕切弁 40A　10K 2.0 個

青銅逆止弁 20A　10K 1.0 個

フレキシブルジョイント 20A×300L 5.0 個

凍結防止ヒータ 配管用　1ｍ 3.0 個

保温 1.0 式

スリーブ 1.0 式

(1)　の　小計

単　価 計 備　　考
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名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(2) 屋外給水設備

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 20　接着接合　地中埋設 84.0 ｍ

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 25　接着接合　地中埋設 11.0 ｍ

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 40　接着接合　地中埋設 12.0 ｍ

青銅仕切弁 20A　10K 1.0 個

青銅仕切弁 40A　10K 1.0 個

弁桝 VC-P 1.0 組

弁桝 VC-1 1.0 組

量水器取付 25mm　貸与品 1.0 個

伸縮止水栓 副栓付　25mm 1.0 個

量水器桝 MC-1 1.0 組

地中埋設標 鋲 16.0 個

埋設標識テープ 107 ｍ

既設配管接続 1.0 式

土工事 1.0 式

(2)　の　小計

4.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.89 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

5 排水設備 （細目別内訳）

(1) 屋内排水設備

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 20　接着接合　屋内一般 5.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（通気） VP 75　接着接合　屋内一般 14.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 40　接着接合　機械室・便所 20.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 50　接着接合　機械室・便所 38.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 75　接着接合　機械室・便所 15.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 100　接着接合　機械室・便所 23.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（通気） VP 40　接着接合　機械室・便所 17.0 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（通気） VP 50　接着接合　機械室・便所 8.0 ｍ

流し排水金物 T14AV-40 1.0 個

掃兼ドレン CODD-50 1.0 個

掃兼ドレン CODD-80 1.0 個

床上掃除口 COA50 1.0 個

床上掃除口 COA100 3.0 個

通気口金物 VC-BA-80 1.0 個

保温 1.0 式

スリーブ 1.0 式

(1)　の　小計

単　価 計 備　　考

N0.90 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(2) 屋外排水設備

硬質ポリ塩化ビニル管 VP 30　接着接合　地中埋設 6.0 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VU 75　接着接合　地中埋設 5.0 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VU 100　接着接合　地中埋設 112 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VU 125　接着接合　地中埋設 29.0 ｍ

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　Y　塩ビ蓋　
H=～800

3.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-8）　
H=～800

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-8）　
H=～1,200

3.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-8）　
H=～1,500

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　Y　鋳鉄防護蓋（T-8）　
H=～500

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～500

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～800

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　ST,L　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～1,200

2.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　Y　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～800

1.0 組

塩ビ製小口径インバート桝
100-200　Y　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～1,800

1.0 組

塩ビ製小口径ドロップ桝
100-200　DR　鋳鉄防護蓋（T-14）　
H=～1,800

1.0 組

ポリプロピレン製トラップ桝
75-350　T　レジコン蓋
H=～500

2.0 組

ポリプロピレン製トラップ桝
75-350　T　鋳鉄防護蓋
H=～500

1.0 組

トラップ桝
350×350　RC-1　SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　
H=～450

1.0 組

ポリプロピレン製ため桝
350型　鋳鉄防護蓋（T-8）
H=～500

5.0 組

(次項へ)

単　価 計 備　　考

N0.91 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

(前項より)

ポリプロピレン製ため桝
350型　鋳鉄防護蓋（T-8）
H=～800

1.0 組

はつり補修 水路接続 1.0 式

土工事 1.0 式

(2)　の　小計

5.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.92 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

6 給湯設備 （細目別内訳）

ガス給湯器
給湯専用屋外壁掛　16号　エコジョーズ
付属品一式

1.0 台

ガス給湯器
給湯専用屋外壁掛　24号　エコジョーズ
付属品一式

1.0 台

ガスふろ給湯器
追炊付屋外壁掛　24号　エコジョーズ
付属品一式

1.0 台

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 20　拡管接合　機械室・便所 32.0 ｍ

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 Ｓｕ 25　拡管接合　機械室・便所 2.0 ｍ

断熱材被覆銅管 φ12.7　保温厚10mm 14.0 ｍ

青銅ﾎﾞｰﾙ弁 20A　10K 1.0 個

フレキシブルジョイント 20A×300L 3.0 個

保温 1.0 式

6.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.93 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

7 ガス設備 （細目別内訳）

配管用炭素鋼鋼管（白） SGP 20A　ねじ接合　屋内一般 42.0 ｍ

配管用炭素鋼鋼管（白） SGP 25A　ねじ接合　屋内一般 7.0 ｍ

配管用炭素鋼鋼管（白） SGP 32A　ねじ接合　屋内一般 14.0 ｍ

プロパンガス集合装置 4本立て　施工72（ｂ） 1.0 組

ガスメーター取付 供給業者貸与品 1.0 個

ガス栓 単口　ヒューズコック 1.0 個

ガス用ボール弁 20A 3.0 個

ガス用ボール弁 32A 1.0 個

ガス用金属可とう管 15A×300mm 4.0 個

塗装 1.0 式

7.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.94 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課



名　　  　称 種　類・形　状 数 量 呼称

8 衛生特殊設備 （細目別内訳）

スーパー次亜水生成装置 HSP-SR１０００S　同等品 1.0 式

専用横水栓（吐水口回転形）
HSP-7015　ホースタイプ
救急消毒室

1.0 個

専用横水栓（自在形） HSP-7297　救急消毒室　汚物流し 1.0 個

専用立水栓（自在形） HSP-7299　食堂　流し台 2.0 個

専用自動水栓 HSP-V11-H　救急消毒室　手洗い 1.0 個

搬入設置費 部材込 1.0 個

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 20　接着接合　屋内一般 29.0 ｍ

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 13　接着接合　機械室・便所 1.0 ｍ

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 20　接着接合　機械室・便所 18.0 ｍ

樹脂製ボール弁 PVC製　20mm 1.0 個

保温 1.0 式

8.　の　計

単　価 計 備　　考

N0.95 機械設備工事 津山市　財政部　財産活用課
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印
建築工事特記仕様書１

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

A - 0 1

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

１，７２０.４８ ㎡

１ 階

駐輪場棟　軽量Ｓ造 ＬＰＧ棟　軽量Ｓ造庁舎棟　Ｓ造

４７２．７７㎡ ９．６５㎡ １．１７㎡

９．６５㎡ １．１７㎡４７２．７７㎡

４８３．５９㎡

１５項

４９８．３５㎡

２８．１１２８．９７

都市計画区域外

建築主体工事

外構工事

電気設備工事

機械設備工事

３０

２００ （長期）

（２重敷き）

２５

久米郡久米南町上弓削１０１４-１（東側敷地：１０２０、１０２１-５、１０２２-４、１０２２-５）

　　試験杭（　　）本　　位置は構造図による

（５）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

ついて、監督職員と協議すること。

（４）　関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

①３０分間換気

②５時間閉鎖

③測定

④分析

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

⑤その他

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

（１．５．９）

（１．４．２）

工　事　概　要Ⅰ．

階

階

階

階

小 計

合 計

床 面 積(㎡)

階

棟　　　造 棟　　　造

工　

事　

範　

囲

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一区分

別　

途　

工　

事

建ぺい率（指定率）

用途地域

容積率（指定率）％（　　　　　％） ％（　　　　　％）

（３）　特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

１．共通仕様

２．特記仕様

Ⅱ．建築工事仕様

番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す

・印と※印のついた場合は共に適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

適用する

（１．３．３）

章 項　　目 特　　記　　事　　項

電気保安技術者

施工条件

（１．３．５）

材料の品質等

化学物質の濃度測定

４　

地
業
工
事

完成図（ＣＡＤデータの提出（※　要　・　不要　））

（１．７．１～３）

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

建築基準法に基づき定められた区分等

※図示　・（　　　　）

（１．７．２）

保全に関する資料（提出部数　※　１部　・　　部　）

完成時の提出図書

施工図及び施工計画書

設備工事との取り合い

設計ＧＬ

耐荷重及び耐外力

（３．２．３）

２　

仮
設
工
事

３　

土
工
事

埋戻し及び盛土

・建設汚泥から再生した処理土

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※　有償　・　無償　）

（２．３．１）

監督職員事務所

工事用水

工事用電力

※設けない　・設ける　　　㎡　

防火地域 ・防火地域　・準防火地域　・指定なし

鉄骨柱下無収縮モルタル

無収縮グラウト材

オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

床型枠用鋼製デッキプレート

グレーチング

トップライト

エポキシ樹脂

煙突用成形ライニング材

床点検口

天井点検口

特別な材料の工法

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事（１．５．２）

技能士 工事種目

コンクリート圧送施工

とび

鉄筋施工

型枠施工

技能検定職種

・コンクリート圧送工事作業

技能検定作業

・とび作業

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業

（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されているもの

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われているもの

（３）安定的な供給が可能であるもの

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があるもの

（６）販売、保守等の営業体制が整えられているもの（なお、システムとして機能するもの

にあっては、システムの構築能力があり、現場で施工体制が整えられているもの）

乾式保護材

屋上緑化システム

測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告するものとする。

し、３０分間換気する。

等の収納部分の扉は開放したままとする。

イ　②の状態のままで測定する。

測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

備品等は、監督職員の指示を受けて設置するものとする。

試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六価クロム溶出試験を行うものとする。

Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出

 ＳＣ杭の板厚　　　※構造図による

 ＰＨＣ杭の種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ＰＲＣ杭の種別　　・Ⅰ種　・Ⅱ種　・Ⅲ種　・Ⅳ種

 　なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする。

 杭先端部の形状　　※開放形　・半開放形　・閉そく形

 ネガティブフリクション対策

 　　　　　　　　　※不要　・要（構造図による）

 杭の継手　　　　　・溶接継手

 　　　　　　　　　・機械式無溶接継手（建築基準法に基づき評定等を受けたもの）

 　　　　　　　　　　機械式無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う。

 　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準によるものとする。

 杭頭の中詰材料　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）　・　

 支持地盤　　　　　※構造図による

 施工方法

 　※特定埋込杭工法　　・セメントミルク工法

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　　、β＝　　　、γ＝　　　

 　　　を採用できる工法

 　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない

 　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法

 　　　　　　　　　　　　　・中堀り拡大根固め工法

 　　　　　　　　　　　　　・　

 　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００㎜以下　・構造図による

 共通仕様

（以下「標準詳細図」という）

 適用基準等

監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けるものとする。

 足場その他

（２．２．４）

 足場を設ける場合は、標準仕様書２．２．４（ｂ）による。

パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

 ＳＣ杭の鋼管　　　・ＳＫＫ４００　・ＳＫＫ４９０　・　

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

て承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない

を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出し

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項

するものとする

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有

提出書類の詳細については、別途、完成図書作成要領による。

山留めの撤去 　存置範囲（・図示　・　　　　　　）

建設発生土の処理
（３．２．５）

※構外指示の場所に処分　・構内指示の場所に敷き均し　・構内指示の場所に堆積

（３．３．３）

 杭の精度

 種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　 鋼杭地業

１　

一
般
共
通
事
項

 寸法、継手、性能等

 試験杭

 本杭

 上杭

 中杭

 下杭

 上杭

 中杭

 下杭

符号
杭径

（㎜）

杭長（ｍ）

及び種類の記号

板厚

(mm)
継手数

長期設計支持力

（ｋＮ／本）

積雪量　建築基準法施行令第８６条第３項の規定に基づく岡山県建築基準法施行細則による数値

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受けるものとする。

（２）　受注者は完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）

を用意するものとする。

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

 杭頭の処理 ・切断しない　　・切断する

処理方法（切断にともなう補強方法含む） ※構造図による

セット

数

（建築工事編）平成２８年版[平成２８年６月３０日制定改定]」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし、

アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成２８

年版[平成２８年６月３０日制定]」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

※建築工事標準詳細図（平成28年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※営繕工事写真撮影要領（平成27年版）　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

ルーフドレン

既成調合モルタル

鋼製建具

ステンレス製建具

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

吸水調整材

アルミニウム製建具

鋼製軽量建具

ポリマーセメントモルタル

既成調合目地材

鋳鉄製ふた

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

防水工事

ＣＢ・ＡＬＣパネル

防水施工

ＡＬＣパネル施工

とび

ブロック建築

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

・ＦＲＰ防水工事作業

・ＡＬＣパネル工事作業

・セメント系防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・とび作業

・コンクリートブロック工事作業

防水工事作業

植栽工事

舗装工事

排水工事

内装工事

塗装工事

造園

路面表示施工

配管

表装

内装仕上施工

塗装

ガラス施工

・造園工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・溶解ペイントマーカー工事作業

・建築配管作業

・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業

屋根及びとい工事

木工事

タイル工事

石工事

建築板金

建築大工

タイル張り

石材施工

・内外装板金作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・石張り作業

建具工事

左官工事

金属工事

自動ドア施工

ガラス施工

サッシ施工

左官

建築板金

内装仕上施工

・自動ドア施工作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・左官作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 ・金属製カーテンウォール工事作業

ガラス用フィルム施工 ・建築フィルム作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

 　・　

試験杭

本　杭

符号 杭径 継手数 コンクリート強度

（㎜） （Ｎ／m㎡） （ｋＮ／本）

長期設計支持力

 上杭

 中杭

 下杭

 上杭

 中杭

 下杭

杭長（ｍ）

及び種別

厚さ

 地盤の平板載荷試験　　※行わない

 　　　　　　　　　　　・行う（　　）箇所

 　　　　　　　　　　　　位置、深さ、対象地盤及び最大載荷加重は構造図による。

 　　　　　　　　　　　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による。

　・杭基礎

　　支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

　　※構造図による

　・直接基礎

　　支持地盤の位置及び種類（ラップルコンクリートの底面位置含む）

　　※構造図による

地業

 材料

 　※遠心力高強度コンクリート杭(ＰＨＣ杭)

 　・外殻鋼管付きコンクリート杭(ＳＣ杭)

 　・プレストレス鉄筋コンクリート杭(ＰＲＣ杭)

既製コンクリート杭

（４．２．２）

（４．３．４～５）

（４．５．４～５）

 寸法、継手、性能等

（４．２．２）

（４．３．１～７）

セット

　数

 　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・構造図による

 （４．２．２）

 （４．３．７）

 （４．４．１～６）

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・再生資源化を図るもの

・引き渡しを要するもの（　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　）

（１．３．７）

（１．４．１）

工事安全計画書

発生材の処理等

環境への配慮

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出する。

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

１）から４）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す

る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

ホルムアルデヒド放散量　第三種

（１．３．１１）

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

 ・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・資機材置場　　　　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・建設発生土仮置場　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・施工時間帯　　　　　※指定なし　・指定あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・部位別の施工順序　　※指定なし　・指定あり（・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

 ・施工ができない日等　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予

定）」に基づき監督職員と協議するものとする）

w津 山 市 建 築 工 事 特 記 仕 様 書
 先端部の補強　　　　・標準仕様書図4.4.1、表4.4.2による　　

 先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

・ＳＳ４００と同等又はそれ以上　　

 施工方法

   ・特定埋込み杭工法

   ・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

   ・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　　、γ＝

     を採用できる工法

   工法  ・中掘り拡大根固め工法　　

 杭の精度

   水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下　　・　

   杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　　・評定条件または認定条件による　　・　

 ※異形鉄筋

備考

 ・溶接金網

種類 溶接金網

　（５．２．２）

 ・鉄筋格子

 鉄筋の継手

　（５．３．４）  ・基礎梁主筋

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

 ・壁

 ・　

 ・　

 ※重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（　　　　　）・ガス圧接（　　　　　）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（　　　　　）・ガス圧接（　　　　　）・機械式継手（　　　　　）

部位 継手の方法と適用径

 ・基礎梁主筋

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

 ・壁

部位

 ・図示　・各部配筋参考図1.3による

 ・図示　・各部配筋参考図2.1による

 ・図示　・各部配筋参考図3.1による

 ・図示　・各部配筋参考図3.4による

 ・図示　・各部配筋参考図4.2による

 鉄筋の継手位置

　（５．３．４）

 鉄筋の種類

　（５．２．１）

                        形状　  ・JIS A 5525による　　

                                   溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(a)(b)による　　・構造図による

                                   機械式無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う

                                   施工は評定等に記された施工管理基準による

５　

鉄
筋
工
事

 材料　　　　※再生クラッシャラン　　　・切込砂利及び切込砕石

 厚さ及び使用範囲　

厚さ

・　　

使　用　範　囲

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

（４．６．２）（４．６．３）

※６０

 材料

 厚さ及び使用範囲　

厚さ

・　　

使　用　範　囲

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

 施工範囲　　　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

 防湿工法　　　　　※ポリエチレンフィルム厚さ０．１５㎜以上　　

 　　　　　　　　　・　　

 砂利地業

 直接基礎

 支持地盤　　　　　　　　※構造図による

 　スランプ　　　　※１５㎝　・１８㎝

 　設計基準強度　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

※５０

捨コンクリート地業

 床下防湿層

                   処理方法（切断にともなう補強方法含む）　　・構造図による　　

 杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）

継手位置 部位

 ・図示　・　

 ・図示　・　

 ・図示　・　

継手位置

 重ね継手の長さ

 ・基礎梁主筋

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

部位

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・　

 ・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

　（５．３．４）

 ・耐力壁

重ね継手の長さ

 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ 鉄筋の定着の長さ

 耐久上不利な箇所

 の最小かぶり厚さ

　（５．３．４）

　（５．３．５）

標準仕様書 表5.3.6に加える寸法（㎜）

 杭頭の処理 ・切断しない

               ・切断する

 　・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.4のうち大きい値　・　

施工箇所

 ・　

 ※１０　・　

 ・　

 ・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面

 地盤改良  工法　　・浅層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）

 　　　　・深層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）

 防湿層の位置　　　※図示による　

 置換コンクリート地業

 (ラップルコンクリート

 地業)

 材料

 支持地盤の長期設計支持力　・　　ｋＮ／㎡

 支持地盤　　　　　　　　　※構造図による

 　コンクリートの種類　　　※普通コンクリート　　・　

 　設計基準強度　　　　　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

 　スランプ　　　　　　　　※１５㎝　　・１８㎝

 形状　　　　　　　　　　　※構造図による

 杭残土（杭汚泥）の

 型枠使用の有無　　　　　　※有り　　・無し

 溶出量基準及び測定方法は、Ｈ３環境庁告示第４６号による。

 カドミウム、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、セレンの６種類の溶出試験を行うこと。

 重金属等溶出試験

杭残土（杭汚泥）

の再資源化

１０の試験結果が基準値未満の場合は、杭残土（杭汚泥）を再資源化処理施設へ搬入するものとする。

Ｈ２８．１０

 先端部材形状　　　　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・（　　　　）

 杭の現場継手　　・溶接継手

                 ・機械式無溶接継手　（※建築基準法に基づき評定等を受けたもの）

（４．６．４）

呼び径（㎜）

 ・Ｄ１９　・Ｄ２２　・Ｄ２５　・　

 ・　　　　・　　　　・　

 ・　　　　・　　　　・　

 ・Ｄ１６以下　

規格の名称

（鉄筋コンクリ

　ート用棒鋼）

 ※ＳＤ２９５Ａ

種類の記号

 ※ＳＤ３４５

 ・　

 ・　

使用箇所

 ・図示　・　

 ・図示　・　

使用箇所 呼び径・寸法・形状(mm)

（４．６．５）

表１．７．１

表３．２．１

備考

備考

工 事 名 称

工 事 場 所

敷 地 面 積

１

２

４

５

６

３

７

１０

８

９

１

１

２

３

４

１

１２

１３

１４

１５

１６

３

２

３

２

２

３

４

１

４

５

６

７

５

６

７

８

９

１０

１１

構内既存の施設　　・利用できない　・利用できる（※　有償　・　無償　）

 支持地盤の設計支持力度　・　　　ｋＮ／㎡以上

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

分類・規格

カラー　・キャビネ版

※原版共カラー、電子データ化（ＣＤ－Ｒ等）

下記のものを監督職員に提出するものとする。完成写真

カラー　※Ｌ版 箇所

箇所

撮影箇所 部数

電子データ等の提出形式及び方法等は監督員の指示によるものとする

撮影者　　監督員の承諾する撮影業者

１１

２部

２部

・厚生労働省の標準的方法による

・測定を行う室は事務室、会議室、仮眠室（1～6）を一室、仮眠室7、倉庫、食堂・調理場、複合倉庫
　以上７室とする。
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【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

A - 0 2
建築工事特記仕様書２

 鋼材の材質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表７．２．１

『構造図による』

 　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する

(Ｎ／㎡)

水和熱
 ２８日目

   ７日目

    普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

    適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く

  ３５２Ｊ/ｇ以下

  ４０２Ｊ/ｇ以下

    ・使用しない

　　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

    ※Ａ

 位置、長さ及び

 各部配筋

 ・柱主筋

 ・基礎梁主筋

 ・基礎接合部の補強配筋

 ・柱の打増し補強

 ・小梁主筋

 ・大梁主筋

 ・梁の打増し補強

 ・片持梁主筋

 ・壁 

 ・壁の交差部及び端部

 ・壁の開口部補強 

 ・壁の打増し補強

 ・パラペット

 ・スラブ筋

 ・片持ちスラブ

部位

 鉄筋の定着方法、位置、長さ及び余長

 ・スラブの打継ぎ補強

 ・段差のあるスラブの補強

 ・片持スラブ形階段

 ・二辺固定スラブ形階段

 ・コンクリートブロック帳壁との取合い

 ・スラブ開口部

 ・スラブ出隅部及び入隅部の補強 6

 各部配筋

部位

 ・基礎接合部の補強配筋

 ・直接基礎

 ・図示　・各部配筋参考図1.2による

 ・図示　・各部配筋参考図1.3による

 ・図示　・各部配筋参考図2.1による

 ・図示　・各部配筋参考図2.3による

 ・図示　・各部配筋参考図3.4による

 ・図示　・各部配筋参考図3.5による

 ・図示　・各部配筋参考図4.2による

 ・図示　・各部配筋参考図4.3による

 ・図示　・各部配筋参考図4.4による

 ・図示　・各部配筋参考図4.5による

 ・図示　・各部配筋参考図4.6による

 ・図示　・各部配筋参考図5.2による

 ・図示　・各部配筋参考図5.3及び5.4による

 ・図示　・各部配筋参考図5.5による

 ・図示　・各部配筋参考図5.6による

 ・図示　・各部配筋参考図5.7による

 ・図示　・各部配筋参考図5.8による

 ・図示　・各部配筋参考図6.1による

 ・図示　・各部配筋参考図6.2による

 ・図示　・各部配筋参考図7.1による

 ・図示　・各部配筋参考図7.3による

 ※図示　・各部配筋参考図1.1による

 ※図示　・各部配筋参考図1.2による

 ・基礎梁のあばら筋

 ※図示

 ・帯筋の割付け

 ※図示　・各部配筋参考図1.4による

 ・図示　・各部配筋参考図3.1による

 ・図示　・各部配筋参考図3.3による

 ・帯筋組立の形

 ※図示 ・あばら筋の組立の形

 ・あばら筋の割付け

 ※図示　・各部配筋参考図2.2の図2.3による

 ・腹筋及び幅止め筋

 ※図示　・各部配筋参考図3.2による

 ※図示　・各部配筋参考図3.2による

 ・梁の打増し補強

 ・壁の基準配筋

 ※図示　・各部配筋参考図3.3による

 ※図示

 ・各部配筋参考図4.1

 　　・表4.2

 　　※Ｈ形　・(イ)　・(ロ)　・(ハ)　・(ニ) 

 　　・Ｗ－Ｉ形　・(イ)　・(ロ)　・(ハ)

 　　・ＳＰ形　・(イ)　・(ロ) 

 　　・丸形　・(イ)　・(ロ)

 　　※(イ)　・(ロ)　・(ハ)　・(ニ) 

 ・壁の交差部及び端部の配筋

 ・壁（耐震壁を除く）の開口部補強 

 ※図示　・各部配筋参考図4.3による

 ※図示　・各部配筋参考図4.4（・Ａ形　・Ｂ形）による

 ・耐震壁の開口部補強  ※図示

 ・壁の打増し補強

 ・パラペットの配筋

 ※図示　・各部配筋参考図4.5による

 ※図示　・各部配筋参考図4.6による

 ・スラブの基準配筋  ※図示

 ・各部配筋参考図5.1

 ・各部配筋参考図2.2

 ・各部配筋参考図3.2

 ・片持ちスラブの基準配筋  ※図示

 ・各部配筋参考図5.3

 ・片持ちスラブ先端に壁が付く場合の配筋  ※図示　・各部配筋参考図5.4による

 ※図示　・各部配筋参考図5.5による ・スラブ開口部補強

 ※図示　・各部配筋参考図5.6による

 ・スラブの打継ぎ補強配筋

 ・スラブ出隅部及び入隅部の補強配筋

 ※図示　・各部配筋参考図5.7による

 ・段差のあるスラブの補強配筋

 ・片持スラブ形階段の基準配筋

 ※図示　・各部配筋参考図5.8による

 ※図示

 ※図示 ・二辺固定スラブ形階段の基準配筋

 ・各部配筋参考図6.1

 　　  ・Ｗ１２　・Ｗ１５Ａ　・Ｗ１５Ｂ　・Ｗ１８Ａ

 　　  ・Ｗ１８Ｂ　・Ｗ２０Ａ　・Ｗ２０Ｂ

 　　  ・ＫＷ１　・ＫＷ２

 　　・Ｓ１　・Ｓ２　・Ｓ３　・Ｓ４　・Ｓ５　・Ｓ６

 　　・Ｓ７　・Ｓ８　・Ｓ９　・Ｓ１０　・Ｓ１１

 　　・Ｓ１２　・Ｓ１３　・Ｓ１４

 　　・ＣＳ１　・ＣＳ２　・ＣＳ３　・ＣＳ４

 　　・ＣＳ５　・ＣＳ６　・ＣＳ７

 　　・ＫＡ１　・ＫＡ２　・ＫＡ３　・ＫＡ４

 ・各部配筋参考図6.2

 　　・ＫＢ１　・ＫＢ２　・ＫＢ３　・ＫＢ４　・ＫＢ５

 　　・ＫＢ６　・ＫＢ７

 ・梁貫通孔の配筋

 ・梁貫通孔

 ・梁貫通孔の補強形式

 ※図示　・各部配筋参考図7.1による

 ・各部配筋参考図7.2

 　　・表4.1

 　　　・Ｈ１　・Ｈ２　・Ｈ３　・Ｈ４　・Ｈ５　

 　　・表7.1

 　　・表7.2

 　　　・Ｈ６　・Ｈ７　

 　　・表7.3

 　　　・Ｍ１　・Ｍ２　・Ｍ３　・Ｍ４　

 　　　・ＭＨ１　・ＭＨ２　・ＭＨ３　・ＭＨ４

 　　　・ＭＨ５　・ＭＨ６

 ※図示　・各部配筋参考図7.3による

 ※図示

配筋方法

 ・コンクリートブロック帳壁との取合い

 鉄筋の定着方法、

（５．３．４）（５．３．７）

 鉄筋の定着方法、位置、長さ及び余長

６　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

     形状、寸法

   ・建方用アンカーボルト

     材質

     形状、寸法

       ・標準仕様書　表７.２.３による　　　・　　

     アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

       ・SS400　　　　・　

 骨材の種類   アルカリシリカ反応による区分

 （６．３．１）（６．５．４）     ・Ｂ　（※コンクリート中のアルカリ総量 Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ　以下）
3

 混和材料   ※混和剤（ＪＩＳ　Ａ６２０４に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

            化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。また、防錆材を併用する

            場合はＪＩＳ　Ａ６２０５による防錆材とする。）

  ・混和材（ＪＩＳ　Ａ６２０１に適合するフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種、若しくはⅣ種、

            ＪＩＳ　Ａ６２０６による高炉スラグ微粉末、ＪＩＳ　Ａ６２０７によるシリカ

            フューム又はＪＩＳ　Ａ６２０２による膨張剤とする。）

（６．３．１）

 無筋コンクリート

・高炉セメントＢ種

  設計基準強度Ｆc（Ｎ／ｍ㎡）

  セメントの種類　　　　　　　　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

  スランプ　　 　  　　　　　　　※１５又は１８　　

※１８

  適用箇所　　　・標準仕様書６．14．１(e)による　　

 打増し厚さ   打増し厚さ

　　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　　・外装タイル後張り面の打増し処理

　　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

 （６．８．２）

 型枠   せき板の材料

  スリーブ材

  断熱材兼用型枠

    ・使用しない

  メッシュ型枠

    ・使用する 使用部位　※図示による

※合板(※12mm　　・　　　　)

    ・使用する　※25㎜以下かつ熱抵抗値１ｍｈ℃／ｋCal以上

 （６．８．２～４）

 アスファルト防水

（９．２．２～５）

９　

防
水
工
事

 アスファルトの種類　３種

 防水層の下地のモルタル塗り　　・適用する（施工範囲　・図示　　・　　　　　　　　　　　　　　）

屋根保護防水 表９．２．３～６

 ・Ａ－１

 ・Ａ－２

 ・Ａ－３

 ・Ｂ－１

 ・Ｂ－２

 ・Ｂ－３

　　　70ｇ／㎡程度

 ・ＡＩ－１

 ・ＡＩ－２

 ・ＡＩ－３

 ・ＢＩ－１

 ・ＢＩ－３

 ・ＢＩ－２

種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

 ※ポリスチレンフィルム

 ・　

   厚さ　0.15ｍｍ以上

 ・　

 ※乾式保護材

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

 断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用すること

 屋根保護防水断熱工法の断熱材（オゾン層破壊物質を含まないもの。また、長期的に断熱性能を保持

 しつつ、可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されていること）　

   材質　　※押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付（ＪＩＳ　Ａ９５１１）

   厚さ　　※２５㎜　・　

 防水立上がり部の保護

   ※乾式保護材

       無石綿繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ養生したもの（窯業系

       パネル）とし、寸法は図示による

     品質・性能等

       曲げ強さ、曲げモーメント（Ｎ・㎝）（スパン５０㎝における単位幅１㎝あたりの曲げモーメ

       ント）標準時４５０以上、凍結融解完了時（試験サイクル数）３２０以上（２００）耐凍結融

       解性能（試験サイクル数：上記）試験後、著しい割れや剥離がなく外観上異常がないこと

       耐火性能　　不燃

       耐衝撃性　　高さ１．０ｍから試験体の弱点部に５００ｇのおもりを落としたとき、裏面に達

　　・10mm　　・20mm　　

※20mm

※20mm

　　　※10mm　　・20mm　　

※標準仕様書６．８．３(ｉ)(２)(ⅰ)から(ⅳ)による　　・構造図による

・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　※構造図による　　・　　　　　）

※メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

 型枠の在置期間及び   ※６．８．５による

 取外し  （６．８．５）

　　　 ※構造図による　　　　

       ※構造図による　　　

       ・ 

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(2)(iii)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

1)測定した単位水量が、配合計画書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲に

2)測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、その運搬車の生コン

ある場合はそのまま打設する。

は打設してよいが、水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善を指示する。その後、設

計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)測定した単位水量が設計値±20kg/m を超える場合は、その運搬車は打込まずに持ち帰らせ

るとともに、水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善を指示する。その後、単位水量

が設計値±20kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い、更に設計値±15kg/m 以内に安定

するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

(4)単位水量管理についての記録を書面(配合計画書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

３

３

３

３

３

３ ３

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

  ・高炉セメントＢ種

コンクリートの種類

及び強度

表６．２．１ ※普通コンクリート

設計基準強度 気乾単位 スランプ
適　用　場　所

容積質量(t/ｍ )Ｆc(N/mm ) 32 （㎝）

  ・１８

  ・２１

  ※２４

  ・　

 ※１５

 ・１８

 ※１８

 ※１５

 ・１８

  ・基礎　　・基礎梁　　・土間スラブ

  ・土間コンクリート　　

  ・建物躯体（上記除く）

  ２．３程度

  ２．３程度

 レディーミクスト

 コンクリート

 （６．２．１）（６．４．１～２）

 セメントの種類

セメントの種類 使　用　部　位

  ※普通ポルトランドセメント又は

 （６．３．１）

表６．３．１

    混合セメントのＡ種

  ※Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

  ・Ⅱ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８に適合したコンクリート）

（６．２．１～4）

  ・フライアッシュセメントＢ種

 （６．１４．１～３）

 （６．３．１）

 ひび割れ誘発目地

 打継目地   間隔　　※図示による　

  位置　　※図示による　

  ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

  目地寸法　　※標準仕様書９．７．３による　

表６．２．４ コンクリートの仕上り

 （６．２．５）（６．６．６）

 （６．８．３）

  合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種類 適　用　箇　所

    ・Ａ種

    ・Ｂ種

    ・Ｃ種

・フライアッシュセメントＢ種

 （９．７．３）（１１．１．３）

 （６．６．３）（６．８．２）

 アンカーボルト

（７．２．４）

（表７．２．３）

 適用

   ・構造用アンカーボルト

     セットの種類（JIS　B1220）

 ボルトの区分

 　・ＪＩＳ形高力ボルト　　　　２種（Ｆ１０Ｔ）

 　※トルシア形高力ボルト　　　２種（Ｓ１０Ｔ）建築基準法に基づき認定を受けたもの　

 高力ボルトの径　　※図示による

 ＪＩＳ形高力ボルトの締付けがナット回転法による回転量（ボルトの長さが呼び径の５倍を超える場合）

　 ※図示　・　　°

 高力ボルト

 すべり係数試験　　※行わない　・行う（試験方法等　　※構造図による）

（７．４．２）

（７．２．２）（７．３．２）

 セットの種類　※１種（Ｆ８Ｔ相当）建築基準法に基づき認定を受けたもの

 摩擦面の処理　　※ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

 　　　　　　　　　　すべり耐力等の確認方法　　※すべり試験　・図示による　　

 　　　　　　　　・ブラスト以外の特殊な処理（りん酸塩処理）

 溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

 溶融亜鉛めっき

 高力ボルト

（７．１２．４）

（７．３．８）

 　・大臣認定を受けた内容による（７．２．２）（７．３．２）

 普通ボルト

（７．２．３）（７．３．２）

 ボルト及びナットの材料等

 　・標準仕様書　表７．２．３（ＪＩＳ付属書品）による

 　・標準仕様書　表７．２．３（ＪＩＳ付属書品）又はＪＩＳ本体規格品（ＩＳＯ規格）による

 　　（ＪＩＳ本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじボルト、強毒分を

 　　　4.6又は4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナット-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの

    　 軸径の最大寸法は、ボルト径の値以下とする。）

 座金　　※標準仕様書　表７．２．３（d）による

（７．１０．３）

（７．３．２）        ・ABR400　・ABR490

Ｈ２８．１０

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

（７．２．４）

（７．１０．３）

表７．１０．２

表７．１０．１

 構造用アンカーフレームの形状及び寸法

 建方用アンカーフレームの保持及び埋込み工法

   種別　・A種　　・B種　　・C種

 柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

   ※標準仕様書 表７.１０.２（※Ａ種［モルタル厚さ５０］　・Ｂ種［モルタル厚さ３０］）による

   ※図示による　　　　　・　

 ターンバックル

（７．２．６）

 種類　　建築用ターンバックル胴　　　　※割枠式　・図示　　

 　　　　建築用ターンバックルボルト　　※羽子板ボルト　・図示　　

 ねじの呼び　　※図示による　

 デッキプレート

（７．２．７）（７．７．８）

 工法の種別

   ・ 

   ・合成スラブ（適用箇所　※構造図による　）

   ・床型枠用　（適用箇所　※構造図による　）

 材質、形状及び寸法   　※構造図による

 鉄骨部材への溶接方法   ※構造図による

 耐火認定   ・有り（耐火時間　※構造図による　）　　・無し

 スタッドボルト

・２２

・１９

長さ（呼び長さ）㎜ 使用箇所径（呼び名）

・１６  ・８０　・１００　・１２０

 ・８０　・１００　・１３０　・１５０

 ・８０　・１００　・１３０　・１５０

 ※頭付きスタッド（ＪＩＳ　Ｂ１１９８）

 モルタルの種別

 無収縮モルタルの材料及び調合

 無収縮モルタルの品質及び試験方法

 　※表７．２．６による

 柱底均しモルタル

（７．２．９）（７．１０．３）  　※無収縮モルタル　・　

 　※７．２．９（ｂ）（１）～（４）による

 工作図

（７．３．２）

 高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

 　・図示による

 　※構造関係共通事項（鉄骨基準図　２）による

 製作精度

（７．３．３）    通しダイヤフラムの許容誤差

 ・ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

   補強方法

   ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

 ・標準仕様書７.３.３及びH12建告第1464号第二号イによる

   ・全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

 ※行わない

 ・行う（仮組を行う範囲　※図示による）

 仮組

（７．３．１０）

 高力ボルト接合

 フィラープレートの材質　　※ＳＳ４００とする

スプライスプレートの材質　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

（７．６．４）（７．６．７）

 溶接接合

　　　　　　　　　　　　　 ・構造図による

　　　　　　　　　　　　　 ・構造図による

 エンドタブの切除する部分　※全て　　・（　　　　　　　　　　　）

エンドタブ・裏あて金　　　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

 開先の形状　　　　　　　　※構造関係共通事項（５）３．溶接継手の種類別開先標準による

 スカラップの形状　　　　　※構造関係共通事項（６）５．鉄骨溶接施工（３）による

 完全溶込み溶接部の余盛り高さ　※（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」

 　　　　　　　　　　　　　　　　　付則６〔鉄骨精度検査基準〕付表３〔溶接〕による

 入熱、パス間温度

 の溶接条件  適用箇所　※ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

 　　　　　・図示による

 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　※構造関係共通事項（鉄骨基準図　９）による　・図示による

（耐火時間）

性能
材料・工法種別

 種別及び性能

 ・半乾式吹付けロックウール

 ・乾式吹付けロックウール ・耐火材吹付け

適用箇所（部位・部分）
（７．９．２～７）

 耐火被覆

 ・湿式ロックウール

 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

 ・ラス張りモルタル塗り

 ・耐火板張り

 ・　

 ・高耐熱ロックウール

 ・繊維混入けい酸カルシウム板

 ・　

 ・　

 ・耐火材巻付け

－

 ・３時間耐火

 ・２時間耐火

 ・１時間耐火

 ・30分耐火

適用箇所（部位・部分）性能

 ボルトの接合方法　　※普通ボルト接合　・　

（７．１１．２）

 軽量形鋼構造

 適用箇所　　　　・構造図による　　※構造関係共通事項による

 補強方法　　　　・補強プレート　　・補強トラス工法 梁貫通孔の補強

（７．１０．２）

 ※（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」付則６〔鉄骨精度検査基準〕付表５〔工事現場〕による 建方精度

（７．１２．１～６）

（主要構造部及び構造耐力上主要

　な部分に限る）

 溶融亜鉛めっき工法 種別等

亜鉛めっきの種別

 ・Ａ種（ＨＤＺ５５）

 ・Ｂ種（ＨＤＺ４５）

 ・Ｃ種（ＨＤＺ３５）

材　料 適用箇所

※図示による最小板厚 6.0mm以上の形鋼、鋼板

最小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

工法種別 ＡＬＣパネル

（８．２．２）（８．２．５）

コンクリートブロック

 厚さ　※図示による　・　　㎜

（８．３．２）（８．３．３）  間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

 衛生配管用裏積みブロック

 各部の配筋　※図示による

 ※空洞ブロック１６　・空洞ブロックＷ－１６

 ・空洞ブロック０８　・空洞ブロック１６

適用箇所 断面形状及び圧縮強さによる区分

表８．３．１ ８　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

 ・Ｆ種

 外壁パネルの工法

 　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出するものとする。

 外壁用

 間仕切用

 屋根用

 床用

種類

・100

・100

・150

※100 ・   

※100 ・   

厚さ

(㎜) (㎜)

 ・30分

 ・120分

長さ 単位荷重 　表面加工

・平　・意匠

・平　・意匠

・平

耐火性能

 ・60分 

 ・60分　・無

 ・60分　・無

 ・Ａ種・Ｂ種

 ・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種

表８．４．２～５

（８．４．２～５）

 外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅（㎜）

 　※２０　・　

 　パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　　

 伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する　・適用しない

 押出成形セメント板

 （ＥＣＰ）  ・外壁

表面形状 取付工法の種別

 ※フラットパネル

 ・デザインパネル（図示）

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・間仕切壁  ※フラットパネル

 ・デザインパネル（図示）

 ・Ｂ種　・Ｃ種

厚さ(㎜)

 ・50　・60

 ・50　・60

 ・50　・60

 ・50　・60

耐火性能 幅(㎜)

 ・600

 ・600

 ・タイルベースパネル

 ・タイルベースパネル

 ・60

 ・60

（８．５．２～５）

表８．５．２～５ 

 外壁パネルの工法

 　パネル相互の目地幅(mm)　※長辺８、短辺１５

 　出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　※１５　・　

 　やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下地の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強度を

 確認のうえ、施工計画書を提出する

※J IS A9521による押出法

スチレンフォーム保温材の保

 ※フラットヤーンクロスﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ断熱材３種 ｂ Ａ

A 9511によるＡ種押出法ポリ

（ｽｷﾝ層付き ）又はJ IS

温板３種ｂ （ ｽｷﾝあり ）

※厚さ ・ 25mm ・ 50mm ・ 　

       寸法の許容差　厚さ：－５～＋１０％、幅：±１％

       吸水性　　　（２０％以下）　吸水による長さ変化率（０．０７％以下）

       する穴があかないこと

       出荷時の含水率　　１０％以下

種類の記号 適用箇所

 ※ＪＩＳ規格による　

 ※ＪＩＳ規格による　

 ※ＪＩＳ規格による　

規格等 鋼材
（７．２．１）

     性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・Ａ級　・　

     継手の工法　　・（　　　　　　　　　　　）

     鉄筋相互のあき　　※構造図による

     品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　※構造図による
 施工管理技術者  ※適用する　・適用しない

 　　同等以上の能力のある工場とするものとする。

 　　作工場の性能評価基準」に定める次のグレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は

 　　（　・Ｊグレード　・Ｒグレード　・Ｍグレード　・Ｈグレード　・Ｓグレード　）

７　

鉄
骨
工
事

（７．１．３）（７．１．４）
（７．６．２）（７．１２．２）

 　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

 　・抜き取り検査１　※抜き取り検査２

 　　※ＥＰ－Ｇの適用箇所は１８．３．２　表１８．３．２のＣ種　・　

 　　※行わない

 　　※標準仕様書　表１８．３．２のＡ種　・標準仕様書　表１８．３．２のＢ種　　(１８．３．２)

 錆止め塗装

 　　　　塗装の種別　　※図示による　・　

 　　　　適用箇所　　　※図示による　・　

 　　・行う

 　耐火被覆材の接着する面への塗装

 　亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

 塗料の種別

（７．８．１～４）

 外観試験　※行う（全圧接部） 圧接完了後の試験

（５．４．９）  抜取試験　※超音波探傷試験　・引張試験

 特殊な鉄筋継手

（５．５．２）（５．５．３）

 ・機械式継手

     使用箇所　　※構造図による

     性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・Ａ級　・　

     機械式継手の種類及び工法　　・（　　　　　　　　　　　）

 ・溶接継手

     使用箇所　　※構造図による

     カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　　※構造図による　　

     品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　※構造図による　　
 鉄骨製作工場の加工能力

 　※建築基準法第７７条の５６第１項に基づく国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

 　　（株）日本鉄骨評価センター及び全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製

 鉄骨製作工場

（７．１．３）

（７．１．１）

表７．６．２～４  完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　・行わない

 　工場溶接の場合

 　ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％

節 ・ ・ ・ ・

検査水準 ・ ・ ・ ・

※全て

※第６水準

（７．６．１１）

 溶接部の試験  浸透探傷試験又は磁粉探傷試験　　※行う（適用部位　※部分溶込み部）

 　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

 　割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

 　ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％

 　工事現場溶接の場合

 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

 　独立行政法人建築研究所監修
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３

 水量測定

 コンクリートの単位 　・行う　  ・行わない１２

１３  温度補正 　３／１４～１１／８　８°Ｃ以上　Ｓ＝３

　１１／９～３／１３　０°Ｃ以上　Ｓ＝６



綜 合 企 画
一 級 建 築 士事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

A - 0 3
建築工事特記仕様書３

166 500 0.8

不燃ペフ 4

建具枠、額縁等

仮眠室
床下地

桧 105*105

１等
仮眠室
柱、框等 桧

120*120
105*120
120*45

建具枠、額縁 桧 図示

（１０．２．２）

 その他の材料

 石材の種類及び表面仕上げ

 乾式工法用金物の種類　　・スライド方式　・ロッキング方式

施工箇所 種類（産地、名称） 仕上げの種類 表面処理・裏打ち材の有無

表１０．２．１～２ 

表１０．２．４ 

 ・石裏面処理材　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・裏打ち処理材　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ドレンパイプの材質　（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・金物固定充填材料　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（１０．２．３）

 取付け金物

石
工
事

 ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

寸法

(mm)
見付け材面の品質 含水率

間伐材等

の適用
施工箇所 樹種

施工箇所
化粧薄板

の樹種

芯  材

の樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材

面の品質
含水率

間伐材等

の適用

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　  ・　　　

 ・　　　

     建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

        ・適用しない 

                    積雪荷重に対応した工法） 

　　    ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

 工法 

 材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　） 　　　

       塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　） 

 断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　時間） 

　　　　 ・無し 

 　　材質　　　　ＪＩＳ　Ｈ４０００による

 　　表面処理　　※Ａ－１種又はＢ－１種

 　　厚さ（㎜）　・２．０　形状は図示による

屋根露出防水 表９．２．７～８

 ・Ｄ－１

 ・Ｄ－２

 ・Ｄ－３

 ・Ｄ－４

 ・ＤＩ－１

 ・ＤＩ－２

種別
仕上げ塗料

種類 使用量

高日射反射率

防水の適用

 ※製造所の指定

　 による

 ※製造所の指定

　 による

 ・  

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

表９．２．９

 ・Ｅ－１

 保護層　　・設ける（図示）

 屋内防水

 ・Ｅ－２

種別 施工箇所 種別 施工箇所

９．３．２～３　表９．３．１～３防水層の種別

種別 施工箇所 断熱材 防湿層
高日射反射率

防水の適用

 ・ＡＳ－Ｔ１

 ・ＡＳ－Ｔ２

 ・ＡＳ－Ｊ１

 ・ＡＳ－Ｔ３

 ・ＡＳ－Ｔ４

 ・ＡＳＩ－Ｊ１

 ・ＡＳＩ－Ｔ１

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・設ける

（改質ｱｽﾌｧﾙﾄ製造

 所の仕様による）

 ・設けない

 改質アスファルトシートの押え金物は製造所の仕様による

 改質アスファルト

 シート防水

 （９．３．２～３）

（９．４．２～４）

合成高分子系ルー

フィングシート防水

（表９．４．１～２）

防水層の種類

種別 施工箇所

 ・ＳＩ－Ｍ２

 ・ＳＩ－Ｍ１

 ・ＳＩ－Ｆ２

 ・ＳＩ－Ｆ１

 ・Ｓ－Ｍ３

 ・Ｓ－Ｍ２

 ・Ｓ－Ｍ１

 ・Ｓ－Ｆ２

 ・Ｓ－Ｆ１

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

の厚さ（ｍｍ）

 ※１.２

 ・　

 ※２.０

 ・　

 ※１.５

 ・　

 ※１.５

 ・　

 ※１.２

 ・　 ・　

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

厚さ ※25㎜ ・　　

絶縁用シート

の材種

 ※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

 ・　

 ※A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

　 の密度及び熱伝導率の

   規格に適合するもの

 厚さ ※25㎜ ・　

※シルバー

・カラー

仕上塗料
高日射反射率

防水の適用

 ・カラー

 ※シルバー

 ・カラー

 ※シルバー

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ※シルバー

 ・カラー

　 除く規定に適合するもの

 ・　

 ※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
　 ｼｰﾄ

 ※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温

　 材2種1号で透湿係数を

 機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

 　建築基準法に基づき定まる風圧力に対した工法を施工計画書として提出する

 機械的防水下地かＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材の下地の場合の処理

　 目地処理　※図示

 　入隅部の増し張り（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）　※図示

防水層の種類塗膜防水

（９．５．３）

（表９．５．１～２）

種別 施工箇所 高日射反射率防水の適用 備考

 ・Ｘ－１

 ・Ｘ－２

 ・Ｙ－１

 ・Ｙ－２

 仕上げ塗料塗り・カラー

※シルバー

 Ｙ－２の保護層 ・設ける

 ※地下外壁防水　

 ※屋内防水

 ・ 

 ・ 

 防水種別　　※Ｃ－ＵＩ　 ・Ｃ－ＵＰ

 規格　　　　※ＪＡＳＳ８　Ｔ－３０１

 施工箇所

 記載のない事項は、主材料製造所の仕様による他、日本建築学会ＪＡＳＳ８防水工事最新版による

  D-1  D-2  D-3  D-4 

  DI-1  DI-2  AS-T3  AS-T4  

  AS-J2 ASI-T1  ASI-J1 

 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による

 ・ 

 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所
   の仕様による

 ・ 

　X-1  ・防水層の主材料の製造所の仕様による

 ・ 

 ・防水層の主材料の製造所

  の仕様による 

 ・ 

 脱気装置

 (9.2.3)(9.3.3)(9.5.3) 種類種別 設置数量

（１０．２．１）

 種類　　※天然石　・人工石

 品質　　※１等品（床以外）　※２等品（床）

 形状、寸法及び厚さ　　※図示

 石　材１０

（１１．１．３）

適用

・　 ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　

・　 ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　

・　 ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　

・　 ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　

 タイルの形状、寸法等

主な用途

による区分

形状寸法

（㎜）

再生材の 吸水率による区分 うわぐすり 役　物 色 耐凍害性
備考

Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類施ゆう 無ゆう ありなし標準特注ありなし

 伸縮調整目地及び

 ひび割れ誘発目地

 材料

 当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けること

タ
イ
ル
工
事

１１

 役物使用箇所　　※各部の形状は図示による

 タイルの試験張り　　※行わない　・行う（　　　　　　　）

 タイルの見本焼き　　※行わない　・行う（　　　　　　　）

 有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

内装

外装  出隅、天端出隅、窓台、マグサ

 （標準一体成型品以外は接着成型品とする）

（１１．３．３）

 施工箇所　　　　※施設外壁（ホールを含む）　　・図示による

 適用タイル　　　・小口タイル　・二丁掛タイル　・　

 躯体表面処理　　※２階以上を行う　・行わない

 　躯体表面処理工法の種類

 　※目荒し工法

 　　高圧水洗による目荒しは、５０Ｍｐａ以上の水圧で２．５分／㎡程度とし、仕上がり面の

 　　程度は監督職員の承諾を受ける

 　　施工箇所の躯体打増しは、図示による

 　・ＭＣＲ工法

 　　ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による

 　　施工箇所の躯体打増し厚さ及び範囲は、図示による

 下地モルタル塗り　　※モルタル　・ポリマーセメントモルタル　・行わない

 　ポリマーセメントモルタルの調合は、１５．２．３（ｄ）による

 工法　　※密着張り　・改良圧着張り　・改良積上張り　・モザイクタイル張り

 外部陶磁器質タイル

 内部陶磁器質タイル

 後張り

 後張り

 施工箇所　　　　　　※便所等　・図示による

 適用タイル　　　　　・内装陶器質タイル　・５０角モザイクタイル　・　

 下地モルタル塗り　　※モルタル　・ポリマーセメントモルタル　・行わない

 　ポリマーセメントモルタルの調合は、１５．２．３（ｄ）による

 工法　　　　　　　　※壁タイル接着剤張り　・改良積上げ張り　・　

表１１．３．２ 

表１１．３．２ 

（１１．３．３）

１２

木
工
事

 表面仕上げ

 （１２．１．４） 表面仕上げの種別 施工箇所施工箇所

  ・Ａ種

  ※Ｂ種

  ・Ｃ種

・「製材の日本農林規格」以外の製材

・

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率
間伐材等の

適用　　　

 ※Ａ種　　・　  ・ 

 ※Ａ種　　・　  ・ 

 ・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

 ・「製材の日本農林規格」による造作材針葉樹製材

 ・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

 ※Ａ種　　・　  ・ 

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率
間伐材等の

適用　　　

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率
間伐材等の

適用　　　

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 材面の品質 防虫処理 難燃処理 含水率
間伐材等の

適用　　　

 （　　　　　　）

 造作材の場合

 （※A種　・B種）

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

　※Ａ種

  ・Ｂ種

 ・代用樹脂を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

 製　　材

 （１２．２．１）

 造作用集成材

 （１２．２．１）

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 ・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

※１等　　・２等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

寸法

(mm)
見付け材面の品質

間伐材等

の適用

   ※１等　　・２等

   ※１等　　・２等

   ※１等　　・２等

施工箇所 樹種

施工箇所
化粧薄板

の樹種

芯  材

の樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)
見付け材面の品質

間伐材等

の適用

施工箇所
 化粧薄板

の樹種

芯  材

の樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

間伐材等

の適用

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

施工箇所
 化粧薄板

の樹種

芯  材

の樹種

寸法

(mm)

見付け材

面の品質

化粧薄板

の厚さ(mm)
含水率

間伐材等

の適用

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　  ・　　　

 造作用単板積層材

（１２．２．１）

施工箇所
厚さ

(mm)

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

表面の化粧加工 防虫処理
間伐材等

の適用

 ・適用する

 ・適用しない

 ・　　　  ・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）

  ・無し（等級：　　　　　　）

厚さ

(mm)
施工箇所 表面の品質 防虫処理

含水率

※14%以下

間伐材等

の適用

  ・有り

  ・無し（　　　　　　　　　　）
 ・適用しない

 ・適用する  ・　　　

 床張り用合板等

 （１２．２．１）

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 ・普通合板

施工箇所
厚さ

(mm)

表板の

樹種名

接  着

の程度
板面の品質 防虫処理 難燃処理 防炎処理

間伐材等

の適用

※5.5

・   

※1類

・2類

 広葉樹

 ※2等以上 ・1等

 針葉樹

 ※C-D以上

 ・  

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・構造用合板

施工箇所
厚さ

(mm)
等級

表板の

樹種名

接　着

の程度
板面の品質

有効断面

係数比
防虫処理 強度等級

間伐材等

の適用

※12

・　

 ※2級以上

 ・1級

 ※１類

 ・特類

 ※C-D以上

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する
 (        )

 ・適用しない

 ・パーティクルボード

施工箇所
厚さ

(mm)

※15

・  

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

接着剤 難燃性

による区分による区分

 ※13タイプ

 ・  

 ※P又はM

 ・ 

 ・構造用パネル

施工箇所
厚さ

(mm)
等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

 接　着　剤  接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

                適用部位 　　保存処理性能区分

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

                          処理の方法

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

 防腐・防蟻処理  ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材 　　

　　　　 適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部位

         適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

 ・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理 　　

屋
根
及
び
と
い
工
事

 長尺金属板葺

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

合金板製 

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 
塗膜の耐久性、めっき付着

量等の種類及び記号

厚さ

(mm)
屋根葺形式 備考

 ※JIS G 3322の

   屋根用ｺｲﾙ  

 ・   

 ・心木なし瓦棒葺

 ・立平葺 ・蟻掛葺

 ・横葺   ・　 

 下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

             ・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

            　(・一般ﾀｲﾌﾟ・複層材ﾀｲﾌﾟ・粘着層付ﾀｲﾌﾟ）

 折板葺 (13.2.2)(13.3.2、3)(表 13.2.1)

施工箇所

山高、山ﾋﾟｯﾁ

による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ

耐力によ

る区分

材料によ

る区分

厚さ

(mm)
軒先面戸板

耐火

性能
形式

 ・重ね形 

 ・はぜ締め形

 ・かん合形 

 (   )種  ・有り

 ・無し

 ・30分

 ・無し

 ・ 

１３

 粘土瓦葺

施工箇所

種類

 製法に  形状に  寸法に

よる区分 よる区分 よる区分

大きさ 産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

  ・適用する

  ・適用しない

  ・適用する

  ・適用しない

 瓦桟木　材質　※杉又はひのき　・ 　　　　

         寸法　※幅21×高さ15(mm)　・　　

 棟補強用心材　材質　※杉又はひのき　・ 　　　　　　　

               寸法　※幅40×高さ30(mm)　・ 

 工法 

      建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

　　  ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

                  積雪荷重に対応した工法） 

      ・適用しない 

 瓦桟木の留付け工法　　※図示　・ 

　※規制対象外　

 とい  といの材種　

 ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　  ・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　

 鋼管製といの防露巻き ・適用する（工法：※標準仕様書表13.5.5による　・　　　　　） 

　　　　　　　　　　  ・適用しない 

 ルーフドレン 

  ・ろく屋根用（・縦型　・横型）

  ・バルコニー用

  ・バルコニー中継用

種別 施工箇所

（１１．２．２）

 （１２．２．２～３）

 （１２．３．１～２）

 (13.2.2～3)

 (13.3.2～3)

 (13.4.2～3)

 (13.5.2～3)(表 13.5.5)

１４  あと施工アンカー

（１４．１．３）

 引抜き耐力の確認試験　　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　・行わない　

 設計用引張強度

金
属
工
事  アルミニウム及び

 アルミニウム合金の

 表面処理

（１４．２．２）

表１４．２．１ 

表１４．７．１ 

 （１４．７．２）（１４．７．３）

 アルミニウム製笠木  ※押出し形材

 　　　　　　　　　・３００形（呼称肉厚は１．８以上）

 　　　　　　　　　・３５０形（呼称肉厚は２．０以上）

 　　表面処理　　※Ａ－１種又はＢ－１種　・　

 　　隅角部及び突当り部等の役物　笠木製造所の仕様による

 ・曲げ材

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する

 シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(1)～(3)による　・ 

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

 １７章による

 ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリングは

 下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による

(9.7.2)(表 9.7.1)

シーリング

SI-M1　SI-M2 　による 所の仕様による

 ※ルーフィングシート類製造 ※ルーフィングシート類製造所の仕様にS-M1　SM-2　S-M3

 ケイ酸質系塗布防水

 （表９．６．１～２）

 （９．６．１～４）

 ・ＡＳ－Ｊ１２

※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫー ﾑ断熱材２種１

号若しくは２号で透湿係数を除く規格に適合す

るもの又はJIS A 9511によるＡ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫー ﾑ

保温材の保温板2種1号若しくは2号で透湿係数を

除く規格に適合するもの

厚さ※25m m　 　 ・ 　

   ※標準仕様書１２．３．１（３）（ⅱ）①～④による　

   ※標準仕様書１２．３．１（３）（ⅱ）①～④による　

   ※標準仕様書１２．３．１（３）（ⅱ）①～④による　

 棟の工法　　※標準仕様書13.4.3(d)(1)～(3)による　・ 

表１４．２．１

 金属成形板張り

（１４．６．２）（１４．６．３）

 種別

 製法

 寸法（㎜）

 表面処理

 伸縮継手

 形状

 ※アルミスパンドレル　　　・　

 ※押出し　　　　　　　　　・ロール

 板幅

 板厚

 ・Ｂ－１　　　　　　　　　・Ｂ－２

 ・設ける（図示による）　　※設けない

 ・図示による　　　　　　　・　

　 補強方法　※図示　・ 

　 補強箇所　・図示　・ 　

 ・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

 ・天井のふところが3.0mを超える場合 

　 補強方法　※図示　・ 

 ・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

   補強方法　※標準仕様書14.4.4(h)(1)～(2)による  ・図示

 ・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

   補強方法　※図示　・  

       野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　・ 

       周辺部の端からの間隔　・図示　・ 

       野縁の間隔　・図示　・  

 軽量鉄骨天井下地

 (14.4.2～4)(表14.4.1)

 野縁等の種類

　 屋外（※ 25 形　・ 19 形）　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

 ・屋外の軒天井、ピロティ天井等

   工法 

       建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

　　   ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対

                   応した工法） 

       ・適用しない 

（１４．２．３）

鉄鋼の亜鉛めっき

表１４．２．２ 

他の項目に特記されたものを除く

表面処理方法

 溶融亜鉛めっき

 電気亜鉛メッキ

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

施工箇所（手すり、タラップ以外）

 他の項目に特記されたものを除く

 ・Ａ－１種

 ・Ｃ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ａ－２種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

 ・Ｂ－２種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

 ・Ｃ－２種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

種　別 施工箇所

 ・Ｄ種

Ｈ２８．１０

 ・  

施工箇所 断熱材

適合するもの

※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫー ﾑ
断熱材２種１号若し くは２号で透
湿係数を除く規格に適合するもの
又はJIS A 9511によるＡ種硬質ｳﾚ
ﾀﾝﾌｫー ﾑ保温材の保温板2種1号若し

くは2号で透湿係数を除く規格に

厚さ ※25㎜ ・ 　 　

 位置　　※表１１．１．１による　　・図示による　

 ※１等　・

    (加工・天然木加工・塗装加工)

２

３

２

３

４

５

６

１

７

１

２

３

４

１

２

３

１

２

４

６

７

３

４

１

２

６

５

４

３

５

 ※２級　・

 ホルムアルデヒド放散量  ・規制対象外　・Ｆ☆☆☆☆

                   積雪荷重に対応した工法） 

       ・適用しない 

 雪止め　・設置する（図示）

       ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

 工法        建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

 断熱材　　      ・有り（種別：ポリエチレンフォーム　厚さ（mm）：４．０　防火性能：　　時間）

　　      ・無し

 　　部材の種類　　・２００形（呼称肉厚は１．５以上）



綜 合 企 画
一 級 建 築 士事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

A - 0 4
建築工事特記仕様書４

ケイカル板面

事務室、会議室

１

伸縮調整目地

（㎜）
防火性能

 ※6ｍ以下毎に

 　10～20

 ・図示による

 ※なし

 ・あり

 壁用金属枠及び補強材　　　・設ける　（形状　※図示による　・　　　　　　　　　　）

 力骨　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）径５．５㎜はしご形状複筋及び単筋　・　

 電動シャッター、自動扉、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ｋｗ以上の場合は

 飛散防止率　Ｄ１

性能値

 ・Ａ－３　・Ａ－４　・　

 ・８０℃　・７０℃　・６０℃

 ・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３　・Ｔ－４

 ・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３　・Ｈ－４

状態

 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

 有害な歪みが起こらないこと

変位後の状態

 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材

 に有害な歪みが起こらないこと

 シーリングは補修程度の損傷であること

表１８．２．１～７ 

工程

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 表１８．７．２

 表１８．７．１

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 表１８．４．３

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種　

 ※Ａ種　・Ｂ種

（表１８．３．１）（表１８．３．３） 

工　程

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

（表１８．３．２）（表１８．３．４） 

工　程

 合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　※１種　・　

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・ＡＬＣパネル面

 ・モルタル面

 ・モルタル面

 ・押出成型ｾﾒﾝﾄ板面

 ・コンクリート面

 ・コンクリート面

 ・マスチック塗材塗り

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 木部 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

 木部

 木部

 ・オイルステイン塗り（ＯＳ）

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・屋内のせっこうボード面

 ・屋内のプラスター面

 ・屋内のモルタル面

 ・屋内のコンクリート面

 　（ＥＰ－Ｔ）

 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・  

 ・  

 ・せっこうボード面

 ・プラスター面

 ・モルタル面 　（ＥＰ）

 　（ＥＰ－Ｇ）

 ・合成樹脂エマルションペイント塗り

 表１８．８．４ ・屋内の亜鉛めっき鋼面

 ・Ａ種　※Ｂ種 ・屋内の鉄鋼面

 表１８．８．２ ・屋内の木部

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・せっこうボード面

 ・プラスター面

 ・コンクリート面 ・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

１９

内
装
工
事

 接着剤

（１９．２．２）

 壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

 ※規制対象外　・第三種

ゴム床タイル

ビニル床タイル及び

ビニル床シート、 ビニル樹脂系材料の原材料

 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする

 ・ビニル床シート

 ※発泡層のないもの  ・プレーン

 ・特殊柄

 ・２．０  ・突付け

 ※熱溶接 ・マーブル

種類 記号 色柄 厚さ（㎜） 工法

（１９．２．２）（１９．２．３）

 　再生ビニル系材料の原材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されているもの（ＪＩＳ

 　Ａ５７０５（ビニル系床材）に規定されるビニル系床材の種類で記号ＰＦに該当するものを除く）

 ※ＦＳ

 ・ＴＳ

 ・発泡層のあるもの  ・ＨＳ

 ・ＫＳ

 ・プレーン  ・突付け

 ・マーブル

 ・柄物

 ・　

 ・熱溶接

 ・ビニル床タイル

 ※２．０　・　

 ※２．０　・　

厚さ（㎜）

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

種類 記号 色柄

 ※置敷形

 ※接着形  ・ＦＴ

 ・ＴＴ

 ・ＫＴ

 ・ＦＯＡ

 ・ＦＯＢ

 ・　

 ・　

 ・　

 ・特殊機能床材（帯電防止）

７ １０

 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ１４５５）

 １．２以上～３．２未満

 又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ１４５４）

 １ｘ１０ ～１０  Ω程度

 　床シート

 ・帯電防止

 　床タイル

 ・帯電防止

種類 記号 厚さ（㎜）

 ・ＦＳ

 ・　

 ・ＦＯＡ

 ・ＦＯＢ

 ・　

色柄 備考

 ・　

・

色柄

 ・特殊機能床材（帯電防止以外）

 （表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１）

 ・誘導用床材、注意喚起用床  ・　  ・３００ｘ３００

 ・４００ｘ４００

 ※塩ビ　・合成ゴム

 合成ゴム

 ・黄色

種類 厚さ（㎜） 寸法（㎜） 材料

 床用防じん塗料塗り 材質　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　）

 仕上種別　コーティング（ローラー刷毛塗り）

 塗布量　　主剤２回塗りとし、総塗布量は０．２５Ｋｇ／㎡以上とする

 フローリング張り

 種別・工法

 　・単層フローリング（・フローリングボード　・フローリングブロック　・モザイクパーケット）

 　 　・湿式工法　・乾式工法（・釘どめ工法　・接着工法）

 　※複合フローリング（※１種　・２種　・３種）　表層　※なら　・ヒノキ

 　　・乾式工法（・釘どめ工法（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）　・接着工法）

 仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス　・オイルステイン塗りのうえワックス　・生地のままワックス

 間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合が

           居室の内装材にあっては、ホルムアルデヒド放散量（ＪＡＳ規格による測定方法）が平均

 　　　　　値で０．３ｍｇ／Ｌ以下かつ最大値で０．４ｍｇ／Ｌ以下であること

           １０％以上であること

 畳敷き

（１９．６．２）

 種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種

 　　　　Ｄ種の場合の畳床記号　　・ＫＴ－Ⅰ　・ＫＴ－Ⅱ　・ＫＴ－Ⅲ

 　　　　　　　　　　　　　　　　・ＫＴ－Ｋ　・ＫＴ－Ｎ

表１９．６．１ 

 複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

 間伐材等の適用　　※適用する　・適用しない

 手すり

（１４．８．２）

 材料の種別　　・図示による　・配管用鋼管　・　

 表面処理　　　・図示による　・　

（１４．８．３）

 材料の種別　　※ステンレス（ＳＵＳ３０４）　・　

 表面処理　　　・図示による　・亜鉛めっきの場合は表１４．２．２のＣ種　・　

 タラップ

 切り板  ・鋼板製（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　亜鉛の付着量Ｚ１２又はＦ１２）

 サッシ取合い間仕  ※アルミニウム製（表面処理はアルミニウム製建具の項による）

 エキスパンション

 ジョイント金物

 材質　　　　　　※アルミニウム製

 表面処理　　　　※Ｂ－１種　・Ｂ－２種

 耐火性能　　　　・図示による

 クリアランス　　・５０　・１００　・１５０　・２００

１５

左
官
工
事

 防水剤

（１５．２．２）

 品質・性能等

 　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする

 　膨張性のひび割れおよびそりがないこと（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定９）

 　曲げ及び圧縮強度比　７０％以上（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　混合割合　　　　　　セメント重量の５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　吸水比　　　　　　　９５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　透水比　　　　　　　８０％以下（水圧は２９４ｋＰａとし、１時間行う）

 　凍結時間　　　　　　始発１時間以上、終結１０時間以内（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定８）

（１５．２．２）

 塗り

 セルフレベリング材

（１５．３．２）（１５．３．３）

平坦さ（ｍｍ） 備考

表６．２．４  下表以外は表６.２.４及び１５.３.２による

施　工　箇　所

 ・フリーアクセスフロア（パネル工法）範囲

 ・フリーアクセスフロア（溝工法）範囲  ３ｍにつき　７以下

 １ｍにつき１０以下

表１５．４．１ 

種類 厚さ（㎜） 施工箇所

 ※セメント系

 ・せっこう系

 ※１０

 ・１０（１５．４．２）（１５．４．２）

 既製目地材

 床コンクリート

 直均し仕上げ

 仕上塗材仕上げ

（１５．５．２）

 ・薄付け仕上塗材 表１５．５．１～２ 

・厚付け仕上塗材

仕上げの形状呼び名 工法

 ・外装薄塗材Ｅ

呼び名 仕上げの形状 工法

 ・外装厚塗材Ｅ

 ・砂壁状

 ・着色骨材砂壁状

 吹付け

 ・吹放し

 ・凸部処理

 吹付け  ・行う

 ・行わない

上塗材

 ・複層仕上げ塗材

 ・複層塗材ＣＥ

 ・複層塗材Ｓｉ

 ・複層塗材Ｅ

 ・複層塗材ＲＥ

 ・ゆず肌状

 ・可とう形複層塗材ＣＥ

 ・凸部処理

 ・凹凸模様

 ・吹付け

 ・ローラー  ・弱溶剤系

 ※水系

 ・溶剤系  ※アクリル系

 ・シリカ系

 ・ポリウレタン系

 ・アクリルシリコ

 　ン系

 ※つやあり

 ・つやなし

 ・メタリック

呼び名 仕上げの形状 工法 上塗材（耐候性 ※耐候形３種・　　　　　）

 ・軽量骨材仕上塗材

仕上げの形状 工法

 ・吹付用軽量塗材

 ・こて塗用軽量塗材

 砂壁状

 平たん状

呼び名

 吹付け

 こて塗り

 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・第三種

 防火材料の指定　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする　・図示による

 所要量等の確認

（１５．５．７）

 ※表１５．５．４及び単位面積当たりの使用量による

 ・ふっ素系

・Ｂ種 ・Ｃ種

・Ｓ－６・Ｓ－５

※Ａ－３ ・Ａ－４

※Ｗ－４　・Ｗ－５ ・Ｗ－５

・７０　・１００ ・１００

線径 網目

※Ａ種

耐風圧性 ※Ｓ－４

気密性

水密性

表面処理

材種

網戸等

種類

種別

枠見込み（㎜）

１６

建
具
工
事

（１６．２．２～４）

 外部に面する建具の性能等級等

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級　　　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　・　

 ・防虫網

 ・防鳥網

 ・合成樹脂製

 ・ガラス繊維入り合成樹脂製

 ※ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

 ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

 ０．２５㎜以上

 １．５㎜

 １６～１８メッシュ

 網目寸法　ピッチ１５㎜

 鋼製建具  外部に面する建具の耐風圧性の等級　　　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級　　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　・　

 防火戸　煙感知器連動とする　防火戸の解錠機構は別途とする

 　　　　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

 アルミニウム製建具

 鋼製軽量建具  外部に面する建具の耐風圧性の等級　　　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級　　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　・　

 防火戸　煙感知器連動とする　防火戸の解錠機構は別途とする

 　　　　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

区分 材質

 戸の鋼板

 　※表面処理亜鉛めっき鋼板

 　・ビニル被覆鋼板

 　・カラー鋼板 表１６．４．１ 

 召合わせ、縦小口包み板

 扉の表面材、押縁

 枠類

 ※鋼板　・ステンレス　・アルミニウム

 ※鋼板　・ビニル被覆鋼板

 ※鋼板（くつずりはステンレス）　・製作所仕様

 ステンレス製建具  外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６　・　

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級　　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　・　

 表面仕上げ　　　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　

 曲げ加工　　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（・ａ角　・ｂ角　・ｃ角）

 ステンレス鋼板（屋内）　・ＳＵＳ３０４　・ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ　※ＳＵＳ４３０

 ステンレス鋼板（屋外）　※ＳＵＳ３０４　・ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ

 木製建具  建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・第三種

 ふすまの材料　種別　　　　　※表１６．６．３のⅡ型

 　　　　　　　上張り紙　　　※ビニル紙　・新鳥の子

 　　　　　　　押入等の裏側　※雲花紙

 　　　　　　　縁の仕上げ　　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

 鍵

 自動ドア開閉装置  センサーの種類 表１６．８．１～３ 

 　・電波　・タッチ　・押しボタン　・ペダル　・多機能便所

 　※光線（反射）・マット　・熱線　・音波　・光電

 自閉式

 上吊り引戸装置

 重量シャッター

 防火又は防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器

 は別途とする

 開閉機能による種類　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式 表１６．１０．１ 

 シャッターケース（防火、防煙以外）　　※設ける　・設けない

 軽量シャッター  開閉形式　　　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 表１６．１１．１ 

 耐風圧強度（　　　）Ｎ／㎡

 スラットの材質　　　※ＪＩＳ　Ｇ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は、

 スラットの形状　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

 シャッターケース　　※設ける　・設けない

 障害物感知装置　※設ける　・設けない

 ガイドレールの材質　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ１．５㎜（※中柱共）

 座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

 セクション材料による区分

 　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

 耐風圧性能　　　　  ・５００Ｐａ　・７５０Ｐａ　・１０００Ｐａ　・１２５０Ｐａ　・１７００Ｐａ

 収納形式による区分　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

 ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ２．０㎜

 オーバーヘッドドア オーバーヘッドドア

 　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ３３１８（塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

 鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　個用　組）　・設けない

・網入り、フロート板合わせガラス

・網入り、熱線吸収板合わせガラス

 ・合わせガラス

品　種 構成種類 性　能

 ※フロート合わせガラス

 ・網入合わせガラス

 ※フロート板合わせガラス

 ・熱線吸収、フロート板合わせガラス

 ・Ⅰ類

 ・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類

 ・Ⅲ類

 ガラス

 ・強化ガラス

種　類 性　能

 ※フロートガラス  ※フロート強化ガラス

 ・熱線吸収強化ガラス

 ・Ⅰ類　・Ⅱ類

 ・型板ガラス  ※型板強化ガラス

材料板ガラスによる種類

・日射熱遮へい複層ガラス ・４種

・５種

 ・複層ガラス

品　種 断熱性 日射遮へい性

 ・断熱複層ガラス  ・１種

 ・２種

 ・３種

 　Ｕ２

 　Ｕ１

 　Ｅ４

 　・Ｕ－３－１　　・Ｕ－３－２

 　Ｅ５

 ・熱線反射板ガラス

品　種 色　調

 ※熱線反射ガラス

 ・高性能反射板ガラス

 ・ブルー　　　・グレー

 ・ブロンズ　　・シルバー

品　種 日射遮へい性 耐久性 ガラスの種類

 ※熱線反射ガラス

 ・高性能反射板ガラス

 ・１種

 ・２種

 ・３種

 　Ａ種

 ・Ａ種　　・Ｂ種

 　Ｂ種

 　　反射皮膜面　　※内面　　　・外面

 　　映像調整　　　※行わない　・行う

 ・倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称 色　調

 ※倍強度ガラス

 ・倍強度熱線吸収ガラス  ・グレー　・ブルー　・ブロンズ　・　

材　　　種建具の種類 ガラスの留め材

 ガラス溝の寸法、

 形状等

表１６．１３．１ 

 　鋼製

 　アルミニウム製

 　ステンレス製

 　木製

 防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

 ・図示による

 ※シーリング材　　　　　・ガスケット（グレイジングチャンネル形）

 ※シーリング材　　　　　・ガスケット

 ※シーリング材　　　　　・ガスケット

 ※シーリング材　　　　　・ガスケット

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

95

80

95

・95　・125

・95　・125

80

 ガラスブロック積み
表面形状 呼び寸法 厚さ

色調 目地幅（㎜）

クリア 乳白 平積み 曲面積み

正方形

長方形

・125ｘ125

・160ｘ160

・200ｘ200

・320ｘ320

・250ｘ125

・320ｘ160

 ※8～15

 ・15～25

 ・  

 外側

 ※15以下

 内側

 ※６以下

 ・ 

 ・ 

 曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の１０倍以上とする

 目地部の力骨の補強方法　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・　

 化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　）

 シーリング材　　　　　　　※表９．６．１による　・　

 金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

 　 　　　　 　　　　寸法　　・図示による　　・　

 　　　　　　　　　　形状　　・図示による　　・　

 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画として提出する

 ※誤作動防止装置付き 引き戸錠

 付属電気設備

 機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する

 ・　

 ※内張り　・外張り第２種 ※ガラス飛散防止フィルム

張り面種類名　称

 品質　ＪＩＳ　Ａ５７６９による。

 ガラス用フィルム

・Ｗ－１　・Ｗ－２　・Ｗ－３

・Ｗ－４　・Ｗ－５

１７

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

 カーテンウォール

（１７．２．２～５）

（１７．３．２～５）

（１７．１．３）

 取付方法　　・層間方式　・柱、梁方式　・方立方式　・スパンドレル方式

 性能

 耐震性能（地震力

 係数）

 水平方向（ｋＨ）

 垂直方向（ｋＶ）

 ※１．０　・　

 ※０．５　・　

 耐温度差性

 耐火性

 気密性

 遮音性

 断熱性 水密性

 ・Ａ－１　・Ａ－２

 ・３０分

 ・１時間

 ・Ｈ－５

・

 主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

支点間距離（ｈ） 耐風圧性能

 ４ｍ以下

 ４ｍを超える

 ※たわみ量が±（１／１５０）ｘｈ

 　かつ絶対量２０ｍｍ以下であること

 層間変位追従性

建築物の構造種別 層間変位量（ｈ＝支点間距離）

 鉄骨造

 鉄筋コンクリート造

 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ※±（１／２００）ｘｈ以上

 ・　

 ・±（１／３００）ｘｈ以上

 その他の性能　図示による

 種類　　・メタルカーテンウォール

 　　　　　　　・アルミニウム製（・Ｂ－１　・　　　　）

 　　　　　　　・鋼製（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　・ステンレス製（　　　　　　　　　　　）

 　　　　・ＰＣカーテンウォール

 　　　　　ゴンドラ用ガイドレール　　・設置する　・設置しない

 　　　　　　金属材料の種類（見掛かり部分の仕上げ）

 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する

塗
装
工
事

 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・第三種

 素地ごしらえ

（１８．１．３）

（１８．２．２～７）

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面　　

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 　（・Ａ種　※Ｂ種）

 　　・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法が継目処理工法（※Ａ種　・Ｂ種）

 　　・その他の場合　　　　　　　 　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及びALCﾊﾟﾈﾙ面 　　　　 （・Ａ種　※Ｂ種）

 ・ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面　 　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

 ・鉄鋼面　　　　 　　　　 　 　　（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

 　　　　・透明塗料塗り　　　　   （・Ａ種　※Ｂ種）

 ・木部　・不透明塗料塗り　　　   （※Ａ種　・Ｂ種）

 材料１８

（１８．３．２）（１８．３．３）

 錆止め塗料塗り

 ・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

塗装面塗装の種類

（１８．４．１～１８．１４．２）

 　（ＮＡＤ）

 ・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

 ・屋外のコンクリート面

 ・屋外の亜鉛めっき鋼面

 ・屋外の鉄鋼面 ・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

 ・屋内のコンクリート面　

 ・屋内のモルタル面

 木部

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・鉄鋼面

 ・木部（内部）

 ・木部（外部） ・合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

 仕上げ塗料塗り

 　　　・JIS A5674）

 Ｂ種（※JASS 18 M-111

 Ａ種（・JIS A5625

塗　料

 見え隠れ

 見え掛り

 見え隠れ

 見え掛り 鉄鋼面

塗　装　面

 屋内（EP-G以外）

 屋内（EP-G）

 屋外

塗　料塗　装　面

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

 屋内（EP-G）

 屋外

 屋内（EP-G以外）  ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 鋼製建具等以外

 鋼製建具等

 鋼製建具等以外

 鋼製建具等

 鋼面

 亜鉛めっき

 ・防水形複層塗材ＣＥ

 ・防水形複層塗材Ｅ

 ・防水形複層塗材ＲＥ

 ・防水形複層塗材ＲＳ

（１６．４．２）

（１６．５．２～４）

（１６．６．２～５）

（１６．７．２～４）

（１６．８．４）

（１６．１４．５）

（１６．９．２～３）

（１６．１０．３）

（１６．１１．２）

（１６．１２．２～４）

（１６．１３．２）

（１６．１３．３）

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

（１６．１４．３）

 ※表１６．１４．１による

屋外に面する建具以外の表面処理　Ｃ－１種

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　　　　　　　）

・樹脂モルタル仕上げ　・防滑仕上げ

 合成樹脂塗床

（１９．４．３）

 ・弾性ウレタン塗り床材

 　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 ・エポキシ樹脂塗り床材

 　仕上げの種類　　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ

 ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

 ※規制対象外　・第三種

 　　　　　　厚さ（㎜）　　※２．０　・　

 ビニル幅木の高さ（㎜）　　※６０　　・７５

 　　　　　　材質　　　　　※軟質　　・硬質

カーペット敷き

（１９．３．３）（１９．３．４） 備考

 ・タイルカーペット

パイル形状 種別 施工箇所 寸法

 ※ループパイル

 ・カットパイル

 ・ カ ッ ト
 ・ループ併用

 ※第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ※ 6.5

（１９．３．３，４） 

総厚さ(mm)

Ｈ２７．１２

・使用する（形状　※図示　　・　　　　　　　）

 マスターキー　　・製作する（　　　組）　　　　・製作しない　　・既存に組込む

 自閉式上吊り引戸装置の性能　※表１６．１０．１による

 種類　　　　　　　　　・管理用　・外壁用防火　・屋内用防火　・防煙

 耐風圧強度　　　　　　管理用（　　　）Ｎ／㎡　外壁用（　　　）Ｎ／㎡

 ・亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）　　 （・Ａ種　・Ｂ種）

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 表１８．１３．１

表１９．４．４

表１９．４．５～７ 

（１９．５．２～６）

７

８

９

１０

１

２

１

２

３

４

５

６

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１８

１７

１６

１

２

１

３

４

１

２

５

６

７

４

３

３

 ・Ｂ－１種　※Ｂ－２種（・アンバー　・ブロンズ　・ステンカラー　・ブラック）

 取付け位置　・床面　※天井面　・壁面　・無目　・建具面

 開閉形式による区分　※バランス式　・チェーン式　・電動式（手動チェーン付）

 ・２．５

 ・２．０

 ・５．０

 枠及びくつずり材料　　　　　※図示による

 ・ 鍵はデッドボルト付とする

 　　　※JIS K5674）
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【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

A - 0 5
建築工事特記仕様書５

600×600

40

９ｍ

（プルフローリング）

（プルフローリング）

 　　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの

 せっこうボード

 その他ボード及び

 合板張り

 （１９．７．２）

 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・第三種

 パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板の原材料

 　合板・製材工場から発生する端材等の残材、建築解体木材、使用済み梱包材、製紙未利用低質

 　チップ、林地残材、かん木、小径木（間伐材を含む）等の再生資源である木質材料又は植物繊維

 　の重量比配合割合が５０％以上であること。（この場合、再生資材全体に占める体積比配合率が

 　２０％以下の接着材、混和剤等（パーティクルボードにおけるフェノール系接着剤、木質系セメ

 　ント板におけるセメント等で主要な原材料相互間を接着する目的で、使用されたもの）を計上せ

 　ずに、重量比配合割合を計算することができるものとする）

 目地工法の種類とせっこうボードのエッジの種類

 ・継目処理

 ・突付け

 ・突付けＶ目地

 ・目透し

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り　・下張り

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り

 ※テーパーエッジ

 ※スクェアエッジ

 ※ベベルエッジ

 ・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

目地処理の種類 張り方 せっこうボードのエッジの種類

 壁紙張り

（１９．８．２）

 建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

施工箇所 品質（製造所） 防火性能の級別

 図示による  図示による  図示による

 ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

 断熱材打込み工法

（１９．９．２）  　　　　　　　　・押出法ポリスチレンフォーム保温板３種ｂ（土間下）　厚さ　※２５㎜　・　

 　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム保温板１種２号　　　　　　　　厚さ　※２０㎜　・　

 断熱補修材　　　・断熱材と同材

 　　　　　　　　※吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（次項による）

 　　　　　　　　・フェノールフォーム保温材Ａ種　　　　　　　　　　　厚さ　・　

 断熱材の原材料

（１９．９．２～３）

 グラスウール：再生資源利用率は、原材料の重量比で８０％以上

 ロックウール：再生資源利用率は、原材料の重量比で８５％以上

 発泡断熱材　：オゾン層を破壊する物質を使用していないもの。また、長期的に断熱性能を

 　　　　　　　保持しつつ、可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されているもの

 断熱材現場発泡工法

（１９．９．３）  　※規制対象外　・第三種

 断熱材の種類　　※Ａ種１　・Ｂ種１

 厚さ　　　　　　・２５　・３０　・　

 施工箇所　　　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン廻りの床版下等、部分的に後張り

　　　　　　　　　 としなければいけない箇所

 　　　　　　　　・図示による

 　　　　　　　　・　

 ユリア樹脂又はメラミン脂を使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量

２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

※３０００Ｎ　・５０００Ｎ ※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

 フリーアクセスフロア

（２０．２．２）

 耐震性能

 工法

 耐荷重性能

 パネル寸法（㎜）

 高さ（㎜）

 床表面仕上げ材の材質

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ  ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

 ・　  ・　

 ・　  ・　

 ・　　　・　  ・　　　・　

 ※タイルカーペット  ※タイルカーペット

 ・帯電防止床タイル  ・帯電防止床タイル

 ボーダー部及びスロープ  ※メーカー仕様　・図示による  ※メーカー仕様　・図示による

 配線用取り出しパネル　　

 　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※２０～３０％　・　

 　配線取り出し開口　　※パネル１枚につき４０㎜ｘ８０㎜程度の開口１ヶ所以上　・図示

 空調用吹き出し（吸い込み）パネル

 　※なし　　

 　・有り　（※固定式　・可変式）：　施工箇所（※図示による　・　　　　　　　　　　）　　

 耐荷重性能（５０００Ｎ、高さ３００以上）の性能

 　平成元年建設省告示第１３２２号「耐震性フリーアクセスフロアの開発」の建設技術評価において

 　評価を取得したもの、又は同等のものとする

 ロードローリング性能　　※適用する　・適用しない

 　以下（使用上有害な変形、欠け、割れ、がたつきなどの欠点がないこと）

施工箇所

 　ロードローリング試験

 　　耐荷重性能（３０００Ｎ）：積載荷重１０００Ｎの際、最大変形量１．５㎜以下

 　　耐荷重性能（５０００Ｎ）：積載荷重１０００Ｎ以上の際、最大変形量１．０㎜以下

 　　　　　　　　　　　　　　　（使用上有害な変形、欠け、割れ、がたつきなどの欠点がないこと）

 可動間仕切

（２０．２．３）

 ＪＩＳ　Ａ６５１２によるほか、下記による

 構造形式による種類　　　※スタッド式（・スタッド露出・スタッド内蔵）・スタッドパネル式

 構成材の種類　　　　　　※図示による

 表面材質及び厚さ（㎜）　※鋼板０．６　・鋼板０．８　・　

 遮音性の区分　　　　　　・０　・１２　・２０　・２８　・３６

 防火性能　　　　　　　　・不燃

 パネル総厚さ（㎜）　　　・　　　　mm程度

 パネル表面仕上げ　メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 移動間仕切

（２０．２．４）

 パネルの操作方法による種類　　・製造所の仕様による　・図示による

 表面材質及び厚さ（㎜）　　　　※鋼板０．６　・　

 パネル総厚さ（㎜）　　　・　　　　mm程度

 パネル圧接装置の操作方法　　　・製造所の仕様による　・図示による

 遮音性の区分　　　　　　　　　・３６未満　・３６以上　（ＪＩＳ　Ａ６５１２に準拠する）

 トイレブース

（２０．２．５）

 仕上げ　メラニン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 幅木材質形状　　　　　※ステンレス幅木　・　

 ドアエッジ材質形状　　※アルミＲエッジ　・　

 階段滑止め

（２０．２．６）

 材種　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

 端部フラットエンド　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

 幅（㎜）　※約３５　・　

 型式　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・　

 黒板及びホワイト

 ボード

（２０．２．８）

 ・ホワイトボード　ほうろう　形状及び寸法は図示による

 ・黒板　※焼き付け　・　　　　　色彩　※緑　・　　形状及び寸法は図示による

 鏡

（２０．２．９）

 取付箇所　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 寸法（㎜）　　・図示による　・　

 厚さ（㎜）　　※５　・　

 表示

（２０．２．１０）

 ・案内板　　　　　　　・施設案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 　　　　　　　　　　　・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 ・ピクトグラフ　　　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

 　　　　　　　　　　　形状・その他　　　※図示による

 ・施設文字　　　　　　※標準詳細図による　・　

 　　　　　　　　　　　・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

 　　　　　　　　　　　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

 ・対人衝突防止表示　　・図示による

 ・非常用進入口　　　　・図示による

煙突用成形ライニング材　　適用安全使用温度　　※４００℃　・６５０℃

 案内図用記号はＪＩＳ　Ｚ８２１０による

 煙突ライニング

（２０．２．１１）  キャスタブル耐火材　工法　　　　・こて押さえ　・　

 　　　　　　　　　　最高温度　　※４００℃　・　

 ブラインド

（２０．２．１２）

 形式

 スラットの材種

 ・横型ブラインド

 スラットの種類

 スラットの幅（㎜）

 ※ギア式

 ・コード式

 ・操作棒式

 ・１本操作コード式

 ※２本操作コード式

 アルミニウム合金製  ・アルミスラット　・クロススラット

 ・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

 ※２５　・３５  ・７５以上　・１００

 ロールスクリーン

（２０．２．１３）

 操作方式　・スプリング式　・コード式（チェーン式）　・電動式

 材種　　　・図示による　・　

 遮光性能　・図示による　・　

 　　　　　　　　　　　・視覚障害者用案内板（※図示による）

 カーテン カーテン及び

 カーテンレール

（２０．２．１４）

施工箇所 きれ地の品質等（製造所） ひだの種類 開閉形式 カーテン操作方式

 ・片引き　・引分  ※手動　・電動

 点検口  天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００

 　　　形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　　　　　　　　内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　材料の品質及び性能

 　　　　外枠、内枠の材質

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　外枠及び内枠のコーナーピース、吊り金物、取付ボルト

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＣ－１種、Ｃ－２種（外部はＢ－１種、Ｂ－２種）

 カーテンレール及び付属金物

 ・１０－６０

 ※１０－９０

 ※アルミニウム

 ・　

 ※アルマイト

 ・　

 ※角形

 ・　

施工箇所 強さによる区分 材料による区分 仕上げ 形状 カーテン用付属金物

 ・暗幕用は３００㎜以上の召し合せの重掛けとする

 床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

 　　　形式　※屋内用一般型　・密閉形

 　　　　パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　材料の品質及び性能

 　　　　受枠材、蓋枠材、コーナーピース、底板材、底板補強材

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡ－１種、Ａ－２種、Ｂ－１種、Ｂ－２種

 　　　　開閉方式　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式

 　　　　その他　製造所の仕様による

 屋外掲示板

 照明器具　　　・有り　・無し

 掲示板面材質　・　

 施錠装置　　　※有り　・無し

 形状寸法　　　※図示による　・　

 鋼製書架及び

 物品棚

 ・固定式（下記以外は図示による）

 　鋼製書架　　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による　・法務省型

 　鋼製物品庫　　・ＪＩＳ　Ｓ１０４０による

 ・移動式　　形状等は図示による

 くつふきマット  ※塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））ワンライン型

 ・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 フェンス  フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス　・鋼管フェンス

 　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス　　　　・アルミフェンス

 高さ　　　　　　　・図示による　・　

 階段手すり笠木 取付箇所直径（㎜）表面仕上げ材質

 ・集成材

 ・ステンレスパイプ

 ・鋼製パイプ

 ・ビニル製

 ・ＨＬ　　　　　　・　

 ・ＥＰ－Ｇ　　　　・　

 ・ＣＬ　　　　　　・　  ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 天井見切り縁

 ピクチャーレール  ※見切り縁兼用タイプ　・　

 　移動フック　　　ヶ／ｍ　　安全荷重　※１５㎏以上　・　

 表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

 寸法　　※３００ｘ３００　

 色　　　※黄色　・　

 形式　　　　　・ロープ式（テーパー式）

 材種　　　　　・アルミニウム合金　・　

 高さ（ｍ）　　・　

 旗竿受金物　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製　・　

 旗竿

 既製家具  合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量

 ・上下式内蔵式

  （・標準品　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式）

 ・　

 ・ステンレス製

 ・　

 ・φ76.3　ｔ＝2.0

 ・　

 ・ＧＬ＋700

 ・　

形式 材種 柱径・肉厚（㎜） 高さ（㎜） 備考

 誘導用床材、注意

 喚起用床材  　　　・　

 材種　・レジンコンクリート製（厚さ３０㎜）　・磁器質タイル製　　・コンクリート製（厚さ６０㎜）

 ・置敷式  ・支柱調整式

 表面仕上材の品質・性能は、標準仕様書２０章による
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 断熱材の種類　　・押出法ポリスチレンフォーム保温板２種ｂ　　　　　　厚さ　※２５㎜　・　

 表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

 ・室名札　　　　　　　・標準詳細図による　・市販品　・図示による

 本体材質　　　・ステンレス製　・　

 材種　　・アルミニウム既製品　・ビニル既製品

 　　　　　　　・ハンドル式（テーパー式又は同一断面式）

 　※規制対象外　・第三種　・Ｆ☆☆☆☆

 　枯損処置の期間内に樹木が枯した場合は、伐採及び伐根を行い、良質土で埋め戻し整地するものとする

 　　　見切材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　※図示による　・　

 　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　※図示による　・　

 　　　植込用土　　　　　　　　　　※改良土　　　　　・人工軽量土

 　　　樹木の材種、寸法、株立数等　※図示による　　　・　

 　　　土壌層の厚さ　　　　　　　　・図示による　　　・　

 　　　排水層　　　　　　　　　　　・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・板状成形品

 屋上緑化

 　・屋上緑化軽量システム

 　・屋上緑化システム

 植栽基盤及び材料

 支柱材  ※丸太（間伐材）　　・真竹

 　枯補償の期間内に樹木が枯死、枝損傷、形姿不良等となった場合は、同等以上のもの再植樹すると

 枯損処置の期間　※１年　　・　

 枯補償の期間　※１年　　・　

 移植樹木の枯損処置

（２３．３．４）

 新植樹木の枯補償

（２３．３．２）

 　ともに、取り除いた樹木の処分を行うものとする

 ものとする

 施工箇所の土壌及び植物の性質から使用が不適な場合、及び調達困難な場合は監督職員と協議を行う

 　　　　　　　　　　　　　　限りでない）

 　　　　アルカリ分（現物）：１５％以下（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合はこの

 　　　　窒素全量〔Ｎ〕（現物）：０．８％以上　　　りん酸全量〔Ｐ２０５〕（現物）：１．０％以上

 　　　　ｐＨ：８．５％以下　　　水分：５０％以下

 　　　　有機物の含有率（乾物）：３５％以上　　　　炭素窒素比〔Ｃ／Ｎ比〕：２０以下

 　　　　クロム：０．０５％以下　　　鉛：０．０１％以下

 　　　　水銀：０．０００２％以下　　ニッケル：０．０３％以下

　       ひ素：０．００５％以下　　　カドミウム：０．０００５％以下

 　　　第一の基準に適合する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないもの

 　　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」（昭和４８年総理府令第５号）の別表

 　・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

 　　　　加里全量〔Ｋ２Ｏ〕（現物）　　　　：０．１％以上

 　　　　りん酸全量〔Ｐ２Ｏ５〕（現物）　　：０．２％以上

 　　　　窒素全量〔Ｎ〕（現物）　　　　　　：０．５％以上

 　　　　水分　　　　　　　　　　　　　　　：５５～６５％　

 　　　　ｐＨ　　　　　　　　　　　　　　　：５．５～７．５

 　　　　陽イオン交換容量〔ＣＥＣ〕（乾物）：７０ｍｅｑ／１００ｇ以上

 　　　　炭素窒素比〔Ｃ／Ｎ比〕　　　　　　：３５以下

 　　　　有機物の含有率（乾物）　　　　　　：７０％以上

 　　　製品は以下を満足すること

 　　・バーク堆肥

 　・適用する（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　）

 土壌改良材

 植込み用土　　※現場発生土の良質土　・客土

 　芝及び地被類　　※行う（※Ｂ種　・　　　）　・行わない

 　樹木　　　　　　・行う（※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種）　※行わない

 整備工法 表２３．２．２ 

 水溶性塩類（ＥＣ）の試験　・行う　※行わない

 排水　　　　　　　　　　　・設置する（・暗きょ　・閉きょ　・排水層　・縦穴排水）　・設置しない

（２３．２．２～４）

 植栽基盤の整備

 土壌の水素イオン濃度（ｐＨ）試験　　・行う　※行わない

 水溶性塩類（ＥＣ）の試験　　　　　　・行う　※行わない（２３．１．３）

 植栽地の確認
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（２３．３．６）

（２３．５．２～４）
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表２２．８．１

 ブロック系舗装

（２２．９．２）（２２．９．３）

 舗装の構成　　　　※標準詳細図による　・図示による

 ※インターロッキングブロック

 　材質（※コンクリート　・　　　　　）　種類（※普通　・透水性　・植生用）

 　形状（・長方形　・正方形　・六角形）　厚さ（・６０　・８０　・１００）

 　表面加工　　　　・ショット仕上げ

 　クッション材　　※空練りモルタル　・砂

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック（焼成）

 再生材料の原料となるもの  前処理方法

 採石及び窯業廃土、無機珪砂（キラ）、鉄鋼スラグ

 非鉄スラグ、鋳物砂、陶磁器屑、石灰灰、建築廃材

 （汚泥を除く）、廃ガラス（無色及び茶色のガラス

 き砂汚泥、石材屑

 びんを除く）、紙製スラッジ、アルミスラッジ、磨

 前処理方法によらず対象

 都市ゴミ焼却灰

 下水道汚泥

 上水道汚泥

 湖沼等の汚泥

 溶融スラグ

 焼却灰化又は溶融スラグ化

 前処理方法によらず対象

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製品）

　 　再生材料が原材料の重量比で２０％以上（複数の材料が使用されている場合は、それらの

　 　らの材料の合計）使用されているもの。ただし、再生材料の重量の算定において、通常利

　 　用している同一工場からの廃材の重量は除かれるものとする。重金属等有害物質の含有や、

　 　施工時及び使用時に雨水等による重金属等含有物質の溶出について、土壌の汚染に係る環

 　　境基準等に照らして問題がないもの

 　　再生材料が原材料の重量比で２０％以上（複数の材料が使用されている場合は、それらの

 　　材料の合計）使用されているもの。なお、透水性確保のために、粗骨材の混入率を上げる

 　　必要がある場合は、再生材料が原材料の重量比１５％以上使用されているものとする。

 　　ただし、再生材料の重量の算定において、通常利用している同一工場からの廃材の重量は

 　　除かれるものとし、重金属等有害物質の含有や、施工時及び使用時に雨水等による重金属

 　　等含有物質の溶出について、土壌の汚染に係る環境基準等に照らして問題がないもの

 再生材料の原料となるもの

 都市ゴミ焼却灰

 下水道汚泥

 溶融スラグ化

 前処理方法

８

 区画線  ※路面表示用塗料（ＪＩＳ　Ｋ５６６５（路面表示用塗料）による）

 　・１種　　　・２種　　　※３種１号

 ・低揮発性有機溶剤型の路面表示用塗料

 　　水性型の路面表示用塗料であって、揮発性有機溶剤（ＶＯＣ）の含有率（塗料総質量

 　　に対する揮発性溶剤の質量の割合）が５％以下であるもの

　色　※白　　塗布幅　※図示による　　塗布厚さ　※１．０

９

舗
装
工
事

 車道部の基層　　・あり　・なし

 路盤

（２２．３．２～５）

 締め固め度試験　※行わない　・行う

 路盤材料　　　　※再生材クラッシャラン　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

 砂の粒度試験　　※行わない　・行う

 アスファルト舗装

（２２．４．２～６）

 路盤の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 アスファルト　　※再生アスファルト　・ストレートアスファルト

 骨材　　　　　　※砕石　・アスファルトコンクリート再生骨材

 加熱アスファルト混合物等の種類

 　※表層　　※密粒度アスファルト混合物（１３）

 　　　　　　・細粒度アスファルト混合物（１３）

 　　　　　　・　

 　・基層　　・粗粒度アスファルト混合物（２０）

 シールコート　　　　　　　　　　※行わない　・行う

（２２．５．２～６）

 コンクリート舗装  舗装の構成　　　　　　　　　　※標準詳細図による　・図示による

 溶接金網　　　　　　　　　　　※使用する（１５０Ｘ１５０Ｘ６φ）　・使用しない

 コンクリート版の厚さの試験　　※行わない　・行う

 カラー舗装

（２２．６．２～６）

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 車道部の基層　　・あり　・なし

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 種類　　※表層に着色した加熱アスファルト混合物

 　　　　・表層の上に着色舗装又は樹脂系混合物

 　　　　・表層の上に常温塗布式舗装又はニート工法による樹脂系舗装

 カラー舗装に添付する着色骨材

 　　　　・有色骨材（材質＜　　　＞）

 　　　　・着色骨材（材質＜　　　＞）

 透水性アスファルト

 舗装

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 排水性アスファルト

 舗装

（２２．７．２～６）

（２２．８．２～６）

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 シールコート　　　　　　　　　　※行わない　・行う

２２

（２２．２．２～５）

 路床  路床の構成　　※標準詳細図による　・　

 盛土に用いる材料（表３．２．１による）

 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

 　・建設汚泥から再生した処理土

 支持力比（ＣＢＲ）試験

 　※行わない　・行う（※乱した土　・乱さない土）

 締固め度の試験

 　※行わない　・行う

 砂の粒度試験

 　※行わない　・行う

２
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１
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 排水管

（２１．２．１）  　　種類　　※外圧管Ｂ形１種　・　

 　　継手　　※ゴム接合　・モルタル接合

 ・硬質ポリ塩化ビニル管

 　　　　　　・ＶＰ     ・ＶＵ

 　　　　　　・ＲＳ－ＶＵ

 　　　　　　　建物外での硬質ポリ塩化ビニル管であって、使用済み塩化ビニル管を原材料とする塩化

 　　　　　　　ビニルが製品全体重量比で３０％以上使用されていること

 側塊、排水枡等

（２１．２．２）

 ・鋳鉄製ふた

 　　型式　　※水封型　・簡易密閉型　・密閉型　・中ふた付密閉型

 　　適用荷重（安全荷重〔ｋＮ〕）

 　　　屋外用　・Ｔ－２用（５）　※Ｔ－６用（１５）　・Ｔ－２０用（５０）　・　

 　　　屋内用　・Ｔ－２用（５）　・　

 　　鍵　　　・有　・無

 ・グレーチング

種類 形式 用　途 適用荷重 メンバーピッチ 上面形状

 ・ステンレス製

 ・受枠付

 ・ボルト

 　固定

 ・受枠付

 ・ボルト

 　固定

 ・溝ふた（横断用）

 ・溝ふた（側溝用）

 ・桝ふた用

 ・Ｕ字溝用

 ・溝ふた（横断用）

 ・溝ふた（側溝用）

 ・桝ふた用

 ・Ｕ字溝用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・Ｔ－２０用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・Ｔ－２０用

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ※凹凸形

 ・　

 ・凹凸形

 ・平形

 ・鋼製

１

２

 車止め柵２４

 ・遠心力鉄筋コンクリート

２５  ユニットバス  ・ＴＯＴＯ：サザナＨＳシリーズ（１６１６）同等

２６  シャワーユニット  ・ＴＯＴＯ：シャワールーム ０８１２Ｌタイプ同等

２７  システムキッチン  ・クリナップ：コルティ（Ｌ＝２１００）標準タイプ同等

２８  ミニキッチン  ・クリナップ：ミニキッチン（Ｌ＝１２００）ＩＨヒーター仕様同等
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DRAWING NAME

A - 0 6A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

津山市建築工事施工管理業務報告要領

－

－

２０１９・０３

ＶＯＣ測定試験

絶縁抵抗試験

照度分布測定

（１５）

機械運転試験

配管圧力試験

■　津山市建築工事施工管理業務報告要領

この要領は、津山市が建築工事を請負人に施工させる場合における

請負人の施工管理業務報告の取り扱いについて定めることを

目的とする。

(目的)

施工計画書 着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

着工前　提出

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

１０.

１１.

１２.

１３.

２５.

下請負人選定一覧届出書　(津山市様式)

施工体制台帳

下請負の相手方及び内容(累積表)

工事作業所災害防止協議会兼施工体系図

施工体制台帳【工事担当技術者台帳】

下請負業者編成表

建設業法・雇用改善法等に基づく届出書(変更届)

主要資材購入先一覧届出書　(津山市様式)

工事費内訳明細書

建設廃棄物処理計画書　(津山市様式)

１４. 使用材料承諾願 随時提出

（１）建築主要資材　　　　(津山市様式)

（２）電気設備主要資材　　(津山市様式)

（３）機械設備主要資材　　(津山市様式)

１５. 随時提出資材検収簿　　　　　　　　(津山市様式)

１６.

打ち合わせ議事録　　(津山市様式)

工事進捗状況報告書　(津山市様式)

工事日報　　　　　　(津山市様式) 1週間毎に提出(指定日)

1ヶ月毎に提出(月初め)

随時提出

１７.

１８.

１９.

２０.

２１.

施工要領書

施工図、原寸図

承認図

随時提出

随時提出

随時提出

（１）　承認指定日を明記して提出し、承認済図の交付を受けて施工すること。

　　　　施工要領書はWord又はExcel形式、施工図等はJWW及びPDF形式とする。

（２）　竣工時に施工要領書、施工図、承認図のデータを提出すること。

随時提出２２. 試験報告書

（１）

（２）

（３）

地耐力試験

杭打ち試験

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１６）

（１７）

着工前　提出

工程表

登録完了後速やかに提出コリンズの登録(500万円以上の工事)

鉄筋圧接試験又は超音波探傷試験

コンクリート配合計画書

コンクリートスランプ試験

コンクリート圧縮破壊試験(調合管理用、構造体コンクリート強度推定用、28日、その他適宜)

鉄骨溶接部非破壊検査

木材含水検査・木材原寸検査

骨材塩分、泥分含有量検査(鉄筋コンクリート造200㎡を超える新築工事)

防水水張り試験　（屋上、水槽等　48h)

六価クロム溶出試験(地盤改良工事がある場合)

その他必要なもの　(津山市建築工事検査基準による)

２３. 工事写真

（１）

（２）

着工前写真

工程写真

カラー×2部

カラー×1部

工事完成写真

１.外部４面、内部各２面以上（対角線撮影）　※撮影ヶ所を明示

（４）

（３）

竣工写真 カラー８つ切り(1組20枚)

１.外部６面、主要室内、夜景を建築写真専門家によって撮影すること。

カラーＥ版、及びjpegデータ

２.撮影データ(jpeg)をCD-ROMに収録して提出すること。

２４. 検査願い申請書 (津山市様式) 検査前3日提出

着工前　提出２５.

２６.

２７.

２８.

建設廃棄物処理計画書

マニフェストＥ票の写し

建設廃棄物処理実績報告書

(津山市様式)

(津山市様式)

２９. 竣工調書の様式

（１）

（２）

（３）

収録する調書はタイプ印刷とすること。

提出期日(竣工後すみやかに提出すること)

（１） 建築物概要

１.

２.

３.

４.

５.

工事名称

工事場所

用途地域及び地区

設計者

着工年月日、竣工年月日

６.

７.

８.

９.

１０.

請負金額

施工者

構造、階数、各階主要用途

建築面積、延べ面積、各階床面積

設備

提出期限(竣工後すみやかに提出すること。)

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（１０）

（９）

（１１）

（１２）

（１３）

着工前届出書類目録

使用材料承諾願一覧目録

資材検収簿提出一覧目録

工事日報目録

施工要領書目録

施工図・承認図目録

施工図書目録

保証書目録

１.

２.

３.

責任施工を指定した工事

機器等で必要と認めたもの

その他必要と認めたもの

官公署許認可証

試験成績書目録

錠目録

予備材料納入目録

　 地下埋設物、配管類は必ずＧＬを基準にしたスケールを明示した写真とすること。

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

竣工検査前3日までに提出

竣工検査前3日までに提出

◎

（１４）

（１５）

（１６）

（１７）

（１８）

工具納入目録

各工事施工者及び資材、機器製造業者一覧表

工事写真目録

建設廃棄物書類目録

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

(目録のみ収録　別冊作成可)

建物・設備機器の取り扱い説明書

資材色彩シート一覧表

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

３１. 竣工図書の内容

１.

２. 業者名簿、仕上表(メーカー、品番、色番号(マンセル値)を記載すること。)

３２. 竣工図書の整合

１.

２.

設計図書をCD-ROM化前に、竣工設計図として正確に図面と現場とを整合させること。

設計図の仕様書に基本設計業者、実施設計業者、検査者、施工者、協力業者の名簿を明記すること。

３. 設計図の仕上表等に使用資材のメーカー名、材料名称、カタログ番号等を記入すること。

(主要資材、換気口、建具金物、建築金物、防水等)

４. 設計図の仕様書等に塗装の決定色彩番号、特殊塗料のメーカー名、材料名、カタログ番号

を記入すること。

５. 設計図の家具一覧表に取り付け家具の使用資材のメーカー名、材料名称、カタログ番号、

決定色彩番号を記入すること。

６. 設備設計図の仕様書、設備機器一覧等に、使用資材のメーカー名、材料名称、カタログ番号

機器のメーカー名、型式番号等を記入すること。

７. 設備設計図に埋設管標柱の設置場所を正確に記入すること。

３３. 竣工図書の審査

１. 竣工設計図書作成後すみやかに津山市の審査を経てCD-ROM化すること。

１.

２.

３.

３４. CD-ROMに納めるもの。

竣工図書に納めた書類

完成写真、完成予想図、工事写真、着工前写真

４.

５.

６.

７.

（２）

（１）

提出物の内容

3部

縮小版(A3)黒表紙製本(表紙に工事名称、工事年度を印刷)

施工図

構造計算書　(監督員の指示による)

竣工図CADデータ　(JWW又はDXF)

竣工図PDFデータ

その他必要と思われるもの　(監督員の指示による)

平成30年改訂版　　　

第１節　　総　　則

第２節　　施工前の提出書類

第３節　　使用材料の承諾

第４節　　工事日報、工事進捗状況報告書、議事録の提出

第５節　　施工要領書、施工図、承認図の提出

第６節　　試験報告書の提出

第７節　　工事写真の作成

第８節　　検査願申請書の提出

第９節　　産業廃棄物書類の提出

第１０節　　竣工調書の作成

第１１節　　竣工図書の作成

第１２節　　竣工時の提出物

３５.

竣工調書 2部(正本・副本)

竣工図

竣工図 1部(指示による)

CD-ROM 1組

（５）

（４）

（３） 工事写真

(縮小版A3サイズ　黒表紙製本)

各工事施工者及び資材、機器製造業者一覧表、資材色彩シート一覧表も収録する

(着工前写真2組　工程写真1組　工事完成写真2組　竣工写真2組)

(縮小版A3サイズ　2つ折り製本)

黒表紙製本(表紙に工事名称、工事年度、白文字打込みとする。)

３０. 竣工調書に収録するもの

（１９）

COBRIS又は建設リサイクル報告様式(国土交通省) 竣工検査前3日までに提出

１.スケール、撮影箇所を明示すること。看板、使用材料等の文字を撮影する場合は、

　 印刷時に文字が読める解像度とすること。
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DRAWING NAME

A - 0 7A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

工事区分表

－

－

２０１９・０３

建築 電気 機械 備考 工事区分 工事内容 建築 電気 機械 備考工事区分 工事内容

１ スリーブ、仮枠、補強 （１）

同上貫通部分の鉄筋補強（２）

器及びボックス類の仮枠（３）

同上開口部の鉄筋補強（４）

天井埋め込み照明器具類取付け用切込み及び補強（５）

吹き出口、吸気口、取付け用切込み及び補強（６）

（１）、（３）のモルタル詰めの補強（７）

（５）、（６）の墨出し（８）

将来用スリーブ（配管、配線、便器用）（９）

同上鉄筋補強（１０）

（１）２ ピット、シャフト

トレンチ、点検口 （２）

（３）

（４）

給水引き込み工事３ 給水、電気、電話、ガス

の引き込み、下水本管接続 電話引込み負担金（工事費は除く）（２）

電気引込み工事及び負担金（３）

下水本管接続（４）

ガス管引込み工事（５）

（１） 受水槽（チャンネルベース共）４ 槽類

（２） 高架水槽（チャンネルベース共）

（３） 通路用地下水槽（コンクリート製のもの）

（４） 中継ポンプ槽

（５） 合併処理屎尿浄化槽

（６） 給食場用オイルタンク

（７） 同上架台

（８） 各槽用フェンス工事

（９） （１）、（２）電極取付け用開口

５ コンクリート基礎

（モルタル仕上げ共）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１）６ 電極棒、フロートスイッチ

（２）電磁弁、凍結防止ヒーター

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（１）７ ガラリ

（２）

（３）

（１）８ 消火栓、ボックス

自動火災報知設備 （２）

（３）

（４）

（５）

（１）９ 排水設備

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

１０ 衛生器具、流し台 （１）

調理台、実験台 （２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

高架水槽

揚水ポンプ

消火ポンプ

給食場用ボイラー

プール濾過機

キュービクル（フェンス工事共）

テレビのアンテナ

プールの水銀灯及びマイクジャック盤

機器類のアンカー打ち込み

受水槽、高架水槽（電極棒）

消防用地下水槽（電極棒）

消防用呼水槽（電極棒）

中継ポンプ槽（フロートスイッチ）

受水槽補給水用電磁弁

同上凍結防止ヒーター　１φ１００Ｖ

ポンプ凍結防止ヒーター　１φ１００Ｖ

外壁ガラリ（換気用ガラリ）

換気扇用外壁ガラリ（ウェザーカバー）

ドア取付け又はこれに準ずるもの

消火栓ボックス

表示灯、火災報知ベル

ポンプ起動、操作押しボタン（火報用）

防火戸、防煙シャッター

同上用感知機及び配管、配線工事

屋内、屋外雨水、排水設備工事

屋内、屋外排水設備工事（雑排水、汚水）

グリーストラップ

マット排水及び排水金物

竪樋との接続配管

厨房排水桝

洗面器、手洗器用鏡

鏡（姿見等で単独で使用するもの）

大、小便器

同上換気扇連動スイッチ

便所内手摺（洋風大便器用）

（１１） 空調室外機

ルーフドレイン及び竪樋（ＧＬまで）、化粧カバー

給湯器

（１）１１ 空調換気設備

（２）

（３）

流し台用排水トラップ

調理台、実験台

同上給水栓、コンセント

同上排水トラップ

人研ぎ流し

同上排水トラップ

洗濯機パン（排水トラップ、周囲コーキング止め金具共）

小型電気温水器

衛生設備器具、手摺、鏡等の下地補強

天井扇、換気扇（受け枠共）

（１）１２ 操作盤、二次側配管

（２）配線の接続

（３）

（１）１３ その他

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

消火ポンプ用操作盤（警報盤は電気工事）

揚水ポンプ用操作盤

中継ポンプ用操作盤

消火器（建物にかかるもの）

消火器（設備にかかるもの）

消火器ボックス（消火栓ボックス以外）

浴槽上外釜（バランス釜）

吊り戸棚に湯沸し器、コンロ台を設置する場合の不燃材の取付け

実験台、調理台の設備配管、配線用の穴明け加工

小便器節水タイマー（３Ｐプラグ共）

設備配管用天井及び床仕上材の穴明け加工

避難器具

設備取付けのため生じる配管配線接続工事（理科室、家庭科室、図工室など）

グリーストラップ

屋上緑化散水設備

電気炉電気配管配線接続工事

可動椅子設備電気配管配線工事（１次側）及び電灯工事

（１７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

（１８）

（１９）

（４）

（５）

（６）

（７）

給食場用換気フード

同上吊り下げ用補強

放送室用ダクトファン

（８） 換気扇強弱切替えスイッチ及び風量調整（インバーター制御）

（９） 室内・室外機連絡配線、リモコン配線

基礎梁、梁、壁、床等の配管用貫通スリーブ

同上ガスコック

窓付換気扇取付け用アルミパネル及びその開口

天井カセット、パッケージ天井換気扇、取付け用切込み及び補強

（１６） ステージ幕設備電気配管配線工事（１次、２次側共）

ＰＳ、ＤＳ

１階配管、配線用ピット

床、壁、天井、ピット、消防用水槽の点検口

ＯＡフロアー

（１）

別途工事

別途工事

非常用発電機

別途工事

ユニットバス、シャワーユニット

支給品とし接続は本工事

ダクト接続ファン（レンジフード、ミニキッチン、ユニットバス、シャワーユニット）

洗面化粧台

システムキッチン、ミニキッチン、ステンレス製流し台 配管接続は機械設備工事

配管接続は機械設備工事

水道設備整備納付金（６）

（６） インターネット引込み負担金（工事費は除く）

別途工事

別途工事

消防届出共

消防届出共

ダクト、ベンドキャップ、接続工事は
機械設備工事

電気工事へ支給
（取付、配線は電気工事）

既存設備の移設は別途工事

（１７） 消防通信システム設備（駆込み通報装置、端末装置、無線受令）

（１８） 出動表示板のコンクリート柱工事

■　工事区分表

○

○○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○（本体）

○

ガス漏れ警報器

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○
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DRAWING NAME

A - 0 8A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：３００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

設計概要 ・ 付近見取図 ・ 配置図

１：１５０ ２０１９・０３
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ホースリフター
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）隣地境界線（15,214）

隣
地
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（
2
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隣地境界線
（8,675）

隣地境
界線（1

0,266）

隣
地
境
界
線
（14,047）

（8,677）

（1
,7
75
）

（2
,9
05
）

隣
地
境
界
線
（5
,8
07
）

植込み

前面道路

（国道53号線）

既存水路に蓋掛け
（コンクリートスラブ＋ＳＴ製グレーチング）

既存コンクリート蓋掛け

新設フェンス：目隠しフェンス（H=1,200）

既存CB（1段）

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

新設フェンス：目隠しフェンス（H=1,200）

新設フェンス：ＵＮフェンス（H=1,200）

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

新設フェンス：ＵＮフェンス（H=1,200）

新設フェンス：ＵＮフェンス（H=1,200）

既存間知ブロック擁壁

既存積みブロック擁壁

既存積みブロック擁壁

既存CB（1段）

既存石積み擁壁

既存現場打ちコンクリート縁

量水器

集水桝（360×360×480）Ｃ種

下水公共桝

フラッグポール：アルミ製（Ｌ＝９，０００）、ロープ型
（サンポール ＦＰ－９Ｕ同等）

工事名称

工事場所

主要用途

工事種別 新築

敷地面積

用途地域

防火地域

建築面積

延床面積

０８３３０（消防分署）

都市計画区域外

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

指定なし

構造・規模

建 蔽 率

容 積 率

基 礎 庁舎棟：地盤支持、独立基礎

最高高さ

最高軒高

１，７２０．４８ ㎡

量水器

給水管

宅内給水管

宅内排水管

ＨＩＶＰ２０

ＨＩＶＰ２０

ＶＰ１００

【平均地盤面の検討】

Ａ－１２図に依り、設計ＧＬ（１３７．７０）－０．０１５＝１３７．６８５を平均地盤面とする。

久米郡久米南町上弓削１０１４-１

庁舎棟：４８７．５３㎡、駐輪場：６．１０㎡、合計：４９３．６３㎡

庁舎棟：４７２．７７㎡、駐輪場：６．１０㎡、合計：４７８．８７㎡

２８．７０ ％

２７．８４ ％

庁舎棟：鉄骨造平屋建て、駐輪場：軽量鉄骨造平屋建て

庁舎棟：１２．２９５ｍ、駐輪場：２．１７ｍ

庁舎棟：６．３２０ｍ、駐輪場：１．９９６５ｍ

消防機庫

倉庫

誕
生
寺
川

誕
生
寺
川

上弓削公民館

申請建物 ①　（庁舎棟）

耐火仕様：その他

鉄骨造平屋建て

建築面積：４８７．５３㎡

延床面積：４７２．７７㎡

軒高さ：６．３２０ｍ

最高高さ：１２．２９５ｍ

申請建物 ②　（駐輪場）

耐火仕様：その他

軽量鉄骨造平屋建て

建築面積：６．１０㎡

延床面積：６．１０㎡

軒高さ：１．９９６５ｍ

最高高さ：２．１７ｍ

■　　付近見取図

■　　設計概要

■　　配置図　　１：１５０
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設計ＧＬは１３７．７０（ＫＢＭ＋１４４ｍｍ）とする。
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④

⑤
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建設地：久米郡久米南町上弓削１０１４－１
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DRAWING NAME

A - 0 9A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 -

-

２０１９・０３

外部仕上表 ・ 共通事項 ・ 耐火防火材料リスト

認　

定　

番　

号

外　巾　木

床 外　壁 使 用 材 料 参 考 品 番 塗　装　凡　例

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント

ＧＰ グラファイトペイント

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント

特殊ＥＰ 低汚染型エマルションペイント

ＣＬ クリアラッカ－

ＶＥ 塩化ビニル樹脂エナメル

ＣＥ 塩化ゴム系エナメル

ＡＥ アクリル樹脂エナメル

Ａ－ＢＥ アクリル樹脂エナメル焼付塗装

ＵＥ ウレタン樹脂塗装

ＵＥ－ＢＥ ウレタン樹脂焼付塗装

２－ＸＥ ２液形エポキシ樹脂エナメル

２－ＵＥ 2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ

２－ＡＳＥ アクリルシリコン樹脂エナメル

２－ＦＵＥ ﾌｯ素樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装(常乾)

ＰＵ ポリウレタン樹脂塗装

下　地　凡　例

仕　上　凡　例

屋　根　葺

軒　天　井

そ　の　他

ＯＦ－１

ＯＦ－２

職員・来客Ｐ

ホース展開

スペース

ＯＦ－３玄関ポーチ

ＯＦ－４スロープ

ＯＦ－５物干し場

土間コンクリート厚１５０金こて押え

カッター目地切り（３×３０）＠１，５００内外

補強筋：Ｄ１３＠２００シングルクロス、砕石厚１００敷き

アスファルト舗装（Ａ－５－１５）

密粒度アスコン厚５０、再生クラシャラン厚１５０

土間コンクリート厚１２０金こて押え

カッター目地切り（３×３０）＠１，５００内外

補強筋：溶接金網φ６＠１５０敷き、砕石厚１００敷き

車庫前犬走り

一　般 コンクリ－ト打放し補修下地吹付タイル（複層塗材Ｅ） ＯＢ－１

一　般 ＯＷ－１

ＯＲ－１屋　根

同　上物干し場 庇

ＯＣ－１

ＯＣ－２ケイカル板厚6.0（底目）ＥＰ塗り

分署棟

車庫前

分署棟

物干し場

ＯＰ－１

ＯＰ－２

ＯＰ－３

ＯＰ－４

ＯＰ－５

ＯＰ－６

タジマ：ジニアス マーブル同等

タジマ：パーマリューム マーブル同等

タジマ：レイフラットタイル

LF-２０００同等

ABC商会：ケミクリートＥ防滑工法同等

ABC商会：カラートップＵ 同等

フクビ：プラ木レン １Ａ型同等

アイカ工業：セラール同等

調高強度軽量コンクリート製 置敷タイプ

共同カイテック：ネットワークフロア４０同等

複層ビニル床タイル

厚２．０×３００角張り

複層ビニル床シート

厚２．０張り

ＯＡフロアー厚４０

置敷ビニル床タイル

厚５．０×５００角張り

エポキシ樹脂系塗床

厚１．２（防滑工法）

防塵塗床

（コーティング工法）

プラ木レン

不燃メラミン化粧板

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-Ｒ-Ｈ

ＧＢ-Ｆ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｓｔ

ＧＢ-Ｌ

ＧＢ-Ｄ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-Ｐ

ＧＢ-Ｒ-Ｈｃ

ケイカル板

ケイカル板（Ｐ）

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＤＲ（軒天凹凸）

ＲＷ-Ｂ

ＧＷ-Ｂ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

ＳＬ

ＣＯＮ-１

ＣＯＮ-２

ＭＯＬ-１

ＭＯＬ-２

ＭＯＬ-３

ＷＦＬ

ＬＧＳ

コンクリ－ト均し

コンクリ－ト直均し仕上

モルタル金コテ押え

タイル下モルタル塗り

モルタル刷毛引き

木床組

軽量鉄骨壁・天井下地

ＧＢ-Ｒ厚９．５

ＧＢ-Ｒ厚１２．５

準不燃
ＱＭ－９８２８

不燃
ＮＭ－８６１９

●

ＧＢ-Ｄ厚９．５
準不燃
ＱＭ－０５２４

不燃
ＮＭ－９６３９

ＧＢ-Ｓ厚１２．５

●

ＤＲ厚１２．０

不燃下地
ビニ－ルクロス（防火種別 １－４）

不燃
ＮＭ-８５９９

不燃
ＮＭ－３５２２

不燃
ＮＭ-０９５０

●

●

●

ケイカル厚６．０、８．０

● ・　仕上げ材は事前に使用材料承諾願い及び見本品を提出し、監督員の承諾を得る事。

・　仕上げ材の材料・施工方法はメーカー仕様書を確認し、仕上がり面は所要の状態とする事。

・　床材の張り付けに先立ち下地表面の傷・不陸等のへこみは、ポリマーセメントペースト、

　　ポリマーセメントモルタル等により補修を行い、突起等はサンダー掛け等を行い、平滑と

　　する事。

・　鉄の亜鉛メッキは、溶融亜鉛メッキ２種ＨＤＺ５５（５５０ｇ／㎡）とし、板厚が薄い場合

　　（４．５ｍｍ以下）の場合は、板厚に適した等級とする事。（板厚が１．６ｍｍ以下の場

　　合は、電気亜鉛メッキとする事）

・　吹付け仕上げ材は、見本吹付板（４５０ｘ９００）を提出し、監督員の承諾を得る事。

・　建具、家具等の金物は、見本品を提出し、監督員の承諾を得る事。

・　外壁の設備配管貫通部分の詰めモルタルは、無収縮モルタルとする事。

・　土間下断熱材のポリスチレンフォームはＪＩＳ Ａ９５１１ Ｂ類３種ｂとする事。

・　打込み断熱材のポリスチレンフォームはＪＩＳ Ａ９５１１ Ｂ類２種ｂとする事。

・　シーリングの色については、見本品を提出し監督員の承諾を得る事。

車庫部 屋根 ＯＲ－２

ＯＦ－６
東側敷地

駐車場
砕石厚６０敷き

カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）

裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０，ゴムアスルーフィング厚１．０

野地板：木毛セメント板厚２５

カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き

（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

ケイカル板厚6.0下地

カラーＧＬ鋼板厚０．４スパンドレル張り（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）

ＯＷ－２

パラペット裏面
角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り

（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り
ＯＷ－３

一　般

金属サンドイッチパネル厚３５横張り

（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

ＶＰ１００φ（カラー）、ＳＵＳ製掴み金物＠１，２００

塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

パナソニックエアロアイアン同等

ＳＵＳ製吊金具＠６００

軒　樋

竪　樋

笠　木

玄　関

金属庇

職員通用口

金属庇

アルミ製（Ｗ＝２００）カラー

スパンドレル（防火構造）

吹付ロックウ－ル（断熱材）

耐火構造（１ｈ）
Ｈ１２建告 第１３９９号

ＰＣ０３０ＮＥ－９１０９

ＮＭ－８６０１

異種用途区画 間仕切壁
ＡＬＣ版厚１００縦張り

●

防火構造
ＰＣ０３０ＮＥ－０２４２（１）

外壁：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）
内壁ＧＢ-Ｒ厚１２．５以上

●

●
外壁：金属サイディング厚１６縦張り
（ＫＭＥＷスマートスパン同等）

不燃材料
ＮＥ－００１７

窓　庇

ＷＯＤ 木軸

ＳＬ セルフレベリング

アルミ製（Ｄ＝１，５００）、Ｌ＝２，５００（ステンカラー）

ステンカラー竪樋（４５角）、排水管カバー共

共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

アルミ製（Ｄ＝６００）、Ｌ＝１，０００（ステンカラー）

共和アルフィン ＡＦ９５同等

アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）

共和アルフィン ＡＦ９３同等

金属サイディング厚１６縦張り

（ＫＭＥＷ：シンプルシリーズ、スマートスパン柄同等）

通気胴縁（18×45）、透湿防水シート

石膏ボード

普通硬質石膏ボード

強化石膏ボード

シージング石膏ボード

構造用石膏ボード

石膏ラスボード

化粧石膏ボード

不燃積層石膏ボード

吸音用穴あき石膏ボード

吸放湿石膏ボード

珪酸カルシウム板（タイプ２）

吸音用穴あき無石綿セメント
珪酸カルシウム板
ロックウール化粧吸音板
（フラットタイプ）
ロックウール化粧吸音板
（凹凸タイプ）
ロックウール化粧吸音板
（軒天用、フラットタイプ）
ロックウール化粧吸音板
（軒天用、凹凸タイプ）

ロックウール吸音ボード

グラスウール吸音ボード

ミディアムデンシティファイバーボード

ハードボード

インシュレーションボード

セルフレベリング（セメント系）

駐輪場

小屋裏換気

ベンドキャップ

小屋裏換気ベンドキャップ：ＳＵＳ製φ１５０用

（スーパースリムフード８６２０ＳＨ・ＭＬＧ同等）

スチール製既製品

四国化成：サイクルポートＢＬＬ同等

ホースリフター

フラッグポール
アルミ製（Ｌ＝９，０００）、ロープ型

サンポール：ＦＰ－９Ｕ同等

電動式、ホース収容本数（複列２０本掛け）

流通産業(株)：ホースリフター同等

ホースリフター受鉄骨：溶融亜鉛めっき処理

磁器質タイル（１５０角）張り、段鼻タイル使用

※ 段鼻タイルは平部と色を変えること。

磁器質タイル（１５０角、ノンスリップ）張り

※ タイル色はポーチ部と色を変えること。

■　外部仕上表 ■　共通事項

■　注　記■　耐火・防火材料リスト
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２０１９・０３

記　号

下　地

仕　
　

上

塗　装

室　　名階

部　位

備　　考

廻

り

縁

額

　
　

縁

カ
ー
テ
ン
Ｂ
Ｏ
Ｘ

天井高

床 壁巾　木 天　井

CON-2

Ｆ-３

CON-2

Ｆ-４

CON-2

Ｆ-５

CON-2

Ｆ-６

CON-2

Ｆ-８Ｆ-１

防
塵
塗
床
（
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
法
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金
こ
て
押
え
（
水
勾
配
付
）

ラ
ワ
ン
合
板
厚　

　

捨
張
下
地

ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
厚　

　

張
り

5.5

1.8

－

ＦＷ-１ ＦＷ-２

－

ＦＷ-３

－

ＦＷ-４

ビ
ニ
ル
巾
木

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
全
面
補
修

畳
寄
せ
（
桧
）

LGS

Ｃ-１

LGS

Ｃ-２

LGS

Ｃ-３

Ｇ
Ｂ-

Ｄ
厚　

　

（
ジ
プ
ト
ー
ン
）
張
り

ケ
イ
カ
ル
板
厚　

　

（
底
目
）

EP

（FT） （FS） （FOA） （KS） H=75

6.0

9.5

Ｇ
Ｂ-

Ｒ
厚　

　

下
地

9.5

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
張
り

LGS

Ｗ-１

LGS

Ｗ-２

LGS

Ｗ-３

－

Ｗ-４

－

Ｗ-５

LGS

Ｗ-６

ケ
イ
カ
ル
板
厚　

　

両
面
二
重
張
り

EP

8.0

Ｇ
Ｂ-

Ｒ
厚　

　

下
地

Ｇ
Ｂ-

Ｒ
厚　

　

下
地

12.5

Ｇ
Ｂ-

Ｓ
厚　

　

下
地

12.5

外
壁
（
金
属
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
）
表
し

100

鉄
骨
胴
縁
Ｓ
Ｏ
Ｐ
塗
り

化
粧
ケ
イ
カ
ル
板
厚　

　

張
り

6.0

不
燃
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
厚　

　

張
り

3.0

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
張
り

2,700
塩ビ製

（突付）１階

内
装
制
限

＝
仕
上
下
地
共
不
燃

＝
仕
上
準
不
燃

難

＝
仕
上
難
燃

不

＝
仕
上
不
燃

準

準

不

排　

煙　

方　

式

12.5

WFL

Ｆ-７

畳
厚　

　

敷
き

55

2.0

Ｆ-９

MOL-2

ＦＷ-５

－

H=200 H=150

玄　関

2,700
塩ビ製

（突付）
準

出動準備室

5,000

2,400

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）

準

不

不車 庫

2,700会議室

（アルミ製）
自然排煙

自然排煙

事務室

複
層
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル
厚　

　

張
り

2.0

（300□）

磁
器
質
タ
イ
ル　

　

張
り

（150□）

磁
器
質
タ
イ
ル　

　

張
り

（150□）

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
塗
床
厚　

　

（
防
滑
工
法
）

1.2

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
厚　

　

（
プ
ラ
木
レ
ン
支
持
）

20

救急消毒室 2,400

2,400
塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）
不

書 庫 準

Ａ：ＳＵＳ流し台（Ｌ＝１５００）、ＳＵＳ製面台

Ｍ：ＳＰ次亜水生成装置、汚物流し、洗面器、

洗濯パン

Ａ：防火衣ロッカー、ロッカー、帽子ヘルメット掛け

桧積層材

桧積層材

桧積層材

構
造
用
合
板
厚　

　

下
地

28

（アルミ製）

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）
通 路

準

準

ロッカー置場

仮眠室 １ ～ ６
塩ビ製

（突付）
準

廊 下 2,700
塩ビ製

（突付）
準

塩ビ製

（突付）
不2,700油 庫

2,700
塩ビ製

（突付）
不

自然排煙

自然排煙

自然排煙

食堂・調理場 2,700
塩ビ製

（突付）
自然排煙準

ＳＷ脱衣室

シャワーユニット（０８１２）

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）

ユニットバス（１６１６）

塩ビ製

（突付）
準

準

準

洗面・洗濯室

脱衣室

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）

準

準

倉　庫

浴　室

ＳＷ室

Ａ：システムキッチン（Ｌ＝２１００）、ＳＵＳ製面台

Ｍ：洗面器

Ａ：トイレブース、ハンガーパイプ、ＳＵＳ製面台

Ｍ：小便器、腰掛便器、洗面器

Ａ：ＳＵＳ製面台

Ｍ：腰掛便器、洗面器、手摺多目的便所

物　入

塩ビ製

（突付）

塩ビ製

（突付）

準

準

男子ＷＣ

仮眠室 ７
塩ビ製

（突付）
自然排煙準

塩ビ製

（突付）
準前　室

Ａ：布団収納棚

Ａ：洗面化粧台、洗面用具収納庫

Ｍ：洗濯パン

Ａ：洗面用具収納庫、ＳＵＳ製面台、洗面化粧台

Ｍ：洗濯パン

Ａ：ＳＵＳ製框

Ａ：ＳＵＳ製框

桧積層材

桧積層材

桧積層材

桧積層材

桧積層材

桧積層材

桧積層材

桧積層材

2,500

2,500

2,500

2,400

～

2,500

2,400

～

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

（アルミ製）

2,800

2,800

複合倉庫

2,340

Ａ：ホース棚、タイヤ棚

Ａ：ミニキッチン（Ｌ＝１２００）、ＳＴ製パーティション

－

Ａ
Ｌ
Ｃ
版
厚　

シ
ー
ラ
ー
処
理
の
上
Ｅ
Ｐ
塗
り

鉄
部
見
掛
り
Ｓ
Ｏ
Ｐ
塗
り

モ
ル
タ
ル
金
こ
て
押
え
下
地

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
塗
床
立
上
げ

CON-2

（500□）

置
敷
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル
厚　

　

張
り

5.0

Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ー
厚　

　

下
地

40

セ
ル
フ
レ
ベ
リ
ン
グ
厚　

　

下
地

10

Ａ：消火器ＢＯＸ（消火器共）

Ａ：消火器ＢＯＸ（消火器共）

Ａ：消火器ＢＯＸ（消火器共）

Ａ：釜場ピット、消火器ＢＯＸ（消火器共）、

少量危険物表示板

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CON-2

Ｆ-２

複
層
ビ
ニ
ル
床
シ
ー
ト
厚　

　

張
り

■　内部仕上表
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DRAWING NAME

A - 1 1A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：２００

１：４００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

敷地面積求積図　　建物面積求積図

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 1.2744 × 0.4516 ÷ 2 0.2878

2 2.3664 × 0.3568 ÷ 2 0.4222

3 8.6999 × 2.4327 ÷ 2 10.5821

4 10.5514 × 1.1048 ÷ 2 5.8286

5 15.9843 × 2.9560 ÷ 2 23.6248

6 7.9706 × 0.8170 ÷ 2 3.2560

7 18.5609 × 6.2966 ÷ 2 58.4353

8 21.9531 × 5.3687 ÷ 2 58.9298

9 27.3383 × 7.9718 ÷ 2 108.9677

10 24.6316 × 3.9602 ÷ 2 48.7730

11 27.8939 × 12.5292 ÷ 2 174.7441

12 27.8939 × 13.3476 ÷ 2 186.1583

13 23.3014 × 1.2182 ÷ 2 14.1929

14 23.1735 × 0.4655 ÷ 2 5.3936

15 17.2643 × 2.9127 ÷ 2 25.1429

16 28.3866 × 19.2069 ÷ 2 272.6093

17 28.3866 × 8.4281 ÷ 2 119.6226

18 30.5678 × 10.4009 ÷ 2 158.9663

19 19.6617 × 1.5366 ÷ 2 15.1061

20 32.7334 × 9.8454 ÷ 2 161.1367

21 32.7334 × 16.3933 ÷ 2 268.3042

 合計面積 1,720.48

10,000

1
3
,0
0
0

2
7
,5
0
0

2
,8
0
0

2,000
2,000

1
0
,4
6
0

11,500

15.9843

13.3476

27.8939

27
.8
93
9

2
.9
5
6
0

0.4655

3.960
2

5.3687

8.6999

2
.4
3
2
7

6.2966

18.5609

21.9531

24.6316

19.2069

2
3
.3
0
1
4 2

3
.1
7
3
5

12
.52
92

28
.38
6628.3866

8.
42
81

1.2182

1.2744

0.
4
51
6

30.5678

32.733432.
733
4

1
0
.4
0
0
9

27
.3
38
3

7.9
71
8

16
.3
93
3

19.6617

17.2643

1.
53
66

2.
91
27

7.9706

1
0
.5
5
1
4

9.8454

1.1048

0.8
17
0

0.
35
68

2.3664

2
,0
0
0

3,048

2,000

1,000 1,000

3
,0
0
0

1,585

585 1,000

7,700 19,800 11,500 11,700 2,000 2,800 8,000 13,000

98,000

7,15014,350

①

137.70

①

137.70

②

137.70

7.15×0.20÷2＝0.715㎡

④

137.70

0.715㎡＋0.77㎡＝1.485㎡÷98.00m＝0.015m

137.70-0.015＝137.685

依って１３７．６８５を平均地盤面とする。

⑤

137.70
⑥

137.70

⑦

137.70

⑧

137.70

⑨

137.70

⑩

137.70

7.70×0.20÷2＝0.77㎡

庁舎棟

Ｂ

10.00　×　13.00

符号 計 算 式 計

延床面積建築面積

庁 舎 棟

130.00㎡ 130.00㎡ 130.00㎡

合　計

Ａ

1.00　×　13.00 13.00㎡ 13.00㎡ア

イ

Ｃ

Ｄ

2.00　×　2.80 5.60㎡ 5.60㎡ 5.60㎡

2.00　×　10.46 20.92㎡ 20.92㎡ 20.92㎡

0.585　×　3.00 1.755㎡ 1.755㎡

11.50　×　27.50 316.25㎡ 316.25㎡ 316.25㎡

487.53㎡ 472.77㎡

駐輪場棟

Ｅ

延床面積建築面積

駐輪場棟

庁 舎 棟

建築面積

延床面積

駐輪場棟

487.53㎡

472.77㎡

合　計

3.048　×　2.00 6.096㎡ 6.096㎡ 6.096㎡

6.10㎡ 6.10㎡

6.10㎡

6.10㎡ 493.63㎡

478.87㎡

■　　建物面積 求積図　　１：２００■　　敷地面積 求積図　　１：２００

■　　平均地盤面の算定　　１：２００

Ａ
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Ｂ
Ｃ

イ

Ｄ

9

21

2

15
6

19

4

20

18

17

7

8

3

10

5

1412

16

1311

1

Ｅ

③

137.50

設計ＧＬ（137.70）
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１：１００

１：２００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

法チェック図

２０１９・０３
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0

2
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室 名 室面積

採光無窓の検討　（Ａ／20）

有効採光面積（㎡）

換気無窓の検討　（Ａ／20） 排煙無窓の検討　（Ａ／50）

有効換気面積（㎡） 有効排煙面積（㎡）
必要換気面積

（㎡）
必要排煙面積

（㎡）
必要採光面積
（㎡）

事 務 室

出動準備室

室　　名 室 面 積室　　名 室　　名室　　名

車 庫

会 議 室

玄 関

事 務 室

7.30　×　3.40 24.82㎡

救急消毒室

書 庫 4.20　×　2.00

4.20　×　4.50 18.90㎡

8.40㎡

4.20　×　6.5975 27.71㎡

AW-1 1.80×1.12×2＝4.032㎡

0.865×0.40×2×2＝1.384㎡

AW-1

0.865×0.40×2×2＝1.384㎡

0.90×1.12×2＝2.016㎡ AW-1

0.865×0.40×2×2＝1.384㎡

0.90×0.14×2＝0.252㎡

室 面 積 条　　文

防火区画を貫通する配管、配電管：両側１ｍを不燃材で造り、隙間を不燃材で埋めること。

防火戸：特定防火設備（常時閉鎖式）　建具表参照のこと

建令１１２条１２項

（異種用途区画）

法３５条の２

（内装制限）

車庫：壁（不燃材）、天井（不燃材）　内部仕上表参照のこと

食堂・調理場：壁（不燃材）、天井（準不燃材）　内部仕上表参照のこと

壁：ＡＬＣ版厚１００　（耐火構造：Ｈ１２建告第１３９９号）

油 庫 1.80　×　2.00 3.60㎡

仮眠室 ２

仮眠室 ３

仮眠室 ４

仮眠室 ５

仮眠室 ６

ロッカー置場

廊 下

3.00　×　1.95

3.00　×　1.95

3.00　×　1.95

3.00　×　1.95 5.85㎡

5.85㎡

5.85㎡

5.85㎡

3.00　×　2.0825 6.25㎡

仮眠室 １

通 路

前 室 3.00　×　1.30 3.90㎡

3.00　×　1.93 5.79㎡

（2.00　×　2.80）　＋　（4.20　×　2.59） 16.48㎡

1.20　×　11.8125 14.18㎡

（1.30　×　8.60）　＋　（6.00　×　1.20）　＋　（2.25　×　1.53） 21.82㎡

複合倉庫 8.20　×　2.00 16.40㎡

仮眠室 ７ 3.00　×　2.05 6.15㎡

1.85　×　1.85 3.42㎡

男子ＷＣ

多目的ＷＣ

脱 衣 室

浴 室

ＳＷ脱衣

Ｓ Ｗ 室

（0.95　×　1.00）　＋　（1.60　×　1.85） 3.91㎡

1.60　×　1.30 2.08㎡

1.40　×　1.30 1.82㎡

3.00　×　2.05 6.15㎡

2.20　×　2.20 4.84㎡

倉 庫 3.80　×　2.20 8.36㎡

洗面・洗濯室

食堂・調理場 7.30　×　4.37 31.90㎡

物 入 0.81㎡0.95　×　0.85

（3.45　×　1.53）　＋　（1.60　×　3.38） 10.69㎡

10.00　×　11.00 110.00㎡

3.50　×　2.65 9.28㎡

（7.30　×　6.95）　＋　（3.80　×　2.65） 60.81㎡

60.81㎡ 3.05㎡

合計　5.416㎡ ≧ 3.05㎡　　∴ ＯＫ

3.05㎡

合計　3.40㎡ ≧ 3.05㎡　　∴ ＯＫ

1.22㎡

合計　1.636㎡ ≧ 1.22㎡　　∴ ＯＫ

階　数

１　階

形　式 ガラス種類符　号 床からの高さ 有効開口寸法

AW-1 引違い窓 ＋920㎜

引違い窓 ＋920㎜AW-2

AW-5 片開き窓 ＋900㎜

AW-8 引違い窓 ＋920㎜

SS-1
軽量バランス
シャッター

アルミ製スラット ±0
直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部、
又は幅７５ｃｍ以上高さ１．２ｍ以上の開口部

透明3.0＋型4.0（ペア）

透明3.0＋型4.0（ペア）

透明3.0＋型4.0（ペア）

透明3.0＋型4.0（ペア）

片引き戸 ±0強化ガラス5.0AD-1

±0

直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部、
又は幅７５ｃｍ以上高さ１．２ｍ以上の開口部

直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部、
又は幅７５ｃｍ以上高さ１．２ｍ以上の開口部

AD-3 片開き戸 透明3.0＋型4.0（ペア）

合計　15.275㎡ ≧ 451.85㎡÷30＝15.07㎡　　∴ ＯＫ

会 議 室 AW-2 0.90×0.76×2×2＝2.736㎡ AW-2 0.90×0.64×2＝1.152㎡AW-2 1.80×0.76×2×2＝5.472㎡24.82㎡ 1.25㎡ 1.25㎡

合計　5.472㎡ ≧ 1.25㎡　　∴ ＯＫ 合計　2.736㎡ ≧ 1.25㎡　　∴ ＯＫ

0.50㎡

合計　1.152㎡ ≧ 0.50㎡　　∴ ＯＫ

仮眠室 ７ AW-7 0.60×1.12×1＝0.672㎡ AW-7 0.60×0.84×1＝0.504㎡

0.60×1.12×1＝0.672㎡

AW-7 0.60×0.40×1＝0.240㎡

AW-8 0.75×0.76×2×2＝2.280㎡ AW-8 0.75×0.64×2＝0.960㎡食堂・調理場 AW-8 1.50×0.76×2×2＝4.560㎡

0.12㎡AW-5 0.60×1.12×1＝0.672㎡ AW-5 0.60×.54×1＝0.324㎡AW-5 0.60×0.40×1＝0.240㎡

0.60×1.12×1＝0.672㎡

仮眠室 １ 5.79㎡

0.30㎡ 0.30㎡ 0.12㎡AW-5 0.60×1.12×1＝0.672㎡ AW-5 0.60×.54×1＝0.324㎡

合計　0.324㎡ ≧ 0.12㎡　　∴ ＯＫ

AW-5 0.60×0.40×1＝0.240㎡

0.60×1.12×1＝0.672㎡

AW-5 0.60×1.12×1＝0.672㎡ AW-5 0.60×.54×1＝0.324㎡AW-5 0.60×0.40×1＝0.240㎡

0.60×1.12×1＝0.672㎡

仮眠室 ２ ～ ５

仮眠室 ６

5.85㎡

6.25㎡

0.29㎡

合計　0.912㎡ ≧ 0.29㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.672㎡ ≧ 0.29㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.324㎡ ≧ 0.12㎡　　∴ ＯＫ

合計　0.912㎡ ≧ 0.30㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.672㎡ ≧ 0.30㎡　　∴ ＯＫ

合計　0.912㎡ ≧ 0.32㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.672㎡ ≧ 0.32㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.324㎡ ≧ 0.13㎡　　∴ ＯＫ

6.15㎡

合計　0.912㎡ ≧ 0.31㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.672㎡ ≧ 0.31㎡　　∴ ＯＫ 合計　0.504㎡ ≧ 0.13㎡　　∴ ＯＫ

31.90㎡

0.31㎡ 0.31㎡ 0.13㎡

0.13㎡0.32㎡ 0.32㎡

0.29㎡

1.60㎡

合計　4.560㎡ ≧ 1.60㎡　　∴ ＯＫ

1.60㎡

合計　2.280㎡ ≧ 1.60㎡　　∴ ＯＫ

0.64㎡

合計　0.960㎡ ≧ 0.64㎡　　∴ ＯＫ

1.068×2.10

0.80×1.94

0.90×1.12×2

0.90×0.76×2

0.60×1.12×6

1.50×1.95

0.75×0.76×2

＝ 2.2428 ㎡

＝ 1.5520 ㎡

＝ 2.0160 ㎡

＝ 1.3680 ㎡

＝ 4.0320 ㎡

＝ 1.1400 ㎡

＝ 2.9250 ㎡

廊
下

車庫

仮眠室 １

仮眠室 ２

仮眠室 ３

仮眠室 ４

仮眠室 ５

仮眠室 ６

洗面・洗濯室

通
路

事務室

会議室

書庫

救急消毒室

出動準備室

倉庫多目的ＷＣ

ＳＷ室ＳＷ脱衣 前室

仮眠室 ７男子ＷＣ

（UB1616）

食堂・調理場

ロッカー置場

玄関

脱衣室
浴室

物入

油庫 複合倉庫

■　　部屋別 求積図　　１：１００ ■　　ＡＬＶＳ 検討表

■　　消防無窓　検討表
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DRAWING NAME

A - 1 3A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：１００

１：２００平面図 ・ 屋根伏図

２０１９・０３津山圏域消防組合久米南分署 新築工事
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異種用途区画壁：ＡＬＣ版厚１００（１Ｈ）：Ｈ１２建告１３９９号

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す

OP-2

OP-2

OP-2

OP-2

ホースリフター

住宅用火災警報器（電気設備工事）

ホースリフター

室名札（平）：パブリックサイン（200×50）同等

室名札（平、突出ピクト）：パブリックサイン（200×200）同等

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－３Ｆ－３０７－ＰＷＨ）を示す。（１０型消火器共）

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０－ＰＷＨ）を示す。（１０型消火器共）

システムキッチン（L=2100）

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．４縦葺き（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒４００角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０

ＳＰ次亜水生成装置

ＳＵＳ流し台
（L=1500）

洗面用具収納棚

物干金物
2ヶ所

笠木（ＯＰ－５）：アルミ製（Ｗ＝２００）カラー

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

呼び樋（ＯＰ－２）：ＶＰ100φ（カラー）

呼び樋（ＯＰ－２）：ＶＰ100φ（カラー）

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝２００）カラー

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝２００）カラー

玄関庇（ＯＰ－４）：アルミ製（Ｄ＝１，５００）、Ｌ＝２，５００
（ステンカラー）共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

職員通用口金属庇（ＯＰ－５）：アルミ製（Ｄ＝６００）、Ｌ＝１，０００
（ステンカラー）共和アルフィン ＡＦ９５同等

窓庇（ＯＰ－６）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９３同等

窓庇（ＯＰ－６）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９３同等

ホースリフター支柱：溶融亜鉛メッキ処理のうえＤＰ塗り

アルミ製電動オーバースライダー
防火衣ロッカー×2台

手摺

釜場ピット（300×300、H=300）

アルミ製バランスシャッター

ホース棚
（1255×571×2100）

ST製パーティション

駆け込み通報装置

防火衣ロッカー×2台

ロッカー（2台）

ミニキッチン（L=1200）
ＩＨヒーター

排気ダクト（機械設備工事）

帽子ヘルメット掛け

洗面化粧台（機械設備工事）

洗面化粧台（機械設備工事）

駐輪場：スチール製既製品
四国化成：サイクルポートＢＬＬ同等

駐輪場屋根：角波カラー鋼板製

ポーチ

仮眠室 １

仮眠室 ２

仮眠室 ３

仮眠室 ４

仮眠室 ５

食堂・調理場

仮眠室 ６

浴室

（UB1616）

洗面・洗濯室

男子ＷＣ

ＳＷ室

倉庫多目的ＷＣロッカー置場

通
路

会議室

事務室

出動準備室

車庫

書庫

前室ＳＷ脱衣

脱衣室

物入

救急消毒室

物干し場

廊
下

仮眠室 ７

油庫 複合倉庫

打合せコーナー

給湯コーナー
玄関

駐輪場

■　　屋根伏図　　1：100■　　平面図　　1：100
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社
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DRAWING NAME

A - 1 4A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：１００

１：２００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

立面図 ・ 断面図
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Ｅ３

Ｅ４ Ｅ４ Ｅ６
アルミ製電動オーバースライダー

ホースリフター

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ１５

Ｅ３

Ｅ４

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ３Ｅ３

Ｅ５

Ｅ５

Ｅ６ Ｅ６Ｅ７

Ｅ８

Ｅ９

Ｅ８Ｅ９

Ｅ９Ｅ１１

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ１２

Ｅ３

Ｅ４

Ｅ６Ｅ６

Ｅ８

Ｅ９

Ｅ３

Ｅ８

Ｅ９

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ１５ Ｅ１５

Ｅ３ Ｅ４ Ｅ３Ｅ４ Ｅ４

Ｅ３

Ｅ１６

Ｅ１６

Ｅ１６

アルミ製バランスシャッター

ホースリフター

Ｅ６

既存木製看板取付け

Ｅ１３
Ｅ８

Ｅ９

Ｅ１３

Ｅ９

Ｅ１４

駐輪場：スチール製既製品
四国化成：サイクルポートＢＬＬ同等

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ３

Ｅ４

Ｅ５

Ｅ６

Ｅ７

Ｅ８

Ｅ９

Ｅ１０

Ｅ１１

Ｅ１２

Ｅ１３

Ｅ１４

ポーチ床（ＯＦ－３）：磁器質タイル（１５０角）張り、
段鼻タイル使用

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）

外壁（ＯＷ－１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

外壁（ＯＷ－２）：金属サイディング厚１６縦張り
（ＫＭＥＷ：シンプルシリーズ、スマートスパン柄同等）

外壁（ＯＷ－３）角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

巾木（ＯＢ－１）：コンクリ－ト打放し補修下地
吹付タイル（複層塗材Ｅ）

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）
パナソニックエアロアイアン同等

竪樋（ＯＰ－２）：ＶＰ１００φ（カラー）

笠木（ＯＰ－３）:アルミ製（Ｗ＝２００）カラー

庇（ＯＰ－４）：アルミ製（Ｄ＝１，５００）、Ｌ＝３，０００
（ステンカラー）共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

庇（ＯＰ－５）：アルミ製（Ｄ＝６００）、Ｌ＝１，０００
（ステンカラー）共和アルフィン ＡＦ９５同等

庇（ＯＰ－６）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００
（ステンカラー）共和アルフィン ＡＦ９３同等

館名文字：カラーＳＵＳ箱文字厚20、
４００角（５文字）、２００角（８文字）

Ａ－１２図に依り、設計ＧＬ（１３７．７０）－０．０１５＝１３７．６８５を平均地盤面とする。

依って、庁舎棟各部の高さは図面寸法に１５㎜を加えた加えた寸法とする。

Ｅ１５

Ｅ１６
小屋裏換気ベンドキャップ：ＳＵＳ製φ１５０用
（スーパースリムフード８６２０ＳＨ・ＭＬＧ同等）

ホースリフター支柱：溶融亜鉛メッキ処理

車庫

多目的ＷＣ廊下脱衣室
洗面
洗濯室

事務室 会議室事務室 食堂・調理場

Ｓ
Ｗ
脱
衣

書庫 男子ＷＣ

■　　Ａ－Ａ　断面図　　１：１００

■　　仕上リスト

■　　北面　立面図　　１：１００ ■　　西面　立面図　　１：１００

■　　南面　立面図　　１：１００ ■　　東面　立面図　　１：１００

１００
５

１００
５

Ｘ１ Ｙ０ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５Ｘ０ Ｘ２ Ｙ１ Ｙ２

Ｘ０ Ｘ１ Ｙ０ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５

Ｘ２ Ｙ５ Ｙ４ Ｙ３ Ｙ２ Ｙ１ Ｙ０

Ｘ２

Ｘ１ Ｘ０

Ｙ１ Ｙ２

▽ ＦＬ

△ 設計ＧＬ

▽ 最高の高さ

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ ＦＬ

△ 設計ＧＬ

▽ ＦＬ

△ 設計ＧＬ

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 最高の高さ

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 最高の高さ

▽ ホースリフター天　設計ＧＬから12,280
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社
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DRAWING NAME

A - 1 5A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：１００

１：２００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

天井伏図
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ＣＢ

ＣＢ

ＣＢ

ＣＢＣＢ

ホースリフター

ＣＢ

ＣＢ

窓庇（ＯＰ－８）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９３同等

玄関庇（ＯＰ－６）：アルミ製（Ｄ＝１，５００）、Ｌ＝２，５００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

職員通用口金属庇（ＯＰ－７）：アルミ製（Ｄ＝６００）、Ｌ＝１，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９５同等

窓庇（ＯＰ－８）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９３同等

物干金物、2ヶ所

排気ダクト（機械設備工事）

レール吊材：□-100・100・2.3（L=500）

駐輪場：スチール製既製品
四国化成：サイクルポートＢＬＬ同等

スクリーンフック：ＳＵＳフレックスフックＵＪ（3ケ所）
（取付位置は現場協議による）

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

ＯＣ－１

ＯＣ－２

ＧＢ-Ｒ厚9.5下地ビニルクロス張り

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

ケイカル板厚6.0下地カラーＧＬ鋼板厚0.4スパンドレル張り

ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

符号

アルミ製横型ブランド

２

２

種　類 Ｗ　×　Ｈ

アルミ製横型ブランド

数　量 備　　考

２，０００×１，９００

２，０００×１，９００

アルミ製横型ブランド ２１，７００×１，９００

アルミ製横型ブランド ２６００×１，６２０

ボックス納まり
タチカワ：シルキー２５　ポール式  同等

ボックス納まり
タチカワ：シルキー２５　ポール式  同等

ボックス納まり
タチカワ：シルキー２５　ポール式  同等

額縁直付け
タチカワ：シルキー２５　ポール式  同等

ＢＲ-１

ＢＲ-２

ＢＲ-３

ＢＲ-４

天井点検口（450□）目地タイプを示す。

アルミ製ブラインドボックス

廊
下

通
路

事務室

ＳＷ室

出動準備室

多目的ＷＣ

ＳＷ脱衣

男子ＷＣ

食堂・調理場

車庫

ポーチ

物干し場

浴室

（UB1616）

玄関

洗面・洗濯室

ロッカー置場

救急消毒室

書庫

倉庫

物入

脱衣室

仮眠室 ７

油庫 複合倉庫

駐輪場

会議室

■　　天井伏図　　1：100

■　　仕上リスト

■　　ブラインドリスト

職員通用口

ＢＲ-１

ＢＲ-１

ＢＲ-２ ＢＲ-２

ＢＲ-３

ＢＲ-４

ＢＲ-４

ＢＲ-３

Ｃ－２

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－１
Ｃ－１

Ｃ－３

ＯＣ－１

ＯＣ－２

ＯＣ－２

ＯＣ－２

Ｃ－１

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－３ Ｃ－３

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｘ０

Ｙ０

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｘ１

Ｘ０ Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ２

Ｘ２

Ｙ０

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所
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DRAWING NAME

A - 1 6A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：４０

１：８０矩計図

２０１９・０３津山圏域消防組合久米南分署 新築工事
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LGS65

廻縁：塩ビ製（突付） アルミ製カーテンボックス

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

LGS65

軒の出部分は縦母屋：
C-100・50・20・2.3＠606

LGS19形

車庫前軒裏（ＯＣ－１）：ケイカル板厚6.0下地
カラーＧＬ鋼板厚0.4スパンドレル張り（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）

アルミ製見切り（カラー）

LGS25形

三方枠：ＳＵＳ厚2.0（ＨＬ仕上）

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え（水勾配付）

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

床（Ｆ-３）：ＯＡフロアー厚40下地置敷ビニル床タイル厚5.0張り

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０，ゴムアスルーフィング厚１．０
野地板：木毛セメント板厚２５
母屋：C-100・50・20・2.3＠606（＠1,820毎にダブル）

鼻隠し：カラー繊維混入セメントケイカル押出成形板（H=210）

軒裏（ＯＣ－２）：ケイカル板厚6.0（底目）ＥＰ塗り

軒先化粧フレーム

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え（水勾配付）

天井（Ｃ-３）：ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

壁（Ｗ-５）：ＡＬＣ版厚100シーラー処理の上ＥＰ塗り

廻縁：塩ビ製（突付）

巾木（ＦＷ-３）：コンクリート打放し全面補修

天井（Ｃ-３）：ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り廻縁：塩ビ製（突付）

巾木（ＦＷ-３）：コンクリート打放し全面補修

壁（Ｗ-４）：外壁（金属サンドイッチパネル）表し、鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

天井（Ｃ-３）：ケイカル板厚6.0
（底目）下地ＥＰ塗り

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え

LGS100

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

エプロン面戸

水上面戸

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

土台水切：カラーＧＬ鋼板厚0.5

天井LGS補強

ケラバ水切：カラーGL鋼板厚0.5

ハゼ用妻金具　@約1,000

妻用フレーム　@約1,000

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）

ライニング壁：GB-S厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

廻縁：塩ビ製（突付）

床（Ｆ-２）：複層ビニル床
シート厚2.0張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木
（H=75）

床（Ｆ-８）：パーティクルボード厚20
（プラ木レン支持）
ラワン合板厚5.5捨張下地
クッションフロア厚1.8張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5
下地ビニルクロス張り

壁（Ｗ-３）：ＧＢ-Ｓ厚12.5下地
化粧ケイカル板厚6.0張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5
下地ビニルクロス張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

壁（Ｗ-３）：ＧＢ-Ｓ厚12.5下地
化粧ケイカル板厚6.0張り

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

LGS65

廻縁：塩ビ製（突付）

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート
厚2.0張り

アルミ製電動オーバースライダー

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

軒先見切面戸

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5
下地ビニルクロス張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5
下地ビニルクロス張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5
下地ビニルクロス張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5
下地ビニルクロス張り

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝２００）カラー
捨水切り：カラーＧＬ鋼板厚0.5加工

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

軒樋（ＯＰ－１）：塩ビ製スチール芯入り（前高１６５、カラー）

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝２００）カラー
捨水切り：カラーＧＬ鋼板厚0.5加工

盛土（根切り中良質土にて）
盛土（根切り中良質土にて）

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

窓庇（ＯＰ－６）：アルミ製（Ｄ＝３００）、Ｌ＝２，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９３同等

壁（Ｗ-４）：
外壁（金属サンドイッチパネル）表し、
鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

アルミ製バランスシャッター

構造スラブ（仕様は構造図参照）
断熱材：フォームポリスチレン厚25
防湿シート：ポリエチレンフィルム厚0.15（2重）敷き
砕石厚100敷き

構造スラブ（仕様は構造図参照）
防湿シート：ポリエチレンフィルム厚0.15（2重敷き）
砕石厚100敷き

構造スラブ（仕様は構造図参照）
防湿シート：ポリエチレンフィルム厚0.15（2重敷き）
砕石厚100敷き

構造スラブ（仕様は構造図参照）
断熱材：フォームポリスチレン厚25
防湿シート：ポリエチレンフィルム厚0.15（2重敷き）
砕石厚100敷き

排気ダクト（機械設備工事）

壁（Ｗ-６）：ケイカル板厚8.0二重張り下地ＥＰ塗り

壁（Ｗ-６）：ケイカル板厚8.0
二重張り下地ＥＰ塗り

ロックウール充填

セルフレベリング厚10

床沓摺：SUS Ｌ-50・50・4（ＨＬ）

床沓摺：SUS L-40・40・5（HL）

LGS頭繋ぎ：□-100・100・2.3

天井LGS受け：C-100・50・20・2.3＠900

竪樋：VP100φ（カラー）、SUS製掴み金物＠1,200

外巾木（ＯＢ－１）：コンクリ－ト打放し補修下地吹付タイル（複層塗材Ｅ）

土台水切：カラーＧＬ鋼板厚0.5

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

タイトフレーム

レール吊材：□-100・100・2.3

レール吊材：□-100・100・2.3

外周部は断熱材、防湿シートを250㎜立下げること

外周部は断熱材、防湿シートを250㎜立下げること

※ 共通仕様

・ 車庫・油庫・複合倉庫以外の部分で外気に面する外壁面は、断熱材（グラスウール厚50、24kg/㎡）を充填すること。

・ 車庫・油庫・複合倉庫以外の部分で、土間が取合う熱橋部（地中梁部）は土間断熱材、防湿シートを２５０㎜立下げること。

事務室

車庫

車庫

食堂・調理場洗面・洗濯室脱衣室男子ＷＣ廊下多目的ＷＣ

書庫

ＳＷ脱衣
複合倉庫

■　　Ａ－Ａ　矩計図　　１：４０

■　　Ｂ－Ｂ　矩計図　　１：４０

Ａ部　詳細図　　１：10

100
5

100
5

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

△ 現状ＧＬ（平均：137.50）

Ｘ１ Ｘ２

Ｙ０Ｙ１Ｙ２Ｙ３Ｙ４Ｙ５

Ｘ０

▽ ＦＬ

▽ 最高の高さ

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 設計ＧＬ

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ ＦＬ

▽ 最高の高さ

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 設計ＧＬ

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 事務所部パラペット天
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津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

断面詳細図 １
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ここまで床（複層ビニル床タイル厚2.0（300角）張り）で仕上げること。

壁（Ｗ-５）：ＡＬＣ版厚100シーラー処理の上ＥＰ塗り

天井（Ｃ-３）：ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75） 巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

壁（Ｗ-５）：ＡＬＣ版厚100シーラー処理の上ＥＰ塗り

壁（Ｗ-４）：外壁（金属サンドイッチパネル）表し

胴縁：ＳＯＰ塗り
雨押え：カラーＧＬ鋼板厚0.5加工

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

異種用途区画壁：ＡＬＣ版厚100

LGS65

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0
（300角）張り 床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート

厚2.0張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地
ビニルクロス張り

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

床（Ｆ-８）：パーティクルボード厚20（プラ木レン支持）
ラワン合板厚5.5捨張下地
クッションフロア厚1.8張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5下地ビニルクロス張り

軒裏（ＯＣ－２）：ケイカル板厚6.0（底目）ＥＰ塗り

ボーダー
：カラーGL鋼板厚0.5加工

ボーダー
：カラーGL鋼板厚0.5加工

軒裏（ＯＣ－２）：ケイカル板厚6.0
（底目）ＥＰ塗り

アルミ製スクリーンボックス

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

柱：桧（120×120）

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

鋼製束

大引：桧（105×105）

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

鴨居：桧（120×45）

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

鋼製束

廻縁：塩ビ製（突付）

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り 天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

巾木（ＦＷ-４）：畳寄せ（桧）
床（Ｆ-７）：構造用合板厚28下地
畳厚55敷き

45×45
大引：桧（105×105）

巾木（ＦＷ-４）：畳寄せ（桧）

床（Ｆ-７）：構造用合板厚28下地
畳厚55敷き 敷居：桧（120×45）

土台：桧（105×105）
アンカーボルト：Ｍ12（L=300）＠1,500

土台下均しモルタル

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え

巾木（ＦＷ-３）：コンクリート打放し全面補修

天井（Ｃ-３）：ケイカル板厚6.0
（底目）下地ＥＰ塗り

胴縁：ＳＯＰ塗り

LGS100

壁（Ｗ-４）：外壁（金属サンドイッチパネル）
表し

胴縁：ＳＯＰ塗り

壁（Ｗ-６）：ケイカル板厚8.0
二重張り下地ＥＰ塗り

外壁（ＯＷ－２）：金属サイディング厚１６縦張り
（ＫＭＥＷ：シンプルシリーズ、スマートスパン柄同等）

横胴縁：桧（45×18）＠600
透湿防水シート張り

巾木（ＦＷ-２）：モルタル金こて押え下地エポキシ樹脂系塗床立上げ（H=200）

桝、グレーチング（機械設備工事）

床（Ｆ-４）：コンクリート（金）下地
エポキシ樹脂系塗床厚1.2（防滑工法）

Ｗ-３：ＧＢ-Ｓ厚12.5下地化粧ケイカル板厚6.0張り

この間仕切りは野地板まで塞ぐこと

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

ラワン合板厚5.5張り

框：桧（100×120） 2-UC塗り

車庫 ロッカー置場 ロッカー置場会議室車庫 救急消毒室

廊下

仮眠室 ３ 仮眠室 １ 仮眠室 ２

浴室

（UB1616）

仮眠室 ３

脱衣室 洗面・洗濯室

通路

油庫 複合倉庫

■　　ロッカー置場　断面詳細図　　１：３０

■　　仮眠室　断面詳細図　　１：３０ ■　　脱衣室・浴室（1616）　断面詳細図　　１：３０

Ａ部ケラバ　断面図　　１：３０

■　　タイヤ置場・救急消毒室　断面詳細図　　１：３０

Ａ

Ｘ０ Ｘ１Ｙ０Ｘ１

Ｘ１

Ｙ０

Ｘ２Ｙ０ Ｙ１

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 最高の高さ

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水下）

▽ 車庫部軒高さ（水上）

▽ 最高の高さ

▽ ＦＬ

▽ 設計ＧＬ

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部パラペット天

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ ＦＬ

▽ 設計ＧＬ

▽ 仮眠室タタミ天
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津山圏域消防組合久米南分署 新築工事
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最寄の構造体へ接続

: コーキング

≪必ず施工すること≫

Ｓ材（先端化粧材）

下地補強鋼材（2L-75・75・6）

吊元カバー（上）

吊元レール

Ｍ１０×７５Ｌ

カバー止め金具

4φｘ１３ビス

4φｘ１３ビス

ビスカバー

排水口：50ｘ33

軒とい

落し口 ４０

ツバ部にコーキング塗布の上取付

端部フタ

（樹脂製）

Ｓ材

コーキング

コーキング

発泡パネル

アルミ板

スチール下地

アルミ板

Ｍ10ボルト・ナット

座金50×100×6t

竪樋（土間取り合い部には排水管カバーを設けること）

ヨコ：D10＠200
タテ：3-D10

トップ：1-D13

タテ、ヨコ：D10＠200

捨コンクリート厚50
砕石厚100敷き

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

床（ＯＦ－３）：磁器質タイル（１５０角）張り、段鼻タイル使用

スロープ床（ＯＦ－４）：磁器質タイル（１５０角、ノンスリップ）張り 床（ＯＦ－３）：磁器質タイル（１５０角）張り、段鼻タイル使用

スロープ手摺：ＳＵＳφ38（ＨＬ仕上）

中柱：ＳＵＳφ32（ＨＬ仕上）

手摺埋込み（L=150）
手摺取付け後モルタル充填

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5下地ビニルクロス張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

巾木（ＦＷ-１）：ビニル巾木（H=75）

天井（Ｃ-２）：ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

天井断熱材：ＧＷ厚50（24kg/㎡）

玄関金属庇（ＯＰ－４）：アルミ製（Ｄ＝１，５００）、Ｌ＝２，５００（ステンカラー）
ステンカラー竪樋（４５角）、排水管カバー共
共和アルフィン ＡＤ-Ｒ同等

職員通用口金属庇（ＯＰ－５）：アルミ製
（Ｄ＝６００）、Ｌ＝１，０００（ステンカラー）
共和アルフィン ＡＦ９５同等

巾木（ＦＷ-５）：磁器質タイル（150角）張り
ケイカル板厚6.0下地

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ミニキッチン（L=1200）
ＩＨヒーター

床（Ｆ-３）：ＯＡフロアー厚40下地置敷ビニル床タイル厚5.0張り

セルフレベリング厚10
沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

床（Ｆ-８）：パーティクルボード厚20（プラ木レン支持）
ラワン合板厚5.5捨張下地
クッションフロア厚1.8張り

天井（Ｃ-１）：ＧＢ-Ｒ厚9.5
下地ビニルクロス張り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地
ビニルクロス張り

床（Ｆ-９）：磁器質タイル（150角）張り
タイル下モルタル塗り下地

ポーチ玄関

廊下 ＳＷ室ＳＷ脱衣 前室 仮眠室 ７廊下

給湯コーナー出動準備室 事務室

■　　Ａ－Ａ矢視図　　１：３０

■　　玄関廻り　断面詳細図　　１：３０

■　　職員通用口廻り　断面詳細図　　１：３０

玄関庇 詳細図　　S=1:5

■　　ＳＷ室廻り　断面詳細図　　１：３０

通用口金属庇 詳細図　　S=1:5

側面

断面

平面

Ａ

Ａ

Ｍ１０＠４００

Ｙ３Ｘ２

Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ ＦＬ

▽ 設計ＧＬ

▽ ＦＬ

▽ 設計ＧＬ

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）

▽ ＳＷ室ＦＬ

▽ 事務所部軒高さ（水上）

▽ 事務所部軒高さ（水下）
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DRAWING NAME

A - 1 9A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：４０

１：８０

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

平面詳細図　１

２０１９・０３
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Ｊoint Ｊoint

異種用途区画壁：ＡＬＣ版厚１００（１Ｈ）：Ｈ１２建告１３９９号

特記なき限り、壁LGSは６５形とする。

Ｊoint
外壁の縦目地位置を示す。
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目地切り：コンクリートカッター（4×25）

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－３Ｆ－３０７－ＰＷＨ）

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０－ＰＷＨ）

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え（水勾配付）

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

床（Ｆ-９）：磁器質タイル（150角）張り

目地切り：コンクリートカッター（4×25）

床（Ｆ-３）：コンクリート直均し下地
エポキシ樹脂系塗床厚1.2（防滑工法）

ＳＰ次亜水生成装置

ＳＵＳ流し台（L=1500）

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

点線は布基礎を示す

アルミ製電動オーバースライダー

床（Ｆ-９）：磁器質タイル（150角）張り

壁（Ｗ-５）：ＡＬＣ版厚100シーラー処理の上ＥＰ塗り

防火衣ロッカー×２台

防火衣ロッカー×２台

床（Ｆ-５）：コンクリート金こて押え

手摺：ＳＵＳ製φ40（ＨＬ仕上）

ＯＷ-２部
横胴縁：C-100・50・20・2.3＠606

釜場ピット
（300×300、H=300）

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え

床（Ｆ-６）：コンクリート金こて押え

ホースリフター

LGS100

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－３Ｆ－３０７－ＰＷＨ）

LGS100

アルミ製バランスシャッター

ホース棚
（1255×571×2100）

ST製パーティション

ミニキッチン（L=1200）

ＯＷ-２部
横胴縁：C-100・50・20・2.3＠606

排気ダクト（機械設備工事）

ロッカー（2台）

ＯＷ-１部
縦胴縁：C-100・50・20・2.3＠1,000

ＯＷ-１部
縦胴縁：C-100・50・20・2.3＠1,000

LGS100

床（Ｆ-３）：セルフレベリング厚10下地
ＯＡフロアー厚40下地置敷ビニル床タイル厚5.0張り

床沓摺：SUS L-40・40・5（HL）

床沓摺：SUS Ｌ-50・50・4（ＨＬ）

レール吊材：□-100・100・2.3（L=500）

物干し金物（2ヶ所）
川口技研：ホスクリーンZP-104同等

帽子ヘルメット掛け

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

額縁：桧積層材（150×20） CL塗り

三方枠：桧集成材（115×40） CL塗り

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

段鼻タイル（平部と色を変えること）

磁器質タイル（１５０角、ノンスリップ）張り
※ タイル色はポーチ部と色を変えること。

ロッカー置場

書庫

出動準備室

車庫

会議室

事務室

倉庫多目的ＷＣ

ポーチ

油庫 複合倉庫

打合せコーナー

給湯コーナー

救急消毒室

玄関

駐輪場

■　　平面詳細図　１　　１：４０
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DRAWING NAME

A - 2 0A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：４０

１：８０

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

平面詳細図　２

２０１９・０３

※ 上記の床組木材は木材防腐剤塗とする。
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異種用途区画壁：ＡＬＣ版厚１００（１Ｈ）：Ｈ１２建告１３９９号

特記なき限り、壁LGSは６５形とする。

Ｊoint
外壁の縦目地位置を示す。
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流し：壁：GB-S厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り
面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

システムキッチン（L=2100）

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0（300 □）張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工
（120×25）ＨＬ仕上

床（Ｆ-８）：パーティクルボード厚20（プラ木レン支持）
ラワン合板厚5.5捨張下地
クッションフロア厚1.8張り

框：ＳＵＳ厚1.5（50×100）
ＨＬ仕上

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

洗面用具収納棚

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

床（Ｆ-８）：
パーティクルボード厚20（プラ木レン支持）
ラワン合板厚5.5捨張下地
クッションフロア厚1.8張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工
（120×25）ＨＬ仕上

面台：ＳＵＳ厚1.5加工
（120×25）ＨＬ仕上

床（Ｆ-７）：ラワン合板厚12下地
畳厚55敷き

床（Ｆ-１）：複層ビニル床タイル厚2.0（300角）張り

土台：桧（105×105）

框：ＳＵＳ厚1.5
（50×100）ＨＬ仕上

消火器ＢＯＸ
（ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０－ＰＷＨ）

大引：桧（105×105）

鋼製束

付柱：桧（105×30）

LGS65 柱：桧（120×120）

柱：桧（120×120）

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

際根太：桧（45×45）

床（Ｆ-２）：複層ビニル床シート厚2.0張り

アンカーボルト：Ｍ12（L=300）＠1,500

洗面化粧台（機械設備工事）

洗面化粧台（機械設備工事）

沓摺：ＳＵＳ厚2.0
（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0
（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0
（40×20）ＨＬ仕上

沓摺：ＳＵＳ厚2.0
（40×20）ＨＬ仕上

框：桧（100×120） 2-UC塗り

額縁：桧積層材（150×20） CL塗り

額縁：桧積層材（150×20） CL塗り

三方枠：桧集成材（115×40） CL塗り

全ての柱に取付く照明スイッチ及び配線は柱に埋込とし、
配線部分は埋木処理とすること。

食堂・調理場

男子ＷＣ

洗面・洗濯室

ＳＷ室

（SY0812）

ＳＷ脱衣

廊
下

廊下

通
路

仮眠室 ２

仮眠室 ３

仮眠室 ４

仮眠室 ５

倉庫

ロッカー置場

多目的ＷＣ

打合せコーナー

物干し場

車庫
出動準備室

玄関

物入

仮眠室 ６

浴室

（UB1616）

仮眠室 １

脱衣室

仮眠室 ７

■　　平面詳細図　２　　１：４０

■　　仮眠室　床伏図　　１：４０
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洗面用具収納棚

布団収納棚
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 2 1A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

展開図 １　（玄関、事務室、会議室、救急消毒室、書庫）
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アルミ製カーテンボックス

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

ＳＵＳ流し台（L=1500）

塩ビ製コーナーガード

アルミ製カーテンボックスアルミ製カーテンボックス

掲示板：シナ合板厚5.5下地マキシラン張り

室名札（平）200×50

アルミ製カーテンボックス

消火器ＢＯＸ（ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０－ＰＷＨ）

塩ビ製コーナーガード

室名札（平）200×50 室名札（平）200×50

ミニキッチン（L=1200）

駆込み通報装置（別途）

見切り縁：桧集成材（20×25） CL塗り

壁

巾木

天井

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

壁

巾木

床

天井 ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

エポキシ樹脂系塗床厚1.2（防滑工法）

会議室

救急消毒室

壁

巾木

天井

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ビニル巾木（H=75）

事務室

壁

巾木

床

天井

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

書庫

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床シート厚2.0張り

壁

巾木

床

天井 ＧＢ-Ｒ厚9.5下地ビニルクロス張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

磁器質タイル（150角）張り

磁器質タイル（150角）張り

玄関

モルタル金こて押え下地
エポキシ樹脂系塗床立上げ（H=200）

床
セルフレベリング厚10下地
ＯＡフロアー厚40下地
置敷ビニル床タイル厚5.0張り

ＧＢ-Ｓ厚12.5下地化粧ケイカル板厚6.0張り

床

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床タイル厚2.0張り

廊下 書庫

事務室

車庫

玄関

ポーチ 会議室

給湯コーナー 出動準備室

事務室
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綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 2 2A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

展開図 ２　（出動準備室、車庫）
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ＡＬＣ版厚　シーラー処理の上ＥＰ塗り

ＡＬＣ版厚　シーラー処理の上ＥＰ塗り

外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ、金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ）表し

鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

鉄骨見え掛り ＳＯＰ塗り

鉄骨見え掛り ＳＯＰ塗り 鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ、金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ）表し

鉄骨胴縁ＳＯＰ塗り

鉄骨見え掛り ＳＯＰ塗り

室名札（平）200×50

室名札（平）200×50

ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り

防火衣ロッカー×２台 ロッカー（2台）

防火衣ロッカー×２台

帽子ヘルメット掛け

壁

巾木

床

天井

ビニル巾木（H=75）

出動準備室

ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

防塵塗床（コーティング工法）

天井

車庫

ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

巾木

床

壁

コンクリート打放し全面補修

コンクリート金こて押え（水勾配付）

外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ、金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ）表し
ＡＬＣ版厚　シーラー処理の上ＥＰ塗り
ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り

事務室

救急消毒室 出動準備室

外部

ロッカー置場

車庫

複合倉庫油庫

事務室
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油　　庫 救急消毒室
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DRAWING NAME

A - 2 3A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

展開図 ３　（タイヤ置場、油庫、資材置場、廊下）
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消火器ＢＯＸ
（ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０－ＰＷＨ）

ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り外壁（金属サイディング）表し 外壁（金属サイディング）表し

外壁（金属サイディング）表し

外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ）表し 外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ）表し

ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り

ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り

ホース棚

ホース棚

ＡＬＣ版厚　シーラー処理の上ＥＰ塗り

壁

巾木

床

天井 ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

コンクリート打放し全面補修

壁

巾木

床

天井 ケイカル板厚6.0（底目）下地ＥＰ塗り

外壁（金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ、金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ）表し
ケイカル板厚8.0両面二重張り下地ＥＰ塗り

コンクリート打放し全面補修

コンクリート金こて押え

壁

巾木

床

天井

ロッカー置場・通路

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床タイル厚2.0張り

壁

巾木

床

天井

廊下

ＧＢ-Ｒ厚9.5下地ビニルクロス張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床シート厚2.0張り

油庫

コンクリート金こて押え

複合倉庫

外壁（金属サイディング）表し
ケイカル板厚８．０両面二重張り下地ＥＰ塗り
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DRAWING NAME

A - 2 4A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

展開図 ４　（仮眠室１～６、前室、仮眠室７）
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柱：桧（120×120）
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框：桧（100×120） ＰＵ塗り
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壁

巾木

床

天井 ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

仮眠室 １～６

畳寄せ（桧）

構造用合板厚28下地畳厚55敷き

壁

巾木

床

天井 ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

前室

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床シート厚2.0張り

壁

巾木

床

天井 ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

ビニル巾木（H=75）

複層ビニル床シート厚2.0張り

仮眠室 ７

廊下

仮眠室 ２～６

仮眠室 ６ 仮眠室 １～５

仮眠室 １

仮眠室 ６ 仮眠室 ５ 仮眠室 ４ 仮眠室 ３ 仮眠室 ２ 仮眠室 １

廊下

仮眠室 ７

廊下

前室

Ｃ 面 Ｃ 面Ｂ 面

Ａ 面Ｄ 面

Ｃ 面

Ｄ 面

Ｄ 面Ｃ 面

Ａ 面

Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面

Ａ 面

Ｂ 面

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

OPEN

OPEN OPEN OPEN OPEN OPEN OPEN

OPEN

Ｙ０Ｙ１Ｙ２

Ｙ２Ｙ０

Ｘ１

Ｘ１Ｙ１

Ｘ１ Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２

Ｘ１

Ｘ２Ｘ１

Ｘ２

Ｙ２

Ｙ２ Ｘ２ Ｘ２

▽ ＦＬ

▽ ＦＬ

▽ ＦＬ

▽ ＦＬ



NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

２０１３・０２ A - 2 5A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

展開図 ５　（食堂・調理場、洗面・洗濯室、脱衣室、ＳＷ脱衣室、男子ＷＣ）
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システムキッチン（L=2100）

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り

塩ビ製見切縁

アルミ製カーテンボックス
アルミ製カーテンボックス

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地不燃メラミン化粧板厚3.0張り

面台：ＳＵＳ厚1.5加工
（120×25）ＨＬ仕上

面台：ＳＵＳ厚1.5加工
（120×25）ＨＬ仕上
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塩ビ製見切縁
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NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 2 6A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：５０

１：１００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

展開図 ６　（倉庫・多目的ＷＣ・物入）
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物入

ＧＢ-Ｄ厚9.5（ジプトーン）張り

ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り ＧＢ-Ｓ厚12.5下地化粧ケイカル板厚6.0張り

手摺の取付く部分にはPL-2.3の補強を設けること。
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１：１００

１：２００

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

建具符号図

２０１９・０３

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

A - 2 7

凡　例

鋼製建具　

アルミ製建具

木製建具

特記なき仕様は鋼板t=1.6、枠t=2.3とし下枠はｽﾃﾝﾚｽ製t=1.5とし枠見込み幅に合わす｡

耐風圧強度：Ｓ－５　気密性：Ａ－３　水密性：Ｗ－４

カラーアルミ（陽極酸化皮膜の後二次電解着色）

特記なき限り４周アングルピースとし外部には水切を設ける。

網戸の框材は本体建具框と同じ材質のアルミ製とする。　ネットは１８Ｘ１４メッシュ張りとする。

面格子は４周枠アルミ製としＬブラケット取り付け型とする

特記なき限り硝子止めはポリサルファイド系シーリングとする。

延焼のおそれのある部分の範囲内の建具は全て甲種防火戸又は乙種防火戸仕様とする。

仕様及び金物は特記に依る。

寸法決定は施工図提出時監督係員と打ち合せの上決定すること。

ＦＬ　　

Ｆ　　　

ＰＷ

ＦＷ

ＴＧ　　

：フロ－トガラス

：型板ガラス

：網入り磨き板ガラス

：網入型板ガラス

：強化ガラス

：ペアーガラス

ＨＧ　　

ＨＷＧ　

ＲＧ　　

ＲＷＧ　

ＨＲＧ　

：熱線吸収ガラス

：網入熱線吸収ガラス

：熱線反射ガラス

：網入熱線反射ガラス

：高性能熱線反射ガラス

ガ　ラ　ス

沓　　摺 ステンレス　２．０ｔ

沓摺　（Ｂ）：ステンレス４０＊２０＊２

沓摺　（Ｃ）： ステンレスＦＢ

沓摺　（Ｄ）：ステンレス　２．０ｔ

沓摺　（Ａ）：

ＰＧ　　

マスターキー製作範囲を示す　

ポーチ

仮眠室 １

仮眠室 ２

仮眠室 ３

仮眠室 ５

食堂・調理場

仮眠室 ６

浴室

（UB1616）

ＳＷ室

倉庫ロッカー置場

事務室

出動準備室

車庫

前室ＳＷ脱衣

物入

救急消毒室
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多目的ＷＣ

廊
下

脱衣室

洗面・洗濯室
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通
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仮眠室 ４

書庫

油庫 複合倉庫

打合せコーナー
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会議室

玄関

■　　建具符号図　　１：１００
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ＣＨＥＣＫ

A1 SCALE

A3 SCALE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 １：５０、１：１００ ２０１９・０３

建具表　１ １：１００、１：２００
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FIX

FIX

FIX

FIX

振止め

衝突防止マーク 衝突防止マーク マジカルテンキーユニット

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

錠・引手

錠・引手

錠・引手

備 考

ガ ラ ス

金 物

仕 上

種 類

種 類

仕 上 見 込

金 物

錠・引手

ガ ラ ス

備 考

種 類

見 込仕 上

金 物

ガ ラ ス

備 考

種 類

仕 上 見 込

金 物

ガ ラ ス

備 考

符 号

数 量

室 名
符 号

数 量

室 名
符 号

数 量

室 名
符 号

Ｆ ： 型板ガラス

ＦＬ ： フロート板ガラス

： 網入り型板ガラスＦＷ

ＰＷ

： 熱線吸収板ガラスＧＢ・ＦＬ

： 熱線反射ガラスＨＢ・ＦＬ

： 強化ガラスＴＧ

： 型板強化ガラスＦＴＧ

ＧＢ ： 熱線吸収反射ガラス： 網入り磨き板ガラス

数 量

室 名

見 込

－

１

タイヤ置場

アルミ製バランスシャッター

標準色

１

枠：195、扉：40

自閉装置、ガイドローラー

三和シャッター：スムードＳ同等

スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋無し）

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）

１

多目的ＷＣ

枠：195、扉：40

ＳＵＳ製引き棒（L=600）、表示錠（非常開錠付）

三和シャッター：スムードＳ同等

スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋無し）

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）

ＳＵＳ製引き棒（L=600）

出動準備室

耐風型ガイドレール、シャッターケース

シャッター錠、水圧開放装置

１

救急消毒室

ＳＵＳ製引き棒（L=600）

枠：315、扉：40

自閉装置、ガイドローラー

スチール製片引きフラッシュ戸（戸袋無し）

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）

１

車庫

－標準色

アルミ製電動オーバースライダー（ハイリフト型）

明かり窓（アクリル厚3.0）

パニックドアハンドル、レバーハンドル

枠：110、扉：45

ロッカー置場

１

スチール製片開きフラッシュ戸

出動準備室

１

枠：210、扉：45

スチール製両開きフラッシュ戸

ＳＵＳ製丁番（３枚吊り）、ＳＵＳ製沓摺（Ｄ）、ＤＣ（ストップなし）

枠：165、扉：40

握り玉付シリンダー本締り錠（ＳＴ付）

１

油庫

スチール製片開きフラッシュ戸（ガラリ付）

防火設備
H12建告第1369号

枠：165、扉：40

握り玉付シリンダー本締り錠（ＳＴ付）

１

救急消毒室

１

車庫

ステンカラー ７０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

カムラッチ

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

ステンカラー ７０

アルミ製固定ガラリ

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

ＲＣ枠、防虫網（ＳＵＳメッシュ）

１

複合倉庫

スチール製片開きフラッシュ親子戸（ガラリ付）

ステンカラー ７０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

２

アルミ製引違い段窓

クレセント

食堂・調理場

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

１

ステンカラー ７０

アルミ製引違い窓

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

クレセント

ロッカー置場

１

前室

ステンカラー ７０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

カムラッチ

アルミ製横辷り出し窓

ステンカラー ７０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

アルミ製片開き窓＋ＦＩＸ段窓

カムラッチ

ステンカラー ７０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

アルミ製片開き窓＋ＦＩＸ段窓

カムラッチ

６

仮眠室 １～６

１

ステンカラー ７０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０

通路

アルミ製引違い窓

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

クレセント

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ） ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ） ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

２

仮眠室 ７、倉庫

ステンカラー ７０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

２

会議室

アルミ製引違い段窓

クレセント

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

ステンカラー ７０

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切り

２

事務室

アルミ製引違い窓＋ランマ排煙外倒し窓（２連）

クレセント、排煙オペレーターハンドル

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

１

職員通用口

ステンカラー ７０

ＲＣ枠

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁

１

ステンカラー ７０

ＲＣ枠

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁

食堂・調理場

アルミ製片開きフラッシュ戸

レバーハンドル付本締りシリンダー錠（ＳＴ付）

１

ステンカラー ７０

洗面・洗濯室

アルミ製片開きフラッシュ戸、片袖引違い窓

レバーハンドル付シリンダー本締り錠（ＳＴ付）、クレセント

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、水切

ＲＣ枠、網戸（ＳＵＳメッシュ）

ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０

レバーハンドル付電気錠（ＳＴ付）、電気錠操作盤、マジカルテンキーユニット、制御器

ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０ ＦＬ３．０＋Ａ６＋Ｆ４．０

ステンカラー １００

１

玄関

ＴＧ５．０

ステンカラー １００

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁

１

アルミニウム製片引き自動ドア、片側ランマＦＩＸ窓

エンジン装置、ＳＵＳ製ガイドレール

ＴＧ５．０

ＳＹＳＴＥＭＡ３１ｅ　ＲＣ枠　自動ドア（一般スライド）エンジン外付同等

電気錠（信号にてフランス落しでロック）、電気錠操作盤、タッチ式スイッチ

事務室

パニックドアハンドル、レバーハンドル付シリンダー錠（ST付）

三和シャッター工業：ファイヤードⅡ同等

溶融亜鉛めっき鋼板厚1.6 メラミン焼付塗装（指定色）溶融亜鉛めっき鋼板 メラミン焼付塗装（指定色）溶融亜鉛めっき鋼板 メラミン焼付塗装（指定色）

溶融亜鉛めっき鋼板 メラミン焼付塗装（指定色） 溶融亜鉛めっき鋼板 メラミン焼付塗装（指定色）

特定防火設備（常閉）
ＥＡ－０３１５号

溶融亜鉛めっき鋼板厚1.6 メラミン焼付塗装（指定色）

特定防火設備（常閉）
H12建告第1369号

ＳＵＳ帳丁番（3枚吊り）、ＳＵＳ沓摺（Ａ）、ＤＣ（ストップなし）、ＳＴ製ガラリ（シャッター付）

溶融亜鉛めっき鋼板 メラミン焼付塗装（指定色）

ＤＣ（ストップ付）、ＳＵＳ製沓摺（Ａ） ＤＣ（ストップ付）、ＳＵＳ製沓摺（Ａ）

ＳＵＳ帳丁番（3枚吊り）、ＳＵＳ沓摺（Ａ）、ＤＣ（ストップ付）、ＳＴ製ガラリ

ＳＵＳ製丁番（３枚吊り）、ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）、ＤＣ（ストップなし）

アルミニウム製片引きドア（自閉）、片側ランマＦＩＸ窓

シリンダー鎌錠（ＳＴ付）、ＳＵＳ製引き棒（L=600）

ＡＰ、外部面三方アルミ額縁、自閉装置

ＥＸＩＭＡ ５１ｅ ＲＣ枠 ハンガー引戸 重量タイプ同等

自閉装置、ガイドローラー、アルミ製ガラリ（400×250）

ＴＧ５．０ ＴＧ５．０ Ｆ４．０

アルミ製片開き框戸

ＤＣ（ストップ付）、ＳＵＳ製沓摺（Ａ）

ＳＵＳ製三方枠（W=175）

三和シャッター：特定防火設備タイプ同等

電動装置、埋込型スイッチボックス、障害物検知装置、ＳＵＳ製三方枠（W=475）

開信号無電圧（2C-0.75）を出動指令卓から開閉機へ送る

アルミ製上げ下げ窓

ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＦＬ３．０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＦＬ３．０ ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＦＬ３．０ ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＦＬ３．０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＦＬ３．０

ＦＬ３．０＋Ａ６＋ＰＷ６．８

開閉スイッチ、リモコン（３ヶ）、手動式開閉チェーン
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▽ 外部アルミ製額縁 ▽ 外部アルミ製額縁
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１

部屋番号カッティングシート張り

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

錠・引手

錠・引手

錠・引手

備 考

ガ ラ ス

金 物

見 込仕 上

種 類

種 類

仕 上 見 込

金 物

錠・引手

ガ ラ ス

備 考

種 類

見 込仕 上

金 物

ガ ラ ス

備 考

種 類

仕 上 見 込

金 物

ガ ラ ス

備 考

数 量

室 名
符 号

数 量

室 名
符 号

数 量

室 名
符 号

数 量

室 名
符 号

Ｆ ： 型板ガラス

ＦＬ ： フロート板ガラス

： 網入り型板ガラスＦＷ

ＰＷ

： 熱線吸収板ガラスＧＢ・ＦＬ

： 熱線反射ガラスＨＢ・ＦＬ

： 強化ガラスＴＧ

： 型板強化ガラスＦＴＧ

ＧＢ ： 熱線吸収反射ガラス： 網入り磨き板ガラス

１

会議室

３６

１

ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

書庫

木製片引きフラッシュ戸

ＳＵＳ製舟底引手

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

１

前室

ＳＵＳ製舟底引手、シリンダー本締り鎌錠（ＳＴ付）

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

ＳＵＳ製舟底引手

１

仮眠室 ７

１

３６

木製片開きフラッシュ親子戸

ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

３６ポリ合板

Ｆ４．０

洗面・洗濯室

木製片開きフラッシュ戸

レバーハンドル付空錠、フランス落し

レバーハンドル付空錠

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

ＳＵＳ製舟底引手

脱衣室

２

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

ＳＵＳ製舟底引手

１

男子ＷＣ

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

１

ＳＷ脱衣室

ＳＵＳ製舟底引手、表示錠（ＳＴ、非常開錠付）

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

１

倉庫

ＳＵＳ製舟底引手、シリンダー本締り鎌錠（ＳＴ付）

３６ポリ合板

Ｆ４．０

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

ＳＵＳ製舟底引手

１

食堂・調理場

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填 ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填 ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填

縁：ＷＰ塗り

木製片引き框戸

ホワイトアッシュ　ＷＰ塗り ３６

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

木製引手（L=600）ユニオン：G1101-35-712-L600同等

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填

廊下

ＳＵＳ製丁番（３枚吊り）、ＤＣ（ストップ付）、戸当り

１

廊下物入

木製片引きフラッシュ戸

ポリ合板 ３０

ＳＵＳ製丁番（３枚吊り）、戸当り

レバーハンドル付空錠

縁：ＷＰ塗り

縁：ＷＰ塗り

１

ＳＵＳ製丁番（３枚吊り）、ＤＣ（ストップ付）、戸当り

３６ポリ合板

Ｆ４．０

縁：ＷＰ塗り

木製片引きフラッシュ戸

自閉引込み式ソフトクローザー（ダイケンスライデックス同等）、ガイドローラー

ＳＵＳ製舟底引手

ＳＵＳ製沓摺（Ｂ）モルタル充填

縁：ＷＰ塗り

５

仮眠室 １～６

ポリ合板フラッシュ ３０

ＳＵＳ製舟底引手

１

男子ＷＣ

トイレブース

高圧メラミン化粧板フラッシュ ４０

スライドボルト（非常開放付）

小松ウォール工業：TB-GP 巾木(CLタイプ)同等

３枚木製連動片引き戸フスマ

エンドクッション

３枚連動引込み金具（アトムリビンテックＦＧ－９００同等）、床付ガイド、ガイドピース

１

事務室（給湯コーナー）

スチール製パーティション

５０溶融亜鉛めっき鋼板厚0.5（標準色）

溶融亜鉛めっき製支柱、巾木、床レール、壁レール、エンドポストグレビティヒンジ（中心吊）指詰め防止タイプ、ＳＵＳ巾木、戸当り

通路、ロッカー置場

各１

ＦＴＧ５．０

ＷＤ
2

ＷＤ
3

ＷＤ
5

ＷＤ
6

ＷＤ
8

ＷＤ
9

ＷＤ
10

ＷＤ
11

ＷＤ
12

ＷＤ
7

ＷＤ
1

ＷＤ
14

ＴＢ
1

ＦＤ
1

ＰＴ
1

ＷＤ
4

ＷＤ
4ａ

▽ ＦＬ

▽ ＦＬ

▽ ＦＬ
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横目地部も40㎜まではシーリングを施行すること。
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Ｊ
o
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Ｊoint

野地板：木毛セメント板厚25

母屋：C-100・50・20・2.3＠606（＠1,820毎にダブル）

ゴムアスルーフィング厚1.0

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０通し吊子t=0.5@400

キャップ

野地板：木毛セメント板厚25

ゴムアスルーフィング厚1.0

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０

通し吊子t=0.5@400

キャップ

化粧キャップ

耐風唐草:(アルミ標準品)

鼻隠し：カラー繊維混入セメント
ケイカル押出成形板（H=210） 母屋:C-100X50X20X2.3

軒裏（ＯＣ－２）：ケイカル板厚6.0（底目）ＥＰ塗り

塩ビ製廻り縁

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

母屋：C-100・50・20・2.3＠606（＠1,820毎にダブル）

軒裏（ＯＣ－２）：ケイカル板厚6.0（底目）ＥＰ塗り

鼻隠し：カラー繊維混入セメント
ケイカル押出成形板（H=210）

捨水切(現場加工品)

耐風唐草:(アルミ標準品)
野地板：木毛セメント板厚25

ゴムアスルーフィング厚1.0

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０

通し吊子t=0.5@400

キャップ

ドリルビス6φx35

ドリルビス6φx35

通し吊子t=0.5@400

キャップ

野地板：木毛セメント板厚25

ゴムアスルーフィング厚1.0

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

水上立上げ(現場加工)

水上カバー(現場加工品)

棟板金具@400

エプロン(周囲シーリング)

ルーフ本体固定ビス(頭部シーリング)

母屋：C-100・50・20・2.3＠606（＠1,820毎にダブル）

胴縁:C-100X50X20X2.3

母屋：C-100・50・20・2.3＠606（＠1,820毎にダブル）

C-100・50・20・2.3

ルーフ本体固定ビス@606(頭部コーキング)
ドリルビス6φx35

野地板：木毛セメント板厚25

ゴムアスルーフィング厚1.0

屋根（ＯＲ－１）：カラーＧＬ鋼板厚０．５縦葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ瓦棒角型同等）
裏貼：ポリエチレンフォーム厚４．０

通し吊子t=0.5@400
キャップ

棟板金具: @500

捨水切(現場加工品)

ルーフ本体立上げ(25mm以上)
(現場加工)

ケラバ水切:(現場加工品)

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

タイトフレーム
タイトフレーム

溶接
溶接

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

樋吊金物@500

尾垂れ加工

樋受金具@500

軒樋（ＯＰ－３）：塩ビ製
スチール芯入り（前高１６５、カラー）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチパネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

タイトフレーム

溶接

軒先見切面戸

パラペット裏面（ＯＷ－３）：角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

水上面戸（シーリング充填）

タイトフレーム

溶接

エプロン

ハゼ部シーリング

ハゼ用棟板金具@500

水切（現場加工品）

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

C－100×50×20×3.2@約1,000（鉄骨工事）

溶接

タイトフレーム

屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚０．８折版（Ｈ＝１６６）葺き
（ヨドコウ：ヨドルーフ１６６ハゼ同等）、裏貼：不燃ペフ厚４．０

妻用フレーム@約1,000

セルフドリルビス　6φ@約1,000

ハゼ用妻金具@約1,000

水切り（現場加工品）

平頭ビス　５×１６

スターターＮＺ３５Ｓ

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチ
パネル厚３５横張り

（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

捨て笠木

C-100・50・20・2.3

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチ
パネル厚３５横張り

（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

パラペット裏面（ＯＷ－３）：
角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

□-100・100・2.3

縦胴縁：C-100・50・20・2.3＠1,000

縦胴縁：C-100・50・20・2.3＠1,000

断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ　Ｌ型出隅

横走り防止シーリング

□-100・100・2.3

□-100・100・2.3

裏面横走り防止パッキン

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

フラットジョイナー

裏面横走り防止パッキン

横走り防止シーリング

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ
出隅捨板

横走り防止シーリング

かん合部パッキンＲＮ

横走り防止シーリング

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

横走り防止シーリング

かん合部パッキンＲＮ

裏面横走り防止パッキン

横走り防止シーリング

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

入隅捨板３５-５０

□-100・100・2.3

シール受け（現場加工）

平頭ビス　５×１６

スターターＮＺ３５Ｓ

フラッシング（上）（現場加工）

平頭ビス　５×１６

捨てシーリング

アルミ製額縁（サッシ工事）

シートテクス

フラッシング（下）（現場加工）

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

水抜きパイプ

アルミ製水切り（サッシ工事）

捨てシーリング

裏面横走り防止パッキン

防水パッキン１０×１０

□-100・100・2.3

LGS65

横走り防止シーリング

横走り防止シーリング

かん合部パッキンＲＮ

フラッシング（横）（現場加工）

専用ビス　ＴＷＬ６４５Ｎ

アルミ製額縁（サッシ工事）

額縁：桧積層材（150×20） ＳＯＰ塗り

壁（Ｗ-１）：ＧＢ-Ｒ厚12.5下地ビニルクロス張り

LGS65

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝200）カラー

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチ
パネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

□-100・100・2.3

横走り防止シーリング

かん合部パッキンＲＮ

裏面横走り防止パッキン

横走り防止シーリング※２

フラットジョイナー

専用ビスＴＷＬ６４５Ｎ

軒先部 ケラバ部

■　　屋根（ＯＲ－1）：カラーＧＬ鋼板厚0.5縦葺き詳細図　　１：５

平　部

軒先部

水上パラペット取合い部

水上パラペット取合い部

ケラバパラペット取合い部

ケラバパラペット取合い部

■　　屋根（ＯＲ－２）：カラーＧＬ鋼板厚0.8折版（H=166、ハゼ）葺き詳細図　　１：５

■　　外壁（ＯＷ－１）：金属サンドイッチパネル厚35横張り詳細図　　１：５

平　部

土台水切り部、笠木部 たて目地部 出隅コーナーパネル部 開口部廻り入隅部

100
5

100
5

100
5

100
5

天端勾配のこと

▽仮想目地上端

▽パネル下端

▽仮想目地上端

▽胴縁下端・パネル下端
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Ｊoint

通線孔φ30

片側のみ

4-R4ｷﾘｶｷ

通線孔 2-φ4

取付固定ﾌﾟﾚｰﾄ

吊ﾎﾞﾙﾄ　W3/8

固定ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

　M10　L=30

　FB-4.5t 38×230

4-M4ﾎﾞﾙﾄ溝

下カバー

片側のみ
　FB-4.5t 38×230

3-取付固定ﾌﾟﾚｰﾄ

取付固定ﾌﾟﾚｰﾄ

　FB-4.5t 38×230 取付ネジ

M4 L=12ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ

6-吊ﾎﾞﾙﾄW3/8(L=1000）

サイドカバー

面台：ＳＵＳ厚1.5加工（120×25）ＨＬ仕上

耐水合板下地
△シーリング

LGS（65）

金属サイディング厚16縦張り

透湿防水シート

端面カバー

土台水切り

ドリリングタッピンねじ

ドリリングタッピンねじ

横胴縁(18×90)

横胴縁(18×45)＠606

横胴縁：C-100・50・20・2.3＠606

鴨居：桧（120×45）

敷居：桧（120×45）

３枚連動引込み金具（アトムリビンテックＦＧ－９００同等）

外壁（ＯＷ-１）：金属サンドイッチ
パネル厚３５横張り
（アイジー断熱ヴァンドＮＺ３５Ｆ同等）

□-100・100・2.3

フラットジョイナー

専用ビスＴＷＬ６４５Ｎ

見切り縁

透湿防水シート

横胴縁(18×45)

金属サイディング厚16縦張り

笠木（ＯＰ－３）：アルミ製（Ｗ＝200）カラー

捨て笠木

横胴縁(18×45)＠606

金属サイディング厚16縦張り

透湿防水シート

パラペット裏面（ＯＷ－３）：
角波サイディング カラーＧＬ鋼板厚０．４縦張り
（ヨドコウ：１Ｆ型目地なし）透湿防水シート張り

透湿防水シート

金属サイディング厚16縦張り

横胴縁(18×45)

縦胴縁(18×90 )

出隅ベース

ドリリングタッピンねじ

出隅カバー 縦胴縁(18×45以上)

額縁：桧集成材（93×25） CL塗り

上枠：桧集成材（66×60） CL塗り

化粧カバー：桧集成材（9×60）CL塗り

縦枠：桧集成材（168×40） CL塗り 縦枠：桧集成材（78×25） CL塗り

縦枠：桧集成材（116×40） CL塗り 縦枠：桧集成材（116×40） CL塗り

戸当り：桧（18×18） CL塗り

上枠：桧集成材（110×40） CL塗り

柱：桧（120×120） 柱：桧（120×120）

型番 ｼﾙﾊﾞｰ

KBM-2400

型番 ﾎﾜｲﾄ

KBM-2400SW 150ｘ150ｘ2400

サイズHｘDｘL(mm)内寸

12.3kg

質　量（kg)

１００インチスプリング巻上スクリーン（４：３フォーマット）

■　　外壁（ＯＷ－２）：金属サイディング厚１６縦張り詳細図　　１：５

■　　木製片開き戸詳細図　　１：５ ■　　木製３枚引きフスマ詳細図　　１：５■　　木製引込み戸詳細図　　１：５

(通線孔用）

A視拡大図　S=1/5

詳細図　S=1/5

サイドカバー詳細図

ゴムブッシュ

■　　アルミ製スクリーンボックス（会議室）詳細図　　１：２０、１：５ ■　　ライニング壁面台　詳細図　　１：５

ＯＷ－１取合い部出隅部土台水切り部 笠木部

A視

ＯＷ-１ＯＷ-２

L+15　天井開口

▽胴縁下端・パネル下端
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一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

部分詳細図　３

２０１９・０３１：２、４、５

１：４、８、１０
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9.5

1
6

2.5

1
0

220

5
0

20

125

100

2
3 1
1

16

430

178 178

6
9

4
0
03
5
5

20

39

（
調
整
幅
）

4
5

ユニオン：ＵＦＢ－１Ｆ－２７２０同等

室名札（平）：パブリックサイン（220×50）同等 室名札（平ピクト）：パブリックサイン（200×200）同等 室名札（突出ピクト）：パブリックサイン（200×200）同等

ユニオン：ＵＦＢ－３Ｆ－３０７－ＰＷＨ同等 川口技研：：ホスクリーン ＺＰ－１０４型同等

UNION15号刻印
凹0.3

引手開口：40x40（コーナーR2面取り）

字体：消火器（モリサワ新ゴＲ）
ST-45-BLK

英文（MSPゴシック)
色 (住友3M 7725-22　マットブラック)

※手掛け部、上下フタ有り

M3スタッド+ナット固定

文字表示ステッカー：ST-41/赤(大)(プリンタック)

ウラ板 アクリル板黒 t=3+t=3    表示面 アクリル板 t=3+t=3

アクリル板黒 t=10     表示面 アクリル板 t=3 上下アクリル板 t=3 フタ

アクリル板黒 t=2
ウラ板 アクリル板黒 t=3+t=3    表示面 アクリル板 t=3+t=3

φ51

化粧カバー　透明アクリル厚３．０
糸面取り
ＳＵＳ化粧ビス止め

ベース　乳白アクリル厚３．０
彫り込み文字　着色（黒）
両面テープ 接着剤併用張り

津山圏域消防組合

２０２ ０ ．３

○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ○  ○  ○  ○

施　工　者

基本設計監理

実 施 設 計 者

■　　竣工銘板　詳細図　　１：２

■　　埋込型消火器ボックス　詳細図　　１：５

■　　室名札（平）　詳細図　　１：４、１：２ ■　　室名札（平ピクト）　詳細図　　１：４、１：２ ■　　室名札（突出ピクト）　詳細図　　１：４、１：２

■　　床置型消火器ボックス　詳細図　　１：５ ■　　物干し金物　詳細図　　１：５

220 （250）

PU-04T

PU-01

PU-03

表示ステッカーは製品に貼付け済み
指定色（本体、扉）：ポーラルホワイト　CN-90（2分艶）

指定色（引手内部）：レッド　2005年C版　C05-40X(5R4/14)2分艶

対応シール品番　ST-45-BLK

対応ブラケット品番　BRN-0030

ボックス型ブラケット品番　BRN－0030-B

W Ｄ Ｈ

切カキ  ２７１×２０２×６８２

文字表示ステッカー ST-41/赤(大) プリンタック
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A - 3 3A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

部分詳細図　４

２０１９・０３１：３０、１０、５

１：６０、２０、１０

ボーダー寸法による→C：150＜450 ベースマット40

（もしくはフィードインマット40N）
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配線有効寸法（1溝あたり）：70mm×36mm
配線路

配線路カバー t=2.3
吸音パッキン　t=1.7

半材カットライン
※端部より300mm位置

ベースマット40

マット材質：超高強度軽量コンクリート+樹脂
カバー材質：無鉛カチオン塗装鋼板

カバー材質：無鉛カチオン塗装鋼板

フィードインカバー t=3.2ストレートカバー t=2.3センターカバー t=2.3ストレートCカバー t=2.3

配線取出口
44ヶ所/㎡

配線取出口
44ヶ所/㎡ 配線取出口

ボーダーカバー40・側面図

ボーダーカバー40 t=1.6

フィードインカバーｔ＝3.2 フィードインマット40

配線有効寸法（1溝あたり）
125mm×36mm

マット材質：超高強度軽量コンクリート+樹脂

ボーダーシート t=1.6
ボーダーマット40

ボーダーシート t=1.6
ボーダーマット40

ストレートCカバー
t=2.3

ストレートカバー
t=2.3

センターカバー
t=2.3

ボーダーシート
t=1.6

ボーダーカバー40 t=1.6
d=80
h=40

フィードインカバー
t=3.2

ボーダーカバー40・見下図

マット材質：超高強度軽量コンクリート+樹脂

カバー材質：無鉛カチオン塗装鋼板

カバー材質：無鉛カチオン塗装鋼板

マット材質：難燃樹脂

ボーダーカバー40 t=1.6

床仕上材

ボーダーマット40

セルフレベリング厚10

ベ－スマット４０

ベ－スマット４０（１／４）

ボ－ダ－処理部分：ボーダーマット４０＋ボーダーカバー

凡　例

主要構成マット , ナイフで切断可能 , 配線路の増設やコンセントを収納1/10ベースマット40 見下図 ボーダーマット40　見下図 1/10 壁際部の主要構成マット , ナイフで切断可能 , ボーダー処理部分に施工 フィードインマット40N　見下図 1/10

1/10フィードインマット40N　詳細図B-B'断面図 1/10 カット材寸法：W50×H40 @50　※最低2ピッチ以上で使用

1/10C-C'断面図

1/10ベースマット40 詳細図 配線溝：2溝 , 配線有効巾：70mm , カット材寸法：W300×L300

配線路カバー　詳細図 1/10 配線路上に使用するカバー , 鋼板厚さt=2.3（フィードインカバーのみt=3.2） D-D'断面図（ボーダーカバー詳細図） 1/10 E-E'断面図 1/10 配線溝：3溝 , 配線有効高：36mm　,　カット材寸法：W200×H40 , W400×H40

1/10A-A’断面図

※配線路カバーを含む図面
カット材寸法：W50×L50 @50　※最低2ピッチ以上で使用

配線有効巾：15mm
※フィードインカバーを含む図面

配線量の多い部分、もしくは幹線部（DS・PS前,分電盤前,）に使用 , 支持脚はナイフで切断可能

※配線路カバーを除いた図面 ※フィードインカバーを除いた図面

配線溝：3溝 , 配線有効幅：125mm , カット材寸法：W200×L600 , W400×L600

配線有効高：19.5mm　,　カット材寸法：W50×H40 @50　※最低2ピッチ以上で使用

配線溝：2溝 , 配線有効寸法（1溝あたり）70mm×36mm , カット材寸法：W300×H40

※ボーダーカバー40の見下図・側面図を含む断面図

壁際のボーダー処理部分における調整用部材 , 

調整範囲：15＜65ｍｍ , 配線有効寸法：W15×H38

Notes【記事欄】

※1：（一社）公共建築協会 品質性能評価品　JIS A 1450 に基づくJAFA規格に準じます。

※2：フィードインマット40Nの配線有効寸法は125×36mmになります。

※3：配線路カバーの重量を含んだベースマットの「1㎡」あたりのシステム重量の値です。

※4：箇所の名称につきましては図番「S-02」の標準割付図を参考にしてください。

その他
・10年保証製品（メーカー保証書提出のこと）
・OAフロア用配線器具は、OAフロアメーカーの推奨のものとする
・タイルカーペットを床仕上材にて使用の際は裏ノリ付のものを推奨とする

公的評価 （一社）公共建築協会　品質性能評価品 , （一社）文教施設協会 推奨品

※3
重量：30kg/㎡

主要材質
配線路カバー：鋼板+無鉛カチオン塗装（エポキシ樹脂系塗料）

マット：超高強度軽量コンクリート製+樹脂 , 難燃樹脂（特殊ポリプロピレン）

高さ 仕上り高さ：H＝40mm+床仕上材 , 配線有効寸法　70×36mm

※1

※1

※2

構法

耐荷重性能

耐震性能 公共建築協会　1.0G評価品

公共建築協会　5000N評価品（同3000N評価品）

置敷式溝構法（溝配線タイプ） ●床固定不要

OAフロア：「ネットワークフロア40」製品仕様表

〇 壁際のボーダー処理について（寸法 A , B , C は下部に記載の「各寸法の根拠」を参照）

C＝ボーダー寸法　原則として躯体壁・仕上げ面より150mm以上～450mm未満

B＝ボーダーマット40 100mm以上400mm以下（@50mm）

A＝ボーダーカバー40 15mm以上～65mm未満

各寸法の根拠

ポーチ玄関

会議室

事務室

打合せコーナー

■　　ＯＡフロアー割付図　　１：３０ ■　　各部　断面詳細図　　１：５

■　　パーツ図　　１：１０
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１：３０

１：６０

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３
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HSV1616UN
名　　称 仕様・寸法

天井パネル 化粧鋼板複合パネル（モール式）                      
点検口□４５０（絞り点検口・落下防止用紐付）

壁パネル          　 ＨＱパネル

正面アクセントパネル ＨＱパネル

床パネル カラリ床

ド　ア　枠 アルミアルマイト処理

ドアパネル 片引戸（スッキリドア）                              
面材：型板スチレン板　戸袋化粧パネル：アルミ複合板  
Ｗ＝８００（有効開口幅　６９０．５ｍｍ）Ｈ＝２０００

フラット床 コロガシ
色・柄 特記事項

ホワイト

プリエピンク

ライトグレー

シルバー （付枠用取付ネジＵＢ支給，    
ネジ取付および付枠別途）

面材：半透明

備    考

ＨＤＨＮＳ　　　　　

ＣＦＦ０２　　　　　
ＣＸＡ０１　　　　　

ＨＤＨＮＳ　　　　　

ＨＤＨＮＳ　　　　　

ラウンド浴槽　ＦＲＰバス（ステップ付）              

ゴム栓                                              
断熱防水パン付                                      

追焚用　φ５０開口                                  
ＣＸＡ０１　　　　　
ＹＡＡ８１　　　　　

浴槽追焚加工

浴槽

コントローラ取付用補強木　Ｗ２２５×Ｈ１００（同梱）
フレキシブル管／２本（同梱）

ＹＡＡ８１　　　　　

ふろふた シャッター式ふろふた

カウンター お掃除ラクラクカウンター                            
Ｗ＝７３０

洗い場水栓 ＴＵＭ４０Ｂ１０Ｂ                                  
スッキリ水栓(ホワイトハンドル)                      
サーモスタットシャワー金具

シャワーヘッド コンフォートウエーブシャワー                        
ホース：Ｌ＝１８００

シャワーハンガー ＴＨ５５６Ｆ３Ｒ＃ＮＧ２Ｂ

ホースクリップ 樹脂製

ホワイト

エプロン：グレー

カバー：ホワイト

ホース：シルバー

グレー

照明 半球形照明（ＬＥＤランプ）                          
消費電力９Ｗ以下　６０Ｗ相当　電球色                
ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

換気扇　　 AC100V 消費電力:9/11W (50/60HZ)

給水管 床下配管立上げ

給湯管 床下配管立上げ

排水トラップ ＡＢＳ樹脂製　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口　
浴槽側逆流防止機構付

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（材工共別途）                
（配管端部仕上げＧ１／２      
　（ＰＦ１／２））

（材工共別途）                
（配管端部仕上げＧ１／２      
　（ＰＦ１／２））

ＣＸＡ０１　　　　　

ＣＸＡ０１　　　　　

ＣＸＡ０１　　　　　

排水管              ＶＵ管（２０００ｍｍ）１本　末端切放し              
排水エルボ ９０度エルボ（ＤＬ５０）　３個

タオル掛け ステンレス製　角パイプ　Ｌ＝４００

手摺り(浴槽側短辺) インテリアバー　φ３２　Ｉ型　Ｌ＝６００

収納棚 収納棚（着脱可能タイプ）　樹脂製　２個

鏡 お掃除ラクラク鏡                                    
縦長ミラー　ツメ式　Ｗ２９８×Ｈ６００

（以降接続別途）

シルバー

ホワイト

ホワイト

ＨＤＨＮＳ　　　　　
ＫＴＡ２２　　　　　

ＫＮＲ６Ｎ　　　　　

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ホワイト                                
エプロン：ホワイト                      

プリエホワイト　　　　　　　　　　　　　

シルバー                                

一槽シンク：ＳＵＳ３０４製

備    考

ＳＳＧＧＳ　　　　　

ＳＳＧＧＳ　　　　　

ＳＳＧＧＳ　　　　　

コロガシ

色・柄 特記事項

ホワイト

ベーシスホワイト　　　　　　　　　　　　

ホワイト（＃ＮＷ１）

アイボリー

アイボリー                              
面材：半透明

アイルホワイト

ヘッド：ホワイトグレー                  
ホース：ホワイトグレー

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

ホワイト（＃ＮＷ１）

（付枠用取付ネジＵＢ支給，    
ネジ取付および付枠別途）

（取付穴現場加工）            

（ジョイントボックスま        
での配線及びジョイント        
ボックス内の結線別途）

天井パネル

壁パネル          　

床パネル

ド　ア　枠

ドアパネル

シャワー水栓

シャワーヘッド

シャワーハンガー

照明

換気グリル

ジョイントボックス

給水エルボ

給湯エルボ

排水トラップ

タオル掛け

名　　称 仕様・寸法

ＨＱパネル

ＦＲＰ　カラリ床（単色）

アルミアルマイト処理

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

ホース：Ｌ＝１６００

ＴＨ５５６Ｆ３Ｒ＃ＮＧ２Ｂ

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

エコノミージョイント　ＷＪ３１０７相当品

ＡＢＳ樹脂　　接続部外径φ９９  　

高圧洗浄対応

ステンレスパイプ　φ１３　Ｌ＝３００

JSV0812L

化粧鋼板複合パネル（モール式）                      
点検口□４５０（絞り点検口・落下防止用紐付）

折戸　ドア脱着機構付                                
面材：型板スチレン板                                

ＴＭＧＧ４０ＳＢＳＢ                                
サーモスタットシャワー金具（短尺スパウト）

スプレーシャワー                                    

半球形照明（ＬＥＤランプ）                          
消費電力９Ｗ以下　６０Ｗ相当　電球色                

シャワー用  青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２          

シャワー用  青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２          

ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口　  
ヘアーキャッチャー付                                

Ｃ展開 Ｂ展開

Ａ展開 Ｄ展開

■　　浴室　ユニットバス　詳細図　　１：３０　　　（ＴＯＴＯ：サザナ ＨＳシリーズ Ｎタイプ同等）

天井伏図

■　　ＳＵＳ製流し台　詳細図　　１：３０　　　（救急消毒室）■　　浴室　ユニットバス　詳細図　　１：３０　　　（ＴＯＴＯ：シャワールーム ０８１２ Ｌタイプ同等）

天井伏図

Ｃ展開 Ｄ展開

Ａ展開 Ｂ展開

ＵＢＦＬ（水下）

ＵＢＦＬ（水下）ＵＢＦＬ（水下）
洗面所ＦＬ

ＵＢＦＬ（水下）

ＵＢ据付面

展開方向　D

A

B

C

ＵＢＦＬ ＵＢＦＬ

ＵＢＦＬＵＢＦＬ

ＵＢ据付面
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DRAWING NAME

A - 3 5A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

１：３０

１：６０

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

住設ユニット詳細図　２
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商
品
明
細

Ｎｏ．

３

Ｎｏ．

１

２

機種名 品名

材質・仕様主要部材・部品

上台

下台

ＩＨヒーター（100V）

ＣＫ１２０ＨＲ

ＣＫ１２０ＫＡＲ

ＺＺＣＨ１１Ｂ－Ｍ

上台　側板（コンロ側） 化粧不燃板＋Ｐｔｂ＋ＦＦ化粧合板１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

上台　側板（シンク側） 低圧メラミン化粧Ｐｔｂ

上台　背板 化粧不燃板＋Ｐｔｂ

上台　天板 化粧不燃板＋Ｐｔｂ

上台　幕板 ＰＰ鋼板

上台　仕切板 低圧メラミン化粧Ｐｔｂ

下台　側板 ＦＦ化粧Ｐｔｂ

下台　底板 低圧メラミン化粧Ｐｔｂ

下台　背板 ＦＦ化粧合板

下台　仕切板 ＦＦ化粧Ｐｔｂ

下台　幕板 低圧メラミン化粧Ｐｔｂ

けこみ板 ＦＦ化粧Ｐｔｂ

点検口フタ ＡＢＳ樹脂

扉 低圧メラミン化粧Ｐｔｂ

取手 ＡＢＳ樹脂

シンクトップ ＳＵＳ３０４　ｔ０．５

排水トラップ

混合水栓 ＫＶＫ　ＫＭ１７ＮＥＺＣＮ

包丁差し ＨＩＰＳ

ワイヤー棚 ＳＷＲＭ（ポリエチレンコーティング）

ワイヤーカゴ ＳＷＲＭ（ポリエチレンコーティング）

ＬＥＤ一体型照明 ６．３Ｗ

ＰＰ、封水５０㎜／末端ＶＰ－４０用アダプター付

２３ スイッチ ＡＢＳ樹脂　結線済　１５Ａ　３００Ｖ×２

換気扇 ＤＶＦ－１４ＭＲＫ４

１

１

数量 備考

１

１

カラーバリエーション　　Ｓシリーズ

カウンター材質・ステンレス

水栓　シングルレバー水栓

カウンター高さＨ： ８５０

調理機器　ホーロートップコンロ（２口）

レンジフード・カラー：深型レンジフード（シロッコファン）

■　　ミニキッチン（事務室）　詳細図　　１：２０　　（クリナップ：ミニキッチン（ＩＨヒーター（100Ｖ）、扉仕様同等）■　　システムキッチン（食堂・調理場）　詳細図　　１：３０　　（クリナップ：コルティ（ベーシックタイプ）同等）

1平面図

1A展開図 1B断面図1D断面図

A

B

C

D
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綜 合 企 画
一 級 建築 士 事 務 所

株 式 会 社
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DRAWING  NAME

A - 3 6A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

造作家具 詳細図

２０１９・０３ A - 3 6１：３０

１：６０
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側板
硬質耐候性樹脂エッジ

樹脂エッジ t0.45

セーフティカバー27L

通気孔付取手
(ABS樹脂製)
（抗菌）

(ABS樹脂製)

(ABS樹脂製)
（ABS樹脂製）打込式

下地補強

(建築工事)

木口：t2 セーフティエッジ

感知式耐震ラッチ

化粧ナット

畳

吊りボルト W3/8

A4ファイル収納 レターケース

(別途)

固定棚

下地補強(建築工事)
帽子掛

ナンバー：

(45mm程度)

カッティングシート

ビス固定

(化粧キャップ付)

共　通　仕　様　表

木　  材

外　　装

内　　装

接 着 剤

本体側板見付

本体見付

棚　　板

台　　輪

棚    受

丁    番

開　　戸

幕　　板

生産・品質管理

施　　工

その他

アルミ全可動面付棚柱 ステンレス棚受（棚受キャップ付）、棚板ズレ防止棚板受け

ポリエステル樹脂合板  JAS規格 タイプ2 F☆☆☆☆

建設業法の内装仕上工事業の登録業者又は同等以上の業者にて施工すること

ISO9001認証取得且つ日本家具保証協会認定工場での生産及び管理製品とする

※特記なき限り商品は単色とする

t20 ポリエステル樹脂合板  JAS規格 タイプ2 F☆☆☆☆

t20 ポリエステル樹脂合板  JAS規格 タイプ2 F☆☆☆☆

木口：セーフティエッジt2 (ABS樹脂製)

通気孔付取手 (ABS樹脂製　抗菌処理)  感知式耐震ラッチ (3段目)

107°開きスライド丁番　オートキャッチ機構付き　

セーフティカバー27L（ABS樹脂）

ベタ芯を使用する箇所は[エコマーク認定品]ファルカタ集成材とする

耐摩耗紙化粧板  F☆☆☆☆

ポリエステル樹脂合板  JAS規格 タイプ2 F☆☆☆☆

ゼロホルマリン接着剤使用 酢酸ビニル樹脂系エマルジョン形接着剤（F☆☆☆☆）

硬質耐候性樹脂エッジ (ABS樹脂製)

樹脂エッジ t0.45貼リ (ABS樹脂製)

t20 耐摩耗紙化粧板  F☆☆☆☆

奥行 353

( B ) ( A ) ( C ) ( D )

ポリエステル樹脂合板 

ポリエステル樹脂合板

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂合板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

通気孔付取手（ABS樹脂）

スライド丁番

ポリエステル樹脂合板 

（上部扉）感知式耐震ラッチ

名　称

外　装

内　装

側板見付

見　付

両開戸

幕　板

その他

材　質・仕　様 名　称

天　板

外　装

内　装

棚　板

側板見付

見　付

台　輪

材　質・仕　様

ナラ集成材　UC

ポリエステル樹脂合板 

ポリエステル樹脂合板

t20 ポリエステル樹脂合板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂合板 

角部：セーフティカバー27L（ABS樹脂）

A4縦･厚型ファイル参考寸法
（括弧内寸法は薄型ファイル）

レターケース　A3ヨコ型 (別途)
KOKUYO

t24　メラミン化粧板　積層ベタ心

木口：メラミン化粧板

SUS L型帽子掛　（杉田エース）　　28個

(SUS304 ヘアーライン)

名　称

背　板

金　物

材　質・仕　様

(注)衝撃強度を必要とするパネルはファルカタ集成材ベタ芯とする
【Ｈ＝2000までのエンドパネル、側板、引違戸、開戸、引出。

　但し引出は積層合板ベタ芯とする】

ベタ芯構造部位:斜線箇所 側板見付 本体見付 台輪角部 引出・開戸用取手

１Ｆ 仮眠室１～６　　計６台 ■　　Ｋ－２　.受付カウンター　　１：３０■　　Ｋ－１　布団収納棚　ＥＸ－５４（改）　　１：３０ １Ｆ 玄関　　１台 １Ｆ 出勤準備室　　１台■　　Ｋ－３　帽子・ヘルメット掛け　　１：３０

D

C
A

B

木目

木目

OPEN OPEN

OPEN OPENOPEN

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
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4-連結穴φ8

対面同加工

6－壁固定穴φ20-φ8
ｷｬｯﾌﾟ付き

4-連結穴φ8

対面同加工
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３

５

６

７

８

４

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

９

底　　　板

天　　　板

縦中仕切板

横中仕切板

側　　　板

裏　　　板

扉      板

扉　補　強

蝶      番

名　札　差

ツ　マ　ミ

ラ　ッ　チ

底　貼　板

露受け裏板

タオル掛け金具

タオル掛け受座

６

２

２

１６

３２

１６

１６

１６

２

１６

１６

８

２

２

４

２

ＳＰＣＣ　１．６ｔ

合成樹脂

合成樹脂

合成樹脂

ステンレス

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．６ｔ

ＳＥＣＣ　０．６ｔ

スチール角パイプ

４辺ヘミング加工

先端ゴム製
ＨＭ－２５０Ｖ

１００ｘ５０ｘｔ２．３

ピタリックＣ
４５×８０

Ｍ―１０

ＳＧＬ―２０

番号 部　品　名 材　　質
数　　量

１本当り
備　考

塗装 粉体焼付塗装 塗装色
本体：ＫＣ－９０８
扉　：ＫＣ－９０８

数量
記　号
製　品

１セット ＭＢＴ８－２Ｔ－Ｓ

１４

１３

１２

１１

１０

１

２

３

５

６

７

８

９

４

アジャスター

ベ　ー　ス

軸受補強

靴トレー

名　札　差

フ　ッ　ク

上下パネル受け

回転ストッパー

回転パネル

縦中仕切板

裏　　　板

底　　　板

側　　　板

天　　　板 ２

４

２

２

１

４

４

４

４

２

１

２

２

１６

ＳＵＳ３０４　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　１．２ｔ

ＳＵＳ３０４　０．６ｔ

合成樹脂

ステンレス

ＳＵＳ３０４　２．０ｔ

ＳＵＳ３０４　１．５ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＨＬ仕上

ピタリックＥ

２８×６０

Ｊ２型

ＨＬ仕上

番号 部　品　名 材　　質 備　考
１本当たり

数　　量

塗装

数量

粉体焼付塗装

４　台
製　品

記　号

塗装色 ＫＣ－９０８

ＦＲＵ－２２Ｎ－Ｓ

１０

１

２

３

５

６

７

８

９

４

底　　　板

天　　　板

側　　　板

裏　　　板

フ　ッ　ク

名　札　差

靴入トレー

ベ　ー　ス

アジャスター

補　　　強

２

４

２

２

１

４

４

１

１

３

合成樹脂

ステンレス

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＵＳ３０４　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．６ｔ

ＳＵＳ３０４　０．６ｔ

ＨＬ仕上

ピタリックＣ

４５×８０

Ｊ２型

番号 部　品　名
１本当り

数　　量
材　　質 備　考

塗装 塗装色粉体焼付塗装 ＫＣ―９０８

数量
記　号

製　品
２　台 ＦＲＵ―１１Ｎ

番号

１５

１４

１３

１２

１１

１０

１

２

３

５

６

７

８

９

４

部　品　名

露受け裏板

タオル掛け受座

タオル掛け金具

蝶      番

ラ　ッ　チ

名　札　差

ツ　マ　ミ

底　貼　板

扉　補　強

扉      板

横中仕切板

裏　　　板

底　　　板

側　　　板

天　　　板

２

１

１

１

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　１．６ｔ

合成樹脂

合成樹脂

合成樹脂

１

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ステンレス

スチール角パイプ１

ＳＥＣＣ　０．６ｔ

２

４

２

２

２

２

２

１ ＳＥＣＣ　０．８ｔ

１ ＳＥＣＣ　０．６ｔ

備　考

４辺ヘミング加工

１００ｘ５０ｘｔ２．３
先端ゴム製
ＨＭ－２５０Ｖ

Ｍ―１０
ピタリックＣ
４５×８０
ＳＧＬ―２０

１本当り
数　　量

材　　質

塗装

数量 ＭＢＴ１－２Ｔ－Ｓ

本体：ＫＣ－９０８

扉　：ＫＣ－９０８
粉体焼付塗装

１　台

塗装色

製　品

記　号

■　　防火衣ロッカー（出動準備室）　詳細図　　１：２０

■　　洗面用具収納棚（洗面・洗濯室）　詳細図　　１：２０

■　　ロッカー（出動準備室）　詳細図　　１：２０

フック(Ｊ２型)拡大図　S=1/5

■　　洗面用具収納棚（前室）　詳細図　　１：２０

Ｊ２型フック拡大図　S=1/5

＜Ａ断面図＞
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2－壁固定穴φ20-φ8
ｷｬｯﾌﾟ付き
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DRAWING NAME

A - 3 8A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

－

－

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

スチール家具 詳細図　２
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0
0

2
5

9
0
0

850

3
0
0

1800

1745 27.527.5

φ8
00

六角セムスビス
M4x15(W.SW組み込み)

ヘッドフットに受け材

スタイロ畳

５．５ｍｍＭＤＦ

スノコ芯材

スノコ受材

木目方向

木目方向

木目方向

木目方向

可動棚

可動棚

 台数　　：１台

 段荷重　：300㎏／段

 塗装色　：標準色－粉体ＳＧ色（サングレー色）

 固定　　：壁・床アンカー固定

畳

内　　部

小　　口

本　　体

２

３

４

１

畳表：イ草、畳床：スタイロフォーム

シナランバー・白ポリ合板仕上げ

本体同色テープ仕上げ

耐摩耗化粧合板　

ｔ＝３０
ヘリ付

備　考

製　品
記　号 ＢＥＤ－０１Ｃ２

部品名 材　　質

１　台数量

※ 左右共通仕様

 製品名　：タイヤラック　H1800×W1745×D921

１部メラミン使用

ＢＢ１７２

番号

製品名　：ホース収納棚　H2100×W1200×D571

製品記号：ＳＫＨ－２１１２

台　　数：１台

段荷重　：300㎏／段

棚段数　：有効４段（天地５段）

固　　定：壁・床Ｍ８アンカー固定

塗装色　：標準色－粉体ＳＧ色（サングレー色）

 製品記号：ＳＫＭＴＲ-１８１８-Ｓ

■　　ベッド（仮眠室７）　詳細図　　１：２０

■　　ホース棚（複合倉庫）　詳細図　　１：２０ ■　　タイヤ棚（複合倉庫）　詳細図　　１：２０
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ＳＵＳ３０４

２－Ｍ１６Ｂ・Ｎ

ＳＵＳ３０４

建築工事

２－１９キリ

鉄骨支柱 建築工事

Ｈ２５０×２５０×９×１４

φ６ワイヤーロープ

ＳＵＳ３０４

ストッパー

４－Ｍ１０

ＳＵＳ３０４

１次電源工事

電線管埋設及び立ち上げ後、操作盤

下面に穴明けの上、電線接続

　電気工事　２－Ｍ１２オールアンカー

ＳＵＳ３０４

２次側露出配管

防水プリカ

操作盤ＳＵＳ製（キー付扉）

　＊ｾﾚｸﾄｽｲｯﾁによる分割昇降側選択

  ＊押し釦付ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽによるﾘﾓｺﾝ操作

   （ﾒﾀﾙｺﾈｸﾀｰ付 ｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹ－ﾌﾞﾙ）

ホースハンガー

下限停止位置

ホースハンガー

上限停止位置

防水プリカ

２次側露出配管

操作盤

ＳＵＳ製（キー付扉）

１次電源工事 　電気工事　

電線管埋設及び立ち上げ後、操作盤

下面に穴明けの上、電線接続

中間支持部 建築工事

Ｈ２５０×２５０×９×１４

レール連結部

鉄骨支柱

Ｈ２５０×２５０×９×１４

建築工事

レール連結部

建築工事 鉄骨支柱

Ｈ２５０×２５０×９×１４

１次電源工事

電線管埋設及び立ち上げ後、操作盤

下面に穴明けの上、電線接続

操作盤

ＳＵＳ製キー付扉

２次側露出配管

防水プリカ

電気工事

基礎仕上面＝設計ＧＬ＋１５０

駆動部カバー

１ｔＳＵＳ３０４

ワイヤー出口　ＳＵＳ３０４

防水ゴム３ｔ付

鉄骨支柱

Ｈ２５０×２５０×９×１４

建築工事

ＳＵＳ３０４

２－Ｍ１６

４－Ｍ１０

ＳＵＳ３０４

建築工事

２－１９キリ

　 １３０×５０×４.５

２－長穴（１９×４０）

２－Ｍ１６ ＳＵＳ３０４

ホースハンガー

下限停止位置

操作盤ＳＵＳ製（キー付扉）

＊セレクトスイッチによる分割昇降側選択

＊押し釦付スイッチボックスによるリモコン操作

 （メタルコネクター付 キャプタイヤケ－ブル）

二次側露出配管

防水プリカ

制御盤

駆動部内部に設置

１次電源工事

電線管埋設及び立ち上げ後、操作盤

下面に穴明けの上、電線接続

電気工事

Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

２×２－φ６ワイヤー

ＳＵＳ３０４

操作盤

ＳＵＳ製（キー付扉）

バランススプリング

防水プリカ

２次露出配管

ウインチドラム

乱巻防止ローラー

電気工事１次電源工事

２－Ｍ１２オールアンカー

ＳＵＳ３０４

ホースハンガー

ホース下端受けバー

ホース下端押さえ枠

ホ－ス収容本数

項 目

型 式

台 数

外 形 寸 法

巻 上 能 力

作 動

昇 降 速 度

電 動 機

電 源

操作回路電源

ＦＨＤ２００（分割昇降型）

１基

２２５０W×１２１３０H

５本×２×２列　 計２０本

２０ｋｇ×１０＝２００ｋｇ／列

各列単独昇降

７.８m／min　　６０ＨＺ

０.７５ＫＷ　ブレーキ付　２台

２２０Ｖ　３相　６０ＨＺ

ＡＣ　２４Ｖ

仕　　　様 各 部 材 質 及 び 防 錆 処 理

ガイドレ－ル

ガイドロ－ラ

レ－ルブラケット

ホ－スハンガ－

ウインチボックス

同上内部機器

吊りワイヤ－

ボルト類

耐蝕アルミ合金 A6063S-T5

ＭＣナイロン 軸SUS304

ＳＳ材　溶融亜鉛メッキ

同上

骨格SS材溶融亜鉛ﾒｯｷ､外板SUS

生地のまま

２×φ６－２列　ステンレスワイヤ－

ｵ-ﾙｱﾝｶ-共全てSUS304

８０×４０×４（中間２本）
１２５×６５×６（両側２本）

建築工事

電気工事

　１）鉄骨工事

　２）基礎工事

　３）中間支持部工事

　１）一次電源工事

仕様概略

ホースハンガー詳細

Ｓ＝１：２０

ハンガー及びレールブラケット平面 Ｓ＝１：２０

滑車ボックス詳細

Ｓ＝１：２０

正 面 図

ホースリフターＦＨＤ２００型

組 立 図 Ｓ＝１：４０
側 面 図 Ｓ＝１：２０下部駆動部正面詳細図

下部側面詳細図 Ｓ＝１：２０

下部駆動部平面詳細図 Ｓ＝１：２０

Ｘ矢視

Ｓ＝１：２０

レールブラケット詳細

Ｓ＝１：２０

Ｍ Ｍ
０.７５ｋｗ０.７５ｋｗ

Ｘ

Ｍ
０.７５ｋｗ ０.７５ｋｗ

Ｍ

Ｙ５

Ｘ０ Ｙ５

Ｙ５

Ｙ５

▽基礎仕上面

▽設計ＧＬ

▽最高の高さ

▽車庫部軒高さ（水上）

▽車庫部軒高さ（水下）

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ ▽ＦＬ

▽設計ＧＬ

▽最高の高さ

▽車庫部軒高さ（水上）

▽車庫部軒高さ（水下）

▽基礎仕上面

▽設計ＧＬ

▽基礎仕上面

▽設計ＧＬ ▽設計ＧＬ

▽基礎仕上面

▽設計ＧＬ

▽１ＦＬ



NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 4 0A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３１：２０、３０

１：４０、６０ホースリフター 取付用鉄骨穴空け詳細図

Ｈ鋼芯ー芯　２２７０

ボルト穴芯ー芯　２１７０５０ ５０

４
３
５

７
５

７
５

１
８
２
０

１
８
２
０

７
５

７
５

７
５

７
５

１
８
４
０

鉄
骨
全
長
　
１
２
０
０
０

１
８
０
０

７
５

７
５

７
５

７
５

１
８
２
０

１７５ ボルト穴芯ー芯　２１７０ １７５

７
５

７
５

２
４
６
５

１
５
０

基礎寸法　２８７０

３００ Ｈ鋼芯ー芯　２２７０ ３００

１
５
０

３
０
０

１
３
５
０

２
１
８
８

２
０
０

５
６
２
０

２
４
１
０

４
８
５

７
７
０

２
４
１
０

２
４
１
０

２
５
８
２

２１１５

３２５０

１８１５

Ｘ１通り迄　６９６０

６７０

４
３
５

７
５

７
５

１
８
２
０

１
８
２
０

７
５

７
５

７
５

７
５

１
８
４
０

１
８
０
０

７
５

７
５

１
８
２
０

７
５

７
５

２
４
６
５

７
５

７
５

１
５
０

３
０
０

１
３
５
０

１０００

基礎寸法 Ｈ２５０

２４５ ３００

９０

２１０

２
０
０

５
８
３
５

５
６
２
０

４
８
５

７
７
０

３００

２１０４６０

６７０

４６０ ２１０

７
５

７
５

基
礎
仕
上
面
迄

５
８
３
５
（
５
９
４
８
）

Ｈ鋼芯ー芯　２２７０ １２５１２５

Ｈ２４４×１７５×７×１１

１
８
２
０

４
３
５

７
５

７
５

１７５ ボルト穴芯ー芯　２１７０ １７５

基
礎
仕
上
面
迄

１
２
０
０
０

１
２

２
４
４

１
２

Ｈ鋼芯ー芯　２２７０

１７５

ボルト穴芯ー芯　２１７０

１７５

６
７
０

４
６
０

２
１
０

２
５
０

５
４
５

２
４
１
０

２
４
１
０

１
２

１
２

２
４
４

１
８
２
０

１
８
０
０

７
５

７
５

２５０

５０ １５０ ５０

５
０

１
５
０

５
０

２
５
０

ボルト穴芯ー芯　２１７０１７５ １７５

Ｈ鋼芯ー芯　２２７０

４５０

７
５

５０ ３５０ ５０

１
５
０

３
０
０

７
５

３
０
０

３００ Ｈ鋼芯ー芯　２２７０ ３００

基礎寸法　２８７０

１
５
０

１
３
５
０

３
０
０

３００

Ｘ０通り迄　３２５０

Ｘ０通り迄　２１１５

Ｘ０通り迄　２１１５

２－１９キリ ２－１９キリ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

２－１９キリ２－１９キリ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

２－１９キリ ２－１９キリ

２－１９キリ ２－１９キリ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

２－１９キリ ２－１９キリ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

２－１９キリ ２－１９キリ

Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

２－１９キリ

６箇所
鉄骨支柱

Ｈ２５０×２５０×９×１４

中間支持部

Ｈ２５０×２５０×９×１４

Ａ部

操作盤取付板

ｔ４.５

４－Ｍ１６ＨＴＢ

ＰＬ－１６ 中間支持部

Ｈ２５０×２５０×９×１４

リブＰＬ－９

シール受け金具

防水シール

Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

Ｘ

２－１９キリ ２－１９キリ

中間支持部

Ｈ２５０×２５０×９×１４

４－Ｍ１６ ＨＴＢ シール受け金具

鉄骨支柱

Ｈ２５０×２５０×９×１４

２－１９キリ ２－１９キリ

防水シール

Ｈ２４４×１７５×７×１１

２－１９キリ ２－１９キリ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

ＰＬ ｔ１２×２５０×２５０

４－Ｍ１６　ＨＴＢ

ＢＰＬ ｔ１９×３００×４５０

Ａ・ＢＯＬＴ　４－Ｍ１６×６００Ｌ Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

Ｙ

▽基礎仕上面

Ｈ
２
５
０
×
２
５
０
×
９
×
１
４

操作盤取付板

ｔ＝４．５

本図は全て 建築工事 とする

（２種　ＨＤＺ５５）

溶融亜鉛メッキ仕上げ

ホースリフターＦＨＤ２００取付用

鉄骨支柱穴あけ配置図 Ｓ＝１：３０正 面 図 側 面 図

Ａ部－詳細図

Ｓ＝１：２０

鉄骨上部　詳細図 Ｓ＝１：２０

鉄骨中間支持部　詳細図 Ｓ＝１：２０

Ｘ－矢視図

Ｓ＝１：２０

鉄骨横架部　詳細図 Ｓ＝１：２０

Ｙ－矢視図

Ｓ＝１：２０

鉄骨下部　詳細図 Ｓ＝１：２０

Ｚ－矢視図

Ｚ

Ｈ２４４×１７５×７×１１

Ｘ０
Ｙ５

Ｙ５

Ｙ５

▽最高の高さ

▽車庫部軒高さ（水上）

▽車庫部軒高さ（水下）

▽基礎仕上面
▽ＦＬ

▽設計ＧＬ

▽最高の高さ

▽車庫部軒高さ（水上）

▽車庫部軒高さ（水下）

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ
▽基礎仕上面

▽設計ＧＬ
▽ＧＬ



NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 4 1A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

外構図

２０１９・０３１：１５０

１：３００

5
,3
8
0

4,910

（町道）

Ａｓ-１

Ａｓ-１

Ａｓ-１

Ｓ-１

Ａｓ-２

既存CB（1段）

既存積みブロック擁壁

既存積みブロック擁壁

既存CB（1段）

Ｆ－1

Ｆ－1

Ｆ－２

Ｆ－２

Ｆ－２

Ｇ－１

Ｇ－１

Ｇ－１

既存水路に蓋掛け：Ｍ－２

既存水路に蓋掛け：Ｍ－１

Ｇ－２

既存ＲＣ縁取壊し

既存道路側溝コンクリート縁補修（L=2,600）

既存Ａｓ舗装

下水公共桝

既存間知ブロック擁壁天端補修

既存擁壁ブロック補修

既存石積み擁壁

既存現場打ちコンクリート縁

既存暗渠（ヒューム管φ400）取壊し

既存暗渠撤去後穴埋め

Ｆ－４

既存コンクリート蓋掛け

植込み、サイン取付壁

既存ＲＣスラブ撤去後蓋掛け：Ｍ－１

フラッグポール：アルミ製（Ｌ＝９，０００）、ロープ型
（サンポール ＦＰ－９Ｕ同等）

Ｆ－５

Ｆ－５

非常用発電機基礎厚250（1,000×1,300）
D13＠200シングルクロス

記　号 仕　　　様符　号

Ｓ－１

ＣＯＮ－１

土間コンクリート厚120　金こて押え（目地切り）

補強筋：D13＠200（シングルクロス）

砕石厚100

Ｆ－１

目隠しフェンス（H=1,200）

朝日スチール工業　ＸＷ－１２００－Ｍ 同等

基礎ブロック：300角、H=600

Ｆ－２

Ａｓ－１

Ａｓ－２ 密粒度アスファルト舗装（Ａ－８－２５、路盤再生材）

メッシュフェンス（H=1,200）

朝日スチール工業 ＵＮ－Ａ１２００Ｌ－４０ 同等

基礎ブロック：180角、H=450

密粒度アスファルト舗装（Ａ－５－１５、路盤再生材）

駐車スペース一般部：区画線引き（W=100）Ｕ形、車止めブロック（再生ゴムチップ製）

障害者用部：デルタマーキング、車いすマーキング、車止めブロック（再生ゴムチップ製）

現状地盤スキ取り・整地のうえ

砕石敷き（Ｂ種）

Ｍ－１

Ｍ－２

Ｇ－１
側溝：Ｕ形側溝（300Ａ）

均しモルタル厚20、捨コン厚60、砕石敷き厚100

Ｇ－２ 集水桝（360×360×480）Ｃ種

コンクリートスラブ（Ｔ－２）

厚１００、Ｌ＝1ｍ

スチール製グレーチング（Ｔ－２）、ノンスリップタイプ、

かさ上げグレーチング　ＨＸＹ－Ｋ８３３８Ａ同等

材質：ＳＳ４００＋ＳＴＫＲ４００、処理：溶融亜鉛めっき、Ｌ＝４８５

Ｆ－４
ＳＴ製固定式バリカー（コーナータイプ）

バリカー：バリカーアーチ型コーナータイプ（固定式）、φ60.5×Ｈ650、基礎：300×250

ソフトコーン、φ80、H=650

サンポール：ガードコーン RBHS-65同等
Ｆ－５

倉庫

上弓削公民館

■　　外構平面図　　１：１５０

■　　外 構 凡 例

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｇ

Ｉ

Ｉ

137.77

137.17

137.41

137.62

137.49

137.54

137.65

137.71
137.83

136.70

136.56
136.54

136.90

137.00

135.86

137.35

137.23

137.33

136.61

137.53

137.47

137.41

137.59

137.56

137.65

137.61

137.58

137.70137.70

137.70

137.50137.70 137.70

137.70

137.59

既存擁壁天137.54

既存擁壁天137.41

既存ＣＢ縁天137.66

既存擁壁天137.44

既存ＣＢ縁天137.67

既存擁壁天137.45
既存溝縁天136.81
既存溝底136.41

既存擁壁天137.44

既存擁壁天137.44

既存擁壁天137.47

既存擁壁天137.43

既存溝蓋天137.20

既存溝底136.77

既存溝蓋天137.20

既存溝底136.39

既存溝底136.40

新設溝蓋天137.20

新設溝蓋天137.30

新設溝蓋天137.30

既存擁壁天137.34

既存擁壁天137.30

既存縁石天137.49

水

水

水
水水

Ｍ



NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 4 2A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

外構詳細図　１

１：１０、２０、５０

1：２０、４０、１００

２０１９・０３

1650

5
0
0

6
5
0

75 1650

1724
.1

7
5

7
5

75

75 75

2100

1650225 225

1
5
0

9
5
0

1505
0
0

2
2
5

225 1650 225

1724
.1

2
2
5

φ16.5

1800

2
1
3
0

1
8
3
0

3
0
0

2
1
6
0

1500

14 14

3
0

150 150

665

2
0
2
0

340

650

3
0

1
1
0

8
0

155 155

2
1
3
0

１３００

７００（６０）

２１６．５

２
２
５
．
５

開
口
高
さ
：
７
８
６

９
７
８
．
５

７
０
５

１
１
５
０

１
２
０
０

１
２
０
４

開口：１１６０

アシ゛ャスター間隔：１２３０

9000

5000 4000

1000

6
0
0

1150

1
0
0

6
0

84

1
6
0

12
0 120

150 200

168

190

40

10
1
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65

2
2
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55
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50 20
2
2

3
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2
4
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1
0
0
8
0

6
0

1
2
5

2
．
3

75 75

7
5

3
．
2

6
0

1
．
6

30
90．7

6
9

1
．
3

0．6

8
3

55
42

1

149

2
1
8
5

1
0
5
0

1
5
0

1
2
0
0

3
0
0

2000

167

125

2
0
8
5

250以上

1,100

850

4
5
0

350

2
5
0

2,750

1
,1
0
0

2,750149

75

350

700

ホクエイ：ボンベックＢＮ-２００同等

四国化成：ゴミストッカーＥＡ型同等

サイクルポートＢＬＬタイプ　基本セット同等

基礎用アンカーボルト位置

アンカーボルト位置対角寸法

アンカーボルト位置対角寸法

アンカーボルト穴

３

４ ２ １ ５ ６

埋込部

黒色塗装

ﾓﾙﾀﾙ：上1/3

乾燥砂：下2/3

水抜孔

2-M6ﾋﾞｽ

4-M6ﾋﾞｽ

ﾛｰﾌﾟφ8

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

ﾅｲﾛﾝ
滑車

ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ

3-M6丸皿ﾋﾞｽ

6-M6ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ

現地接合部

2-M6
丸皿ﾋﾞｽ

社銘ﾛｺﾞ

水抜ｽﾄｯﾊﾟｰ

黒色塗装

鉄筋（D13＠200、シングルクロス）

アンカーボルト穴深さ

土間コンクリート（金）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

11

左右土台

前柱

シャッター

側パネル

屋根

母屋

後土台

横桟

後柱

前梁

屋根受け雨樋 ZAM

ZAM

SGCC

SGCC

SGCC

ZAM

ZAM

ZAM

SGHC

SGCC

SGCC

右1左1

2

右1左1

1

2

1

1

4

右1左1

前1後1

1

ｔ1.2溶融メッキ　※

ｔ1.6溶融メッキ　※

ｔ1.2溶融亜鉛メッキ

ｔ0.8溶融亜鉛メッキ

ｔ2.0溶融メッキ　※

ｔ0.8溶融亜鉛メッキ

ｔ0.8溶融亜鉛メッキ

ｔ0.8溶融亜鉛メッキ

ｔ0.8溶融亜鉛メッキ

ｔ0.7溶融メッキ　※

ｔ1.2溶融亜鉛メッキ

番号 材質 個数品　　名 記　　事

防火設備（乙種防火シャッター仕様）

１１

４

２

３

５

６

１

１

１

１

１

番号 　品　　　　　名 数量 　　材　　　　　質 備　　　　　　　　　考

ポール（下段）

クリート

ポール（上段）

滑車ホルダー

キャップ

グランドセット

アルミ合金ダイカスト

アルミ合金／ポリプロピレン

アルミ合金継目無管　　

アルミ合金継目無管　　

アルミ合金

ＹＢＺＴＤ－Ｔ８

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

Ａ１０５０Ｐ／ＰＰ

ＹＢＺＴＤ－Ｔ８

ＡＤＣ６

ＡＤＣ１２アルミ合金ダイカスト

φ１００×ｔ３．８

φ１００×ｔ２．３

Ｈ．Ｌ．後アルマイト処理クリアー電着塗装

Ｈ．Ｌ．後アルマイト処理クリアー電着塗装

アルマイト処理

バフ研磨後クリアー焼付塗装

塗装仕上げ

焼付塗装

柱

屋根板

樋取付金具

縦樋

アンカー棒

梁

母屋

樋

前面化粧板中

側面化粧板左

側面化粧板右

前面化粧板左

前面化粧板右

樋　（端部）

ポリエステル粉体塗装

ラスパート処理

カラ－鋼板

軟鋼線材　　　Ｍ６、Ｍ８

ポリエステル粉体塗装

溶融亜鉛メッキ鋼板

ポリエステル粉体塗装

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化複合皮膜

ポリエステル粉体塗装

ポリエステル粉体塗装

ポリエステル粉体塗装

溶融亜鉛メッキ鋼板

ポリエステル粉体塗装

溶融亜鉛メッキ鋼板

ポリエステル粉体塗装

ポリエステル粉体塗装

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化複合皮膜

棒鋼

溶融亜鉛メッキ鋼板

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化複合皮膜

ボルト・ナット類

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

一般構造用角型鋼管（溶融亜鉛メッキ）

一般構造用角型鋼管（溶融亜鉛メッキ）

型式コ－ド 間　口（Ｗ） 奥　行

ＢＬＬ－２７５０ ２，７５０ ２，０００

高　　さ

２，１８５

全　　幅

３，０４８ タウングレー

　色

■　　ゴミ収集庫　詳細図　　１：２０

■　　駐輪場　詳細図　　１：５０、１：１０ ■　　ＬＰＧ庫　詳細図　　１：２０

平面図-Ａ－Ａ

基礎平面図

基礎正面図

正面図 側面図

■　　フラッグポール　詳細図　　１：４０、１：１０

Ｓ＝１／１０

冠頭部詳細図
Ｓ＝１／１０

ジョイント部詳細図
Ｓ＝１／１０

クリート詳細図
Ｓ＝１／１０

グランドセット詳細図

（株）サンポール：ＦＰ－９Ｕ同等

部材断面図　（Ｓ＝１／６）

Ｇ・Ｌ

765

10

3

5 1

3

7

2

2

4

8

9

11

４ １１ ５

１０

８７

１２

１３

１４

１３１０６４ ５３１ ２柱 梁 樋 化粧板 縦樋～母屋

５

６

２

３

９

１

１

ｼﾞｮｲﾝﾄ部

Ｇ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ



NOTE

綜 合 企 画
一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

２０１３・０２ A - 4 3A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事

外構詳細図　２

１：３０、２０

１：６０、４０
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1
,8
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7
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4
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2
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15

300

1
,1
0
0

2
5
0

8
5
0

600

763

15
0

600

6
5
0

2
5
0

5
0

1
0
0

250

150 150

1,000×1,300

2
5
0

1
0
0
1
5
0

久米南分署久米南分署

胴縁 t＝1.6
〔SGMH490〕

2-中間縦枠 t＝1.6

胴縁 t＝1.6
〔SGMH490〕
（水抜穴付）

2-縦枠 t＝0.8

(STK500)
φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

(STK500)

ＸＡブラインド

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(ﾅｯﾄ付)
M8×150L
SS400

１

既存石積み擁壁

既存ＲＣ縁

既存間知ブロック擁壁

新設フェンス：目隠しフェンス（H=1,200）

新設フェンス基礎（300角×600）

新設フェンス：目隠しフェンス（H=1,200）

既存擁壁と新設側溝間は均しコンクリート厚60

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

均しモルタル厚20
捨コン厚60
砕石敷き厚100

底打ちモルタル

均しモルタル厚30
コンクリート厚100
砕石敷き厚100

排水管：VP150

SUS製バンド固定

既存間知ブロック擁壁

新設フェンス：目隠しフェンス（H=1,200）

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

均しモルタル厚20
捨コン厚60
砕石敷き厚100

底打ちモルタル

既存CB（1段）

既存積みブロック擁壁

新設フェンス：ＵＮフェンス（H=1,200）

新設Ｕ形側溝（300Ａ）

均しモルタル厚20
捨コン厚60
砕石敷き厚100

底打ちモルタル

既存間知ブロック擁壁

既存間知ブロック擁壁
天端補修

既存現場打ちコンクリート擁壁

砕石敷き厚100

増打ち補強コンクリート（F-21）Ｍ－２

3-D13

差筋アンカー：D13＠200

既存コンクリート縁天端斫り後
レベル調整コンクリート打設

Ｍ-１

既存現場打ちコンクリート擁壁

砕石敷き厚100

増打ち補強コンクリート（F-21）

3-D13

差筋アンカー：D13＠200

既存コンクリート縁天端斫り後
レベル調整コンクリート打設 Ｍ-１

3-D13

差筋アンカー：D13＠200

増打ち補強コンクリート（F-21）

既存現場打ちコンクリート擁壁

砕石敷き厚100

既存コンクリート縁天端斫り後
レベル調整コンクリート打設一部既存擁壁ブロック補修

既存コンクリート蓋

壁：コンクリート化粧打ち撥水材塗り

サイン取付面：コンクリート打放し補修下地ＥＰ塗り

サイン：カラーＳＵＳ製箱文字（150角）厚20

植込み縁：コンクリート化粧打ち撥水材塗り

パトライト（電気設備工事）

パトライト（電気設備工事）

4-D13

ベース筋：D13＠200

横筋：D13＠200

縦筋：D13＠200

捨コン厚50
砕石敷き厚100

横筋：2-D13

縦筋：D13＠200

天端：コンクリート押え

捨コン厚50
砕石敷き厚100

客土：真砂土＋バーク堆肥（H=300）

天端中央排水溝目地を設け、中央に向け勾配をとる。

砕石敷き厚100

バリカー：バリカーピラー型（固定式）、φ60.5×Ｈ850

ＳＵＳチェーン（フック付）張り

集水桝（360×360×480）Ｃ種

既存擁壁と新設側溝間は均しコンクリート厚60 既存擁壁と新設側溝間は均しコンクリート厚60 既存擁壁と新設側溝間は均しコンクリート厚60

コンクリート直押え

砕石厚100敷き

D13＠200（シングルクロス）

目隠しフェンス：朝日スチール工業　ＸＷ－１２００－Ｍ 同等

Ｍ－２：スチール製グレーチング（Ｔ－２）、

ノンスリップタイプ、

かさ上げグレーチング　ＨＸＹ－Ｋ８３３８Ａ同等

材質：ＳＳ４００＋ＳＴＫＲ４００、

処理：溶融亜鉛めっき

Ｍ－１：：コンクリートスラブ（Ｔ－２）
厚１００、Ｌ＝1ｍ

Ｍ－１：：コンクリートスラブ（Ｔ－２）
厚１００、Ｌ＝1ｍ

植 栽

ヒラドツツジ：枝張1.0ｍ×4本

ＵＮフェンス：朝日スチール工業 ＵＮ－Ａ１２００Ｌ－４０ 同等

■　　Ａ－Ａ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｂ－Ｂ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｃ－Ｃ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｄ－Ｄ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｅ－Ｅ　詳細図　　１：３０

■　　Ｈ－Ｈ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｉ－Ｉ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｊ－Ｊ　詳細図　　１：３０■　　Ｆ－Ｆ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｇ－Ｇ　詳細図　　１：３０

■　　植込み、サイン取付壁　詳細図　　１：３０

■　　Ｋ－Ｋ　詳細図　　１：３０ ■　　Ｆ－４ （ＳＴ製固定式バリカー（コーナータイプ））　詳細図　　１：３０ ■　　非常用発電機基礎　詳細図　　１：３０

矢視Ａ

矢視Ｂ

ＧＬ

t＝0.6
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界
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▽
 隣
地
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Ｂ

Ａ

▽ フェンス基礎天（137.50）

▽ フェンス基礎天（137.50）

▽ 設計ＧＬ（137.70）

▽ 設計ＧＬ（137.70）
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一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓ ｏ ｇ ｏ ｋ ｉ ｋ ａ ｋ ｕ　 ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 ｆ ｉ ｒｍ T ITLE

DRAWING NAME

A - 4 4A1  SCALE DATE NO

A3  SCALE ＣＨＥＣＫ DRAFTS
PERSON

一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 ２０１９・０３

仮設計画図

１：１５０

１：３００

5
,3
8
0

4,910

ＫＳ－２

ＫＳ－２

ＫＳ－２

ＫＳ－２

ＫＳ－３

ＫＳ－３

ＫＳ－１

ＫＳ－２

ＫＳ－４

記　号 仕　　　様符　号

ＫＳ－１ 現状コンクリート蓋部：敷鉄板厚22敷き

ＫＳ－２ 仮囲い：ガードフェンス（H=1.8ｍ）＋シート張り

キャスターゲート両開き、（L=６ｍ、H=１．８ｍ）ＫＳ－３

ＫＳ－４ 交通誘導員（３０日程度）

倉庫

上弓削公民館

■　　外 構 凡 例

■　　仮設計画図　　１：１５０

水

水

水
水水

Ｍ



一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社

ｓｏｇｏｋｉｋａｋｕ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒａｌ　ｆｉｒｍ

綜 合 企 画 一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

DRAWING NAME

TITLE 津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 A1 SCALE

A3 SCALE

DATE

ＣＨＥＣＫ

NO

DRAFTS
PERSON

２０１９・０３

NOTE

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造特記仕様書

コンクリート
の材齢

による場合

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は * 印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

その他

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2

1-1

1-3

1-4

1-5

1-6

含まない )

1-7

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( *含む

梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図  *設備図 )による。

公共建築協会  *日本建築家協会 )

   鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

   鉄筋コンクリート構造配筋標準図 

   鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

  鉄骨工作標準図

2-2

2-1

ルート1 ルート2 ルート3

ルート1 ルート2 ルート3

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

構造計算ルート方  向

X

Y

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

山留め、根切り3-1

3-2

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

地 中 梁

構造スラブ

屋内

屋外
土間スラブ

:

:

A

B

(1)※ 砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

150

打撃工法

埋込み工法

油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

ディーゼルハンマー

* あり

a

4-2

4-3

4-4

設計地耐力

地耐力載荷試験

長期

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

地盤改良

無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験

[ ]六価クロム溶出試験

短期 終局

節杭

t mm

* 行わない

* 行わない

* 行わない

行う

行う

注

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

PHC杭

ST杭

SC杭

PRC杭

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

BH工法

GL-    m

(

( 全数 % ) 行わない

方向)2

* 行う

コンクリート ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメント )B種

鉄筋

Fc     

D

SD295A

SD390

D SD345

以上

以上D 以下

SKK400 SKK490鋼管(リブ付)

4-6

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

杭打地業共通事項

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

* 行わない

* 行わない

5-1 材種

D  

D  

以下

以上

スパイラル 工場溶接

D  以上

D  以上

SD295A

SD345

SD390

SD490

P

K

UR

重ね継手

スパイラル 工場溶接1275級

 785級

 685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

機械継手(  級)

機械継手(  級)

機械継手(  級)

種 類 径 継    手

重ね継手

* 重ね継手

* 溶接継手

* 溶接継手

* 溶接継手

5-3

5-4

梁貫通補強

その他

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内

本

箇所

(JISZ3120)

30

引張り試験

1

1

検査ロットにつき

検査ロットにつき

* 3

抜取り検査

5-2

溶接継手 突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)* ガス圧接

(JISZ3062)

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ②地反力を受ける

熱間押抜き試験

原則 柱・梁の径毎に3本

超音波探傷試験

溶接部の検査(第三者機関による)外観検査全数

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

①一般

③上載荷重が大きい場合 とする。

6-1 設計基準強度

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

普通コンクリート

25 40

    * 砕石

* 20

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       高炉ｾﾒﾝﾄB種

       砂利        高炉ｽﾗｸﾞ骨材        再生骨材

(N/mm 2)

*  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       人工軽量骨材

膨張材6-2

)

)

Fc

Fc

LFcFc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

(気乾単位容積質量

6-3

減水剤 減水剤 躯体防水材

Fc LFc (気乾単位容積質量

AE高性能*AE混和材

注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

cm

%

kg/m3

kg/m3

備 考一  般

1815

基礎, 地中梁箇  所

単位セメント量

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

Fm=Max(Fc,Fd)+S

超長期(36)長期(30)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度

空気量スランプ

]

][

[

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

1)骨材 アルカリシリカ反応性 塩分含有量

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

*  行う

*  行う

*  行う

行う

行う

行う

*  行わない

*  行わない

行わない

行わない

行わない

行わない

S＝3～6

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

設計強度5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

6-7 住宅性能表示

6-8

等級2 等級3劣化等級

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

が変わる場合があるので注意すること。

7-1 材種及び使用箇所

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

STK400 STK490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SSC400

SNR400

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1) 材質

使用する 使用しない

SS490

ABR490

(   以上)M

ABM400

7-2 高力ボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

*  S10T

ABM490(ABMはM24以上)

7-4 頭付きスタッド

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

使 用 箇 所長   さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

7-6

7-7

7-5 溶接材料

継手

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

スカラップ形状   * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

フランジ

ウェブ

柱 梁

*  高力ボルト

*  高力ボルト

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

7-8 溶接手法及び管理

7-10

1) 素地こしらえ ブラスト* ケレン

2) 錆止め塗料

)(単位 mm7-9 デッキプレート

タイプ

高さ 板厚1) 床用

高さ 板厚2) 合成スラブ用

形版高さ 板厚3) 型枠用

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

3) AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を * 行わない

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

**

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め

一般用錆止めペイント

シアナミド鉛錆止めペイント JISK5625

JISK5552

JISK5621

JISK5674 30μm

35μm

15μm

35μm

1種 2種

1種 2種

1種 2種

7-12 鉄骨製作工場

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

8-1 コンクリートブロック

8-2 ALC パネル

1)種類

2)厚さ mm

1)使用箇所

2)厚さ mm

3)外壁取り付け構法

内壁床 屋根 外壁

15075 (80) 100 175

A 種 B 種 C 種

100 120 150 190

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

備   考使 用 箇 所構     法方  向

縦

横

8-4 PCa板

床 屋根

合成板

1)床及び屋根

現場打厚さ 合計厚さ 備     考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ  mm

PCa板単独 厚さ mm

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

*  建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定

日本建築学会 RC規準2010

場内地均し * 場外搬出処分(* 自由

搬入良土

搬入良土

指定場所 )

* 50

* 50

* 50

* 50

* 50

50

* A

* A

* A

* A

* A

* A

* 60

* 60

* 60

* 60

* 60

60 * 100

100

100

100

100

100

(1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

(2)端部aは100以上とする。

kN/m2 kN/m2 kN/m2

1)杭種

2)工法

3)杭径,設計耐力,本数表

4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

1)工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

杭径(拡底部)mm

杭径(拡底部)mm

備  考本数長期kN 短期kN 終局kN

備  考本数長期kN 短期kN 終局kN管厚 mm

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

5)使用材料

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行わない

2)載荷試験

行う(  本)

3)SL塗布

1)セメント   

2)粗骨材

最大径(mm)

3)躯体(使用区分は設計図の軸組図に示す)

軽量コンクリート( *  1種 2種 気乾単位容積質量  * 18.5 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート * 18.5

* 18.5

行う

錆止め塗装(工場塗 * 2回   1回、現場タッチアップ程度とする)

§1 一般事項

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事,土工事

§4 地業工事

§5 鉄筋工事

§6 コンクリート工事

§7 鉄骨工事

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

構　造　特　記　仕　様　書

4)仕様書 (

A種 B種 C種

B種 C種

B種 C種A種

A種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　）

行わない溶接部の検査(受入検査)7-11 行う*

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

「JASS6 鉄骨工事 2007 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2007」表5.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.サンプリングの結果、不合格率が5%以内の場合はロットを合格とし、不合格率が5%を超えた場合

は更に同一ロットの中から30箇所をサンプリングし、合計60箇所の不合格率が5%以内の場合を

合格とする。不合格率が5%を超えた場合は残り全数の検査を行う。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」等を参考にする。

行わない行う溶融亜鉛メッキ3) 

行わない行う4) 常温亜鉛メッキ

屋外

ジンクリッチプライマー

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015),

 ２ ０ １ ７ 年 度 版

スライド構法

ロッキング構法

UD OD

フック加工

120(125)

ロッキング構法

アンカー構法

縦

横

(不許複製)2017年2月1日作成

TEL(06)6763-8205 FAX(06)6763-8206 http://www.kse-web.com/一般社団法人関西建築構造設計事務所協会
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DRAWING NAME

TITLE 津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 A1 SCALE

A3 SCALE

DATE

ＣＨＥＣＫ

NO

DRAFTS
PERSON

２０１９・０３

NOTE

ＲＣ構造配筋標準図１

S-02

（３）フック及び継手の位置は、交互とする。

（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

≧６ｄ

ｄ

≧４０ｄ

３．２．１　帯　　　筋

３．２　帯　　　筋

≧８ｄ

ｄ

≧６ｄ

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

Ｌ
2

　　　　頭にある場合はフックを付ける。

　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び最上階の柱

（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。

　　を考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。

（３）柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取合い

　　造計算等により必要長さの確認を行うものとする。

（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、構

　　の内法高さ）以下とする。

　　１,５００㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱

（１）継手中心位置は、梁上端から５００㎜以上

３．１　柱筋の継手及び定着

３．１．１　一般事項

§３　柱

≧１５０mm≧１５０mm

継手 定着

≦
３

ｈ
ｏ

／
４

≦
３

ｈ
ｏ

／
４

１
５

ｄ

ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ

Ｌ
2

１
５

ｄ

ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ

Ｌ
2

Ｌ
2

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

５
０

０
以

上
、

か
つ

、
１

,
５

０
０

以
下

５
０

０
以

上
、

か
つ

、
１

,
５

０
０

以
下

かぶり厚さ

（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月31日　建設

定着起点
▽

２．４　基礎梁のあばら筋

（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。

（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。

（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。

　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.２.１による。

（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長

２．３．１　一般事項

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

（２）（１）以外の鉄筋の定着の長さは、下記表による。

　　と下記表の定着長さのうち大きい値とする。

２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合

図２．３．２図２．３．１

３－Ｄ１６

腹筋と兼ねてよい

Ｌ2

Ｌ1 Ｌ2

（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。

（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。

（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

仕　上　げ　な　し

仕　上　げ　あ　り

る　　部　　分

土　に　接　す

（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さを定める。

Ｌ

定着起点
▽

Ｌ1h,Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1,Ｌ2又はＬ3

ｌ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

３０ｄ

スラブ小梁

Ｌ1Ｌ1 ａａ

Ｌ1

Ｌ1

　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

（１）隣合う継手の位置は下記表による。但し、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

Ｌ1hＬ1h ａ

２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。

　　　なお，径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　格者]に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立]（ｄ）及び７.６.７[溶接施工]

　　省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。

（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月31日　建設

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径

ａ≧０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1h

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

Ｌ1h

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

Ｌ1h(フックあり)

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

Ｌ1(フックなし)

４５ｄ

４５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

設計基準強度
Ｆｃ(Ｎ/mm2)

２４、２７

２１

３０、３３、３６

２４、２７

２１

１８

３０、３３、３６

２４、２７

２１

１８

３０、３３、３６

コンクリートの

SD390

SD295A
SD295B

SD345

種　別
鉄筋の

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、突起による。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)と

（３）重ね継手は、次による。

フックありの場合の重ね継手長さ

l

Ｌ2h※

Ｌ2

継手長さ １５ｄ(余長)

継手長さ１５ｄ(余長)
Ｌ2h※Ｌ2h※

lo

lo/4lo/2lo/4

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

継手長さ

Ｌ2h※
継手長さ

Ｌ2h※

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ2h※

Ｌ2h※

lo

lo/4lo/2lo/4

２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）

継手長さ １５ｄ(余長)
Ｌ2h※ Ｌ2h※

≧１００

lo/4

Ｌ2h※Ｌ2h※

lo

lo/4lo/2

定着(壁の場合)

Ｌ2Ｌ2

鉄筋

重ね継手

150mm以上

1節半以上、かつ、

底盤補強筋
Ｄ１３＠２００縦横

基礎筋

２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

連続基礎及びべた基礎

lo/2lo/4lo/4lo/2

Ｌ2
梁梁

柱

lo/2

lo

lo/4lo/4

lo

lo/2

つかない場合

独立基礎で基礎梁にスラブが

Ａ部詳細

１５ｄ

１５ｄ

杭径の
１.５倍

＜連続基礎＞＜独立基礎＞

※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

Ｌ2h※

と同径・同間隔

基礎梁あばら筋

梁幅梁幅

Ｌ2 Ｌ2h※

Ｌ2

Ｄ

５００＜Ｄ≦１００００＜Ｄ≦５００

３－Ｄ１６

Ｄ

Ｌ2

Ｌ2

２．２　基礎接合部の補強

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

Ａ １５ｄ

はかま筋
▽GL

基礎筋

（２）直接基礎の場合

Ｄ１３－３００＠縦横

杭径

杭径

＜Ｂ形＞

杭径

中詰めコンクリート補強筋

Ｄ１３－３００＠縦横

100

基礎筋

＜Ａ形＞

　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。

（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。

　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠

　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13

　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13
Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合。

２Ｄ

Ｄ

30°

12
0°

1
5
0

Ｈ
6
0
0

（１）杭基礎の場合

基礎筋

)平面(Ａ形，Ｂ形とも

２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法

２．１．１　一般事項

§２　基礎及び基礎梁の配筋

２．１　基礎の配筋

　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　
（注）Ｄ：鉄筋の最大外径

４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との

基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

柱　、　梁　、　スラブ　、　壁

擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分

な　い　部　分

土　に　接　し

６０

*６０

４０

*４０

４０

３０

３０

３０

３０

最小かぶり厚さ

２０

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

以　外　の　壁
スラブ・耐力壁

耐　力　壁

梁

柱

屋　　外

屋　　内

構　造　部　分　の　種　別

（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。

鉄筋

Ｌ3 Ｌ2

150mm以上

1節半以上、かつ、

定着(スラブの場合)

１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１の（注）による。

３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍

２）２５ｍｍ

１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

１．５．２　鉄筋の間隔

１．４．３　溶接金網の継手及び定着

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

Ｌb

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

Ｌa

２４、２７

３０、３３、３６

２１

２４、２７

３０、３３、３６

２１

１８

２４、２７

３０、３３、３６

２１

１８

Ｆｃ(Ｎ/mm2)
設計基準強度

コンクリートの鉄筋の
種　別

SD295B
SD295A

SD390

SD345

（ロ）折曲げ定着

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

Ｌ1又はＬ2

Ｌ

Ｌb

余
長

フックあり

※１.４.１の長さを全長で確保する。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さフックなし

【※】

いの３/４倍以上)

Ｌa(ただし、柱せ

余
長

鉄筋の
種　類

コンクリートの
フックなし フックあり

Ｌ2Ｌ1
Ｌ3

Ｌ1h Ｌ2h
Ｌ3h

SD345

SD390

SD295A
SD295B

設計基準強度

Ｆｃ(Ｎ/mm2)

１８

２１

２４，２７

３０、３３、３６

４５ｄ

４５ｄ

１８

２１

２４，２７

３０、３３、３６

２１

２４，２７

３０、３３、３６

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２０ｄ

小梁 スラブ

以上
１５０mm

かつ
１０ｄ

１０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上)をのみ込ませる。

圧接継手

ａ ａ≧４００ｍｍ

ａ≧０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1

ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上

b

カップラー

ａ

重
ね
継
手

圧
接
継
手

フックなしの場合

フックありの場合

１．３　隣り合う継手の位置

機
械
式
継
手

（１）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)

１．４．１　鉄筋の定着の長さ

１．４　鉄筋の定着

　　１.４.１に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下記表に示す長さ(かつ、

（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を

（１）定着の方法は下図による。

１．４．２　定着の方法

以上

５ｄ

以上

４ｄ

以上

３ｄ

折曲げ内法直径(D)

　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。

　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

その他の鉄筋

幅止め筋

135°90°

ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラ

の鉄筋

ベース筋並びにＤ１６以上

柱・梁の主筋及び杭基礎の

８ｄ以上６ｄ以上４ｄ以上
(８ｄ以上)(６ｄ以上)(５ｄ以上)

Ｄ

ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

４
ｄ

以
上

４ｄ以上

以下
90°

90°

及び

90°

135°

180°

角　度

折曲げ
折 曲 げ 図 使 用 箇 所

D19～D38 D19～D38

SD390SD295A　SD295B　SD345

D16以下

１．２　鉄筋の継手

１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋

６
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

§１　一般共通事項

設計図書に記載なき場合は本標準図による。

135°

あき

異形鉄筋

ＤＤ

間 隔

　　　　　●杭径300φ以下……4-D13

（イ）直線定着

重ね継手とする場合

Ｌ1

≧８ｄ

一般の場合

ｄ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

１：―

１：―
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株 式 会 社
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綜 合 企 画 一級建築士事務所　岡山県知事登録　第１７０４号
一級建築士　国土交通大臣登録第２４４９６２号　髙橋 哲也

DRAWING NAME

TITLE 津山圏域消防組合久米南分署 新築工事 A1 SCALE

A3 SCALE

DATE

ＣＨＥＣＫ

NO

DRAFTS
PERSON

２０１９・０３

NOTE

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

Ｐ2＠

（５）スパイラル筋の継手及び定着

d

≧6d d

≧6d

末端部

（柱頭又は柱脚部）

１.５巻以上

の添巻

d

50d

≧6d

d

50d

≧6d

中間部

（重ね継手）

（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り付くすべて

帯筋の割付

梁面より割り付ける。

帯筋

重ねたものとする。

太い鉄筋又は同径のものを２本

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

上下の柱断面寸法が異なる場合、

Ｐ1＠

Ｄ Ｄ

lo/4

lo

lo/4

Ｄ

lo/2

lo/4 lo/4

Ｌ2
梁梁

柱

梁

Ｄ≦１００

梁

Ｌ2h※

lo/4lo/4 lo/2

Ｌ2

継手長さ

Ｄ

ｌｏ

ｌｏ／４ Ｄ

最上階

１５ｄ(余長)

Ｌ2h※

二段筋

Ｌ2h※

Ｌ2

Ｌ2h※ Ｌ2h※

一般階

Ｌ2h※ Ｌ2h※

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)継手長さ Ｌ2h※

　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

柱

§４　梁

４．１．１　一般事項

４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　　　　　　lo/4を加えた範囲以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、

（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、

　　る場合は右図による。

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

吊上げ筋は、一般のあばら筋

より１サイズ太い鉄筋又は同

径のものを２本重ねたものと

する。

（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。ただし、基礎梁を除く。

図４．１．１ 図４．１．２

　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着

　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す

４．１．２　ハンチのない場合

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内

（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。

（１）継手中心位置は、下記による。

　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。

（１）継手中心位置は、下記による。

（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

１.５Ｐ2＠

１.５Ｐ1＠

１.５Ｐ1＠

　　の梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

４．１．３　ハンチのある場合

（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

最上階

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ2

Ｌ2h※

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ2

Ｌ2h※

二段筋

一般階

15d(余長)

lo/4

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2h※

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2h※

lo

lo/4 lo/2

15d(余長)

二段筋

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。

　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。

４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋

４．２．１　一般事項

４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）とするこ

　　とができる。

（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。なお、

　　（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。

（ロ）

≧８ｄ

（イ）

≧６ｄ

（ハ）

≧６ｄ

≧８ｄ

（ニ）

≧８ｄ

４.３　増築予定がある場合

（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。

（３）下図ハッチ部分はスタイロホームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

スターラップ

フックをつける。

増築予定

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ

（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。

（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。

（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。

　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。

４.４　小梁及び片持ち梁

４.４.１　小梁

lo/4 lo/2 lo/4 lo/4 lo/2 lo/4

lo/6 7lo/12

lo

lo/4 lo/4lo/2lo/4

lo

Ｌ2h※ 15d(余長) 15d(余長) 15d（余長）15d（余長） L2（定着）

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長)

Ｌ3h※

lo/4 lo/4lo/2

lo/62lo/3lo/6

lo

連続端外端 連続端 端部端部

Ｌ3h※

15d(余長) 15d(余長)

Ｌ3h※

15d(余長) 15d(余長)Ｌ2h※ Ｌ2h※

（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。

　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（２）梁の端部で間隔の異なる場合（１）連続小梁の場合

４．４．２　片持ち梁

（１）先端に小梁のない場合

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

lolo

lo/6 lo/4 lo/4 lo/4

lo/2

lo/6

lo

2lo/3

lo/6

lo/2

１５ｄ ２ｌ／３

ｌ

１５ｄ ２ｌ／３

ｌ

Ｌ3h※

Ｌ2h※

Ｌ3h※

Ｌ Ｌ

Ｌ2

一般階 最上階

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（２）先端に小梁がある場合

５.１　壁筋の継手及び定着

片持梁

先端小梁

小梁外端部 小梁連続端部

水平断面

Ｌ2

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

Ｌ2

片持梁

垂直断面

　　

（頭つなぎ梁）

先端小梁

（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。

（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－１,０００＠程度とする。

§５　壁

（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

柱

梁

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置主筋位置

Ｌ1

Ｌ2

壁の配筋

４－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

１－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｂ　　形Ａ　　形

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め縦　筋

補　強　筋
壁の種別

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め

補　強　筋

縦　筋
壁の種別

（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。

（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。

５．４　壁開口部の補強

２－Ｄ１３

先端補強筋
２－Ｄ１３

４－Ｄ１３
先端補強筋

Ｌ2

２－Ｄ１３

先端補強筋
２－Ｄ１３

Ｌ2

端部（垂直及び水平断面）

４－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３１－Ｄ１３

外壁の端部（垂直及び水平断面）

継手Ｌ2

交差部（水平断面）

Ｌ2

Ｌ2

２－Ｄ１３
Ｌ2

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３

Ｌ2

Ｌ2

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｌ2

２－Ｄ１３

Ｌ2

１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

５．３　交差部及び端部の配筋

５．２　パラペットの配筋

（２）壁開口部補強筋の定着長さ

Ｌ1

補強筋

壁配筋

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

開口

（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

　　することができる。

（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

§６　スラブの配筋

６．１　スラブ筋の継手及び定着

（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。

Ｌ2

耐圧スラブの場合　２図

受け筋(D13)

Ｌ3

１図

Ｌ2h※

受け筋(D16)

（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。

Ｌ2

ｌｙ
ｌx／４ ｌx／４

ｌx／４

ｌx／４

ｌx／２

ｌx

Ｃ Ａ Ｃ

Ｄ

ＣＡ

ＢＤ

Ｃ

（３）継手中心位置は下記表による。

上　端　筋

下　端　筋

標準継手位置

短 辺 方 向

長 辺 方 向

両 方 向 共

Ｂ　・　Ｄ

Ａ　・　Ｂ

Ａ・Ｃ・Ｄ

６．２　スラブの基準配筋

６．２．１　片持ちスラブ

（１）先端に壁がない場合

先端部補強筋

Ｌ

２－Ｄ１３

ｌ≦６００

主筋

受け筋Ｄ１３
配力筋

Ｌ2

主筋

Ｌ

Ｌ3

受け筋

先端部補強筋
２－Ｄ１３

ｌ

Ｌ2

配力筋

Ｄ１６（ｌ＞１,０００）

Ｄ１３（ｌ≦１,０００）

（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（２）先端に壁が付く場合

（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。

　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。

　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

Ｌ3

一般スラブの場合　３図

受け筋(D13) Ｌ2h※

受け筋(D13) Ｌ2h※
Ｌ2h※

受け筋(D13)

Ｌ3
Ｌ3

（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

先
端

壁
厚

以
上

及び間隔に合わせる。

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

Ｌ
2

２－Ｄ１３

Ｌ2

先端壁の縦筋の径

先
端

壁
厚

以
上

２－Ｄ１３

Ｌ2

１
０

０
以

下

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）

ｌ1

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。

　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。

出隅部

出隅受け部

ｌ
1
/
2

ｌ1／２

ｌ
2

出隅部分

の補強筋

Ｌ
1

ｌ
1
／

２

ｌ
2

一般スラブ配力筋

Ｌ1ｌ1／２

Ｌ3

Ｌ
3

ｌ1

ＲＣ構造配筋標準図２

１：―

１：―
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NO
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２０１９・０３

NOTE

(株)倉敷構造設計室
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1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。

同材質、同間隔

帯筋と同径、

Ｌ2h※

Ｌ2h※

Ｌ2h

lo

　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０

Ｄ１０

１５０

Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１０

１５０

Ｄ１０－２００＠
Ｄ１３

二辺固定スラブ形階段配筋(その２)

lo

Ｌ
3

Ｌ3

ｔ

コンクリートの厚さ

壁付き土間コンクリートの補強配筋控壁の配筋(水平、垂直とも)

コンクリートブロック帳壁

Ｄ10-200＠

Ｄ10

800

Ｄ10-200＠
Ｄ10

コンクリートブロック帳壁

Ｄ16

Ｌ2

Ｌ2

ｔ

Ｄ13

８．５　コンクリートブロック帳壁との取合い

（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。

７０＜Ｈ≦１５０の場合Ｈ≦７０の場合

３５０ｍｍ

Ｄ１３

Ｌ2Ｄ１３

Ｈ

５Ｈ

Ｈ

Ｌ2

８．４　段差のあるスラブの補強

Ｌ2

打増し部分

ａ

腹筋は、標準仕様書

あばら筋と同径、

同材質、同間隔

Ｌ2

別図３.２（ｃ）に

よる

二方向の打増し

ａ１ ｂ

ａ２

Ｌ2

側面の打増し

Ｌ2 ａ

　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

上端の打増し下端の打増し

ｂ

ａ

Ｌ2

打増し部分

ａ

Ｌ2

ｂ

打増し部分

８．２　梁の打増し補強

　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。

　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

二方向の打増し一方向の打増し

３００以下３００以下３００以下

３００以下

３００以下

３００以下

３００以下３００以下

Ｌ2

Ｌ2 ａ1

ａ2

Ｌ2

ａ

打増し部分 打増し部分

８．１　柱の打増し補強

§８　その他の補強

二辺固定スラブ形階段配筋(その１)

lo

Ｌ3

Ｌ
2

Ｌ2

Ｌ3

ｔ

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ2h※

ｔ

ｔ

Ｄ１６－１２５＠

Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－２００＠

上端筋、下端筋とも（全域）

二辺固定スラブ形基準配筋

ＫＢ７

ＫＢ６

ＫＢ５

ＫＢ４

ＫＢ３

ＫＢ２

ＫＢ１

配筋種別

８．１　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

片持スラブ形階段配筋の定着

Ｌ2

Ｌ2
Ｌ3

Ｌ2

　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。

（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、

片持スラブ形階段の基準配筋

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
配筋図

ＫＡ４ＫＡ３配筋種別

Ｄ13

ｔｔ

配筋図

ＫＡ２ＫＡ１配筋種別

８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

§８　階段の配筋

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ形配筋

種別
配筋

3-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D13

な　しな　し

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

な　し

Ｈ７

Ｈ６

Ｈ５

Ｈ４

Ｈ３

Ｈ２

Ｈ１

4-2-D19

4-2-D22

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

2-2-D13

上下縦筋横　筋縦　筋斜め筋

７．２　補強の形式と種類

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ1
Ｌ1

Ｌ1
Ｌ1

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

上縦筋

下縦筋

Ｈ形

下縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋

下端のみ通し筋

中間部中間部 端部 端部

び間隔に合わせる。

同材質、同間隔
補強筋の鉄筋径及

スラブ筋と同径、
土間コンクリート

Ｌ2Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2
Ｌ3

Ｄ１３ Ｄ１３ａ ａａ Ｄ１３ ａＤ１３

Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2
Ｌ2

Ｌ2
土間コンクリート補強筋

ｌ＝１,３００ ｌ＝１,３００

Ｄ１０－２００＠縦横 Ｄ１０－２００＠縦横
Ｄ１３

Ｄ１３

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

ｎ１本

２
本

ｎ１
２

本
ｎ２

Ｌ
1

Ｌ
1

開口 ｎ２本

Ｌ1

Ｌ1

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。

　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。

（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。

　　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　

（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。

（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。

（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲には設けてはならない。

（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

７．１　一般事項

梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。

§７　梁貫通孔補強

（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。

（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1
Ｌ

６．５　増築予定がある場合

　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。

　　梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。

（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（１）土間スラブの打継ぎ補強

６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強

（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。

６．４．２　壁付きスラブ

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

６．４．１　屋根スラブ

６．４　その他の補強

　　補強を省略することができる。

（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、

　　隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。

（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

６．３　スラブ開口部の補強

８．３　壁の打増し補強

ＲＣ構造配筋標準図３
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１：―

１：―鉄骨構造工作標準図

S-05

鉄 骨 構 造 工 作 標 準 図
４－１

隅 肉 溶 接

完 全 溶 込 み

４－２

６－１

勾 配 屋 根

６－２

梁 通 し

６－３

雑 仕 様

６－４

柱 通 し

６－５

そ の 他

６－６

７－１

一 般 柱 脚

７－２

認 定 柱 脚

貫 通 補 強

８－１

スタッドジベル

８－３

デッキプレート

８－２

壁 筋 の 溶 接

８－４

現場溶接継手

（突合せ溶接）

４－３

溶接部の検査

剛 接 合

５－１

継 手 部

§　４　　溶接接合

５－２

小 梁 仕 口

３－２

ＨＴＢのピッチ

３－１

Ｈ Ｔ Ｂ

３－３

形鋼のゲージ

§　３　　ボルト接合

§　２　　共通事項

２－１

略 　 号

溶 接

§　１　　一般事項

使 用 材 料

１－１

１－２

鉄骨加工業者

そ の 他

１－３

（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　

（ｂ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（ｃ）ボルトの接合面の処理は締付け摩擦面の母材においては平グラインダー掛け、スプライスプレート

　　　においてはショット掛けを行ない、黒皮を除去して一様に赤さびを生じさせる。又、締付けは一次

　　　締付け後マーキングを入れて本締めをする。

締付け長さ

座金厚さ

ナット高さ

余長

（ねじ山３以上）

１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。

２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。

３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。

４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。

５　現場溶接の場合は第三者機関による検査を１００％　行う。

６　不合格と判定された溶接部は全て補正をすること。

ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。

Ｓ＝設計サイズ

＝実際サイズ

スカーラップの開先加工

・スカーラップを設けない形状の場合、図の

　いずれかによるものとする。

ノンスカーラップの開先加工

４）　開先形状

・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の

　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。

　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。

　なお複合円は滑らかに仕上げること。

・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。ｅ２

・使用材料は　構造図による。

）

Ｔｄ

Ｔｄ

延床面積 ５００㎡以下 ３０００㎡以下 制限なし

グレード

種類

板厚 １６㎜以下 ２５㎜以下 ４０㎜以下 ６０㎜以下

４００Ｎ ４９０Ｎまで ４９０Ｎまで ５２０Ｎまで

Ｊグレード Ｒグレード Ｍグレード Ｈグレード

通しダイヤフラム

ベースプレート

４９０Ｎまで

２２㎜以下

４９０Ｎまで

５０㎜以下

３２㎜以下 ５０㎜以下 ７０㎜以下

５０㎜以下 制限なし 制限なし

・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。

・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

・本標準図における単位はすべて㎜とする。

・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。

・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。

・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト

・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレートＬ Ｌ

・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラムＬ

・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレートＬ Ｌ

・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト ・ＲＰ　　　　　　　　リブプレートＬ

・ＴＢ　　　　　　　　ターンバックル・ＳＰ　　　　　　　　スプライスプレートＬ

１－５・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレートＬ

Ｍ １６

Ｍ

Ｍ

Ｍ

２０

２２

２４

３０ｍｍ

３５ｍｍ

４０ｍｍ

４５ｍｍ ４０ｍｍ

３５ｍｍ

３０ｍｍ

２５ｍｍ

Ｆ１０Ｔ Ｓ１０Ｔ

ねじの呼び

締付け長さに加える長さ

ボルトの所要長さ

孔　　　径

呼　び　径

ピッチ ｐ
標 準

は し あ き

へ り あ き

最 小

Ｍ １６ Ｍ Ｍ Ｍ２０ ２２ ２４

１８ ２２ ２４ ２６

６０

４０

４０

２５

６０

５０

４０（５０）

３０

６０

５５

４０（５５）

３５

７０

６０

５０（６０）

４０

１

２

ｅ

ｅ

Ａ Ｂｏｒ ｇ１ ｇ２ ｇ１ ｇ２ ｇ最大軸径 最大軸径３最大軸径 Ｂ Ｂ

＊＊５０

５０

５０

５０

＊＊ １００ ５０

５０

１００

＊＊

＊

６０

６５

７０

７５

８０

９０

１２５

１３０

１５０

１７５

２００

３０

３５

３５

４０

４０

４５

５５

５５

６０

６０ ９０

７０

５５

４０

３５

１６

１６

２０

２０

２２

２２

２４

２４

２４

２４

２４

２４

２４

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

６０

７５

９０

１０５

１５０

１５０

１４０

１４０

４０

７０

９０

１６

１６

２２

２２

２４

２４

２４

２４

２４

６５

７０

７５

８０

９０

１２０

１００

３０

３５

４０

４０

４５

５５ ２４

２４

２２

２２

２０

２０

＊Ｂ＝ ３００

１６

＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

は千鳥打ちとする。

不合格率　　５％　以上の場合

不合格率　　５％　未満の場合

検 査 段 階

検 査 箇 所 数

第 １ 節

第 ２ 節

第 ３ 節

１

３ ０ ％ 以 上 ６ ０ ％ 以 上

２

１ ０ ０ ％

３

以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。

ス タ ー ト

６＜ｔ≦１２

１２ ＜ｔ≦４ ０

６ ＜ｔ≦１９

１ ９＜ｔ≦４ ０

ｔ ≦ ６

　ＭＣ－ＢＬ－Ｂ１
　ＧＣ－ＢＬ－Ｂ１

　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１
　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１

Ｗ ２

Ｗ ３

Ｗ ４

Ｗ ５

　ＭＣ－ＢＬ－２
　ＧＣ－ＢＬ－２

　ＭＣ－ＢＫ－２
　ＧＣ－ＢＫ－２

ｇ

記 号 形 状 適用板厚

寸 法

手溶接 半自動溶接

５ １± １±ｔ

ｇ

１

ｇ

１

α

α

２

＋

２

＋
－９

２

２

２

＋
６

２

＋
－

２

２

７ ２

２

２

７ ２

ｇ

１α

２ ２

ｇ

１ｄ

ｄ２

１

２

α

α

２

３

２

３

１

２

３

２

３

１

γ

γ

γ

γ

（ｔ－γ） （ｔ－γ）

（ｔ－γ） （ｔ－γ）

－ －

４５≧　　° ４５≧　　°

≧　　°≧　　°３５ ３５

４５≧　　°４５≧　　°

４５≧　　°４５≧　　°

≧　　°≧　　°６０ ６０

）

＋
０

２

０

＋
０ ０

３

－ －

＋
０

２

０

＋
０ ０

３

－ －

ｔ：ｔ１ と の小さい方 ６以下 １２

ｔ

９

９

１４ １６ １９

７ １０ １２ １４

ｔ２

Ｓ≧０．７ｔ

§　７　　柱 脚

柱Ｈ形鋼の場合 柱角形鋼管の場合

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合 腰折れ柱

直交梁

内ダイヤフラム

Ｗ２

Ｗ２

ＧＰ－ｔＬ

Ｐ－６かつｔ／２以上Ｌ

イ

Ａタイプ （主柱） Ｂタイプ （間柱等二次部材）

ＡＢ

ｔ

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

１Ｗ△

３０

　すべて２重ナットとする

余長はネジ山３以上

Ｄ１６

まんじゅう径２００φ程度

を切断し天端をそろえる

（Ａタイプも同じ）

堅練りモルタル後詰め

１Ｗ△１Ｗ△

２５

ＢＰＬＬ

５
０

３
０

ｄ

３
０
～
５

０

無収縮モルタル流し込み

アンカーフレームを使用す

る場合は設計図書による
４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

§　８　　その他

φ

Ｈ

Ａタイプ Ｂタイプ

Ｈ

φ

Ｗ１

Ｌ ＬＰ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）

Ｗ１

２φかつ１００＋φ

Ｈ

Ｃタイプ

φ

２φかつ１００＋φ

Ｗ１

Ｗ１

ＬＬ ＬＰ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）

Ｈφ

２φかつ１００＋φ

Ｗ１

Ｌ

Ｄタイプ

Ｗ１

ｌ

継手

Ｅタイプ

Ｗ１

鋼管（ｔ≧ｔｗ／２）

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

　　　　　　　　　　Ｂタイプ　　　不要

　　　　　　　　　　Ｃタイプ　　　片面

　　　　　　　　　　Ｄタイプ　　　片面　

Ｆタイプ

・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。

・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。

１．５ｔｏ
Ｗ１

Ｗ１

ｔｏ

≒３０

φ
Ｗ１

Ｌ

Ｗ　ｏｒＷ４３

Ｗ　ｏｒＷ４

Ｈ

２Ｐ（設計図による）

３

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

　０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする。

・貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。

ｈ， ，１ｐ ｐ２ は設計図書による。

サイズ０．５ｄ

５ｄ

ｄ

Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）

５ｄ

５ｄ

Ｗ１ ｌ＝５０

Ｐ＝鉄筋間隔

５０

Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）

Ｄ１３以下 ＦＢ－６５ｘ６

５０

１５

６５

Ｂタイプ

アーク
スタッド溶接

ｈ

１ａ

ａ２

ｄ

Ｐ１Ｐ１

アークスタッド溶接

ｄ

ｔ

１ａ

２ｐｅ ｅ

ａ２

５０

デッキプレート受け　

ＦＢ－７５ｘ６

アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００

ｔ

柱Ｌと同厚以上Ｐ

補強Ｌは座金を兼ねるＰ

ｔはＢＬ厚の１／２以上かつ６以上Ｐ

Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）

４５°以上

３φ

３φ

３φ以上

（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．３ ０．４（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．２ ０．３

（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．１ ０．２（φ≦　　　Ｈ）０．１

（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．４ ０．５

Ｈ／４

Ｈ／４

ＢＬＰＬ

１
０
０
以

上

設
計
図
に
よ

る

ａ ≧２ １００

ｄ≦

≧４０ａ１

≧ｐ２ ５．０ｄ

２．５ｔ

ｅ≧４０

≧ｈ ４．０ｄ

１ ３００≦　≦ｐ７．５ｄ

§　６　　柱梁接合部および継手

§　５　　継　　手

ｐｅ１ ｅ１１ｇＷ　、Ｗ　ｏｒＷ

Ｗ

２ ３

３

４

ＧＰＬ

ＲＰＬＷ　，Ｗ　ｏｒＷ２ ３ ４

・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。

Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３ ４

ｐ１０

・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。Ｐ Ｐ Ｐ

ＲＰＬ

フィラープレート Ｌ フィラープレート

１をこえる場合

Ｐ　　ＰＦＬ，ＷＬ面で段差が１をこえる場合は、

フィラープレートを入れる。

ＳＰ

タイプ１ タイプ２

・ピン接合は小梁仕口リストによる。

Ｗ１

Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３ ４

イ

Ｔｆ

イ

イ寸法

２５　かつ　Ｔｆ以上

Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３ ４

３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２

前後以下１，５００

イ

≧３

ＷＰＬＬ

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

１

Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３ ４

Ｔｆ

パネルゾーン柱

柱鋼管厚と同厚以上

折り曲げ加工

又は溶接加工

Ｗ２

Ｗ１

Ｗ

ロ

ｃＴｆ

１（注）Ｗ　　ウェブプレートの

　　　厚い場合（ｔ≧１９）は

　　　突き合せ溶接とする。

直交梁

２

Ｗ１

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

Ｗ１（注）

継手リストによる

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

１，０００前後

Ｗ１
４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

Ｗ１（注）

直交梁用水平スチフナー

Ｗ１

Ｗ

Ｗ２

ｂ

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

ダイヤフラム

ガス抜穴２０φ

ロ

ロ

ロ寸法

Ｔｄ≦２５　の場合　２５　かつ　ｃＴｆ

Ｔｄ＞２５　の場合　３０　かつ　ｃＴｆ

γ以上

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

断面－ｂ ｂ

断面

§

による

下向き溶接とする

ウェブは継手リストによる

ウェブは継手リストによる

Ｗ２

ｇ

ｇ ｇ

Ｗ２

Ｗ２

２Ｐ－

２

建方用ボルト

（Ｐ－　　　）

（　　Ｍ　　）

Ｌ

Ｌ

断面－ｃ ｃ

（溶接記号は４－１，４－２に対応）

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

Ｗ１

柱Ｈ形鋼の場合 柱角形鋼管の場合

・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記

　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。

　又、接続する柱及び梁の材質の異なる場合は、

　強度及び材質共大きい方の材料とする。

直交梁

Ｗ２

イ

Ｗ１

柱溶接後切断

梁ＦＬＰ

梁ＦＬ同厚以上Ｐ

Ｐ

柱ＦＬ現場溶接継手Ｐ

ハンチ部ＦＬ折曲げ規定

（勾配が１／３をこえる場合は補強

　プレート（点線）を入れる）

Ｐ

梁ＦＬの１サイズＵＰＰ

Ｐ梁ＦＬの１サイズＵＰ

３０以上

梁現場継手位置

３０以上

梁ＦＬ現場溶接継手

Ｗ１

４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ３

継手リストによる

４－２

１
０
０
以

上

１０

１０

１
０

０
以

上

・現場溶接を行なう場合は係員の承認を得ること。

イ

ｃ ｃ

ａ ａ

ｂ

－ａ ａ

１
０
０
以

上
設
計
図
に
よ

る

設計図
による

梁ＦＬＰ

２

Ｔｆ

３～４

下ダイヤフラム

上ダイヤフラム

内ダイヤフラム

ＴｆＴｄ

Ｔｄ

３～４

２

梁ＦＬの２サイズＵＰＰ

Ｐ梁ＦＬの１サイズＵＰ

梁ＦＬの２サイズＵＰＰ

Ｓ

Ｓ
ｔ２

Ｗ１

脚長（Ｓ）

Ｓ’

０≦Ｓ’－Ｓ≦３

ｔ１記号　Ｗ１

ｇ＝０ 余盛 余盛

（０．１Ｓ＋１）以下

（
※

クレーンガーダー
の場合は３とする

１）　板厚の異なる場合

ｌ

２）　エンドタブ

３）　開先加工

γ１
γ２ γ２

γ１

ａ≦１０
※

１
２．５以上

※

ａ＞１０

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

ｔ

裏当て

裏はつり

ｔ

ｇ

裏当て

ｇ

ｔ

ｔ

ｇ

ｇ

１

裏はつり

α

２α

以上１９

以上９

γ

γ

γ

ＦＢ－４．５×１９

１α

１α

（ｔ≦　　の場合
は　以上６

１２

ｄ２

ｄ１

２ ２

Ａ

ＢＢ

Ｂ

Ａ

１

３１ｇ ｇ ｇ ｇ

ｇ

１ｇ

２ｇ

ｅ

１ｅ

２

ｐ ｐ ｂ ｂ ｂ ｂｐｅ

ｅ２

１
ｐ

さ
長
下
首
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ベースパック柱脚工法　標準図

190

260

260

290

-

-

-

-

-

-

-□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

※トップフープはダブルとする

(注)上記   6  ～ 

g2

l2

d

Ｄ

Ｄ

d

a

d
d

a a

d d

L L

d d

W

50x

以
上

50x

以
上

30
9
0以

上

c

113

g1

d

AB

l1

W

W W

150以上

ボルト孔
注入口

50 W 50 65 50 W 50

50
50

65
50

50

J
30

h寸
法

90 90
h寸

法
30

J

50 50

t
a1

a2
t

g1

t
g1

(e
)

a

l2
l1

t t
l
1
l2

l2
l1

l3

l1 l1 l1 l2 l3 bX120 120 X

SN490B

構成部材

M27

下向き

・記号+∞は制限無しを示す。

アンカーボルト

A B (e) 呼び

呼び
X

g1 dt 材質適用アンカーボルト

Ld
異形部
呼び名

呼び
d

異形部
呼び名

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

覆
被

図

容

差

標

準
許

中心線

柱
心

柱心

g1 dt 材質適用アンカーボルト g2
グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

(JASS 6　鉄骨工事による)

基準高さより誤差は

-3≦e≦10

許容差

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

A

A

A

A

C

A

A

A

C

C

C

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

a1 c t d
アンカーボルト

a2記号 適用

-2≦e1≦2

テンプ
レ－ト

約
３
０

ｍ
ｍ

単位 mm

単位 mm単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

D

設計基準強度

W x

フレームポスト間フレームベース

溶接方法 鋼種
t＜32

板厚(mm)

40≦t≦5032≦t＜40

低水素系被覆アーク溶接 50 ℃50 ℃予熱なし

SN490B 予熱なし 予熱なし予熱なし

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

1.0～1.1

記号 材質
配筋

コンクリート柱型柱
最低h寸法 J寸法

ﾀｲﾌﾟ
ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

本数-呼び
外径

立上り筋 フープ筋

寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト） 形状・材質 配筋 基礎工事

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

フレームベースMナット

定着座金

注入座金

柱脚の定着方法概要

基礎立上がり

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

●材質
i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

●形状

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

●コンクリ－ト

は21N/mm　以上とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度

●鉄筋

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。

を行う。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタルはベースパック

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

< Cタイプ >< Aタイプ >

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】 完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6 鉄骨工事 2007年版より ）

許容差

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

55 9 28

55 31

60 34

65 12 37

9

9

M27

M30

M33

M36

M39 31 60 69

80 12 40M39

55 32

60 35

65 38

9

9

M30

M33

M36 9

168

173

178

PM27

M33

M36
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M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

45

42

42

35 45 18 37

M39PM39 11838 48 18 40

D29

M30 D32

M33 D35

45

45

60M36 D38

45

60M39 D41

128

133

130

M36 D38

M33

M30 D32

D35695

770

770

695

720

60

45

45

690,735

770,810

95,140

98,135

ii) Cタイプi) Aタイプ

２

標準値 許容差 標準値 許容差 標準値 許容差 姿勢
溶接開先角度α1(°)

方法
溶接

図
適用板厚 ルート間隔G(mm) ルート面R(mm)

下向き

2

2

2

2
-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞ -2,+1

-2,+1

-2,+1

-2,+1

-2.5,+∞

-2.5,+∞
6～

6～

7

6

9

7
(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-5,+∞)

(-5,+∞)

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

1  アンカーボルト

  （コンクリートアンカー）

2  注入座金

3  Ｍナット

4  ベースパックグラウト(グラウト材)

5  定着座金

6  テンプレート

7  フレームポスト

8  フレームベース

9  ステコンアンカー

10  ベースプレート

9

1

1

3 2

4

1

3

7

8

3
2

4

3

7

8

9

5

3 6

10

5

グラウトロ－ト

注入座金

注入枠
（桟木等）

角形鋼管 角形鋼管

フープ筋

立上り筋

立上り高さ

ベースパックグラウト

けがき線

テンプレ－トe1柱心

e1

アンカ－ボルト

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

グラウト材

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

アンカーボルト据付け

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

単位 mm

T(mm)

SN490B

２/３　程度

形状（イ）

SS400

SS400

T

α

R

G

1

１．１

１．２

(N/mm  )2 (mm)(mm)(mm)

2014年12月作成

(注)上記   1  ～  10 

9  は現場状況により仕様が異なる場合がある。

の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

３．１

３．３

３．４

３．５

３．７

３．６

３．２ ４．１

４．３

６．６

６．５

６．４

６．３

６．２

６．１４．２

ベースパック柱脚工法　標準図

角形鋼管

ベースパック　型 TEL03（3624）5336 TEL03（3296）3515

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

２．柱

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。□-150×150 ～ □-300×300 用

F値295N/mm 以下

F値(N/mm  ) 鋼種 採用

BCP235

STKR400

BCR295295

235

２

ベ－スプレ－ト

【JIS G 3136】

設計

施工

形状（ハ）

17-12V

25-12V

15-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490 D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@10012-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

12-D22

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340 240

210

210

320

140

270

260

210

210

180

150 550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700 150

150

135

150

135

150

150

135

135

135

135

注1) 注1)

650

L X b

CO ガスシールドアーク溶接2

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-14」（平成26年11月4日付）

l1l2 50

e1

10

d

φ45

φ45

φ45

φ50

φ50

φ50

φ55

φ55

φ55

φ55

φ55

ベースプレート

板厚
(mm)

t≦12

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

形状

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

l2a l1t

寸法(mm)

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550 50

40

32

36

32

36

32

32

28

32

28

50

50

50

60

50

55

55

50

50

50

45

80

80

80

360

80

310

310

260

260

230

200

l3

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差
　　　　　　　　(上段：管理許容差、下段括弧内:限界許容差)を示す。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

技術者等による。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

より施工管理を行うものとする。

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

７．本工法の施工及び施工管理

２

ベースパック
採用

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

S-06



『 エルマッドS工法　標準施工手順 』

改良天端レベルの確認（５）

　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m3に達しているか確認する。

・攪拌時間が1m3当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー

・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。

混合状態及び出来形を管理装置にて確認（４）

固化材及び添加水の計量（３）

改良寸法の計測（２）

支持層を目視にて確認（１)

施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。

７．施工管理

別途検討する。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は

６．施工要領

⑨

協議しその指示を受ける。

施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と

⑧ 造成完了

⑦ 未固化試料採取

⑥ 流動化処理工程（品質管理）

⑤ 流動化処理工程（造成）

④

③

②

流動化処理工程（計測初期値セット）

掘削完了・計測

掘削

施工位置を確認する。①

エルマッドS工法 (GBRC性能証明第11-14号 改3)　特記仕様書

― スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法 ―

１．工法概要
本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、

ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。

２．一般事項
本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。

｢改訂版建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣

３．特記事項
改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に

より設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて

変更することができる。

本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。

Ｆｃ　＝　（ N/mm2　）

・長期設計地耐力　： LFe= kN/m2

kg/m3・推定配合量　　　：　

・使用予定硬化材料：　 一般軟弱土用固化材　もしくは　高炉セメントＢ種

（六価クロム溶出試験を実施し,土壌環境基準値を

超える場合、特殊土用固化材(六価クロム対応品)の

使用もしくは配合設計の変更を行う。）

・改良長(1回につき)：　

・施工管理装置　　：　

・攪拌混合装置　　：

0.6～6.0ｍ

改良体の出来形・電気比抵抗値

攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録

ローター式バケットミキサー　もしくは

(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット

・供試体の採取方法：

・造成工事業者　　：

未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア

建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工

４．施工計画
工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。

① 工事概要

② 計画・設計の条件

③ 施工計画(施工機械・作業計画・材料計画・工程計画)

④

⑤

⑥

⑦

⑧

施工管理計画

品質管理計画

安全管理計画

技術資料

その他

組織編成表

工程

使用機械

使用材料

準備工

施工手順

作業手順

５．配合計画
(1)配合強度

次式を用いて求める。

0.30

変
動

係
数

変
動

係
数

Vd Vc

採取ヶ所数　N

2.597

2.417

2.240 2.095

2.157

1.961

2.004

1.869

1.902

1.938

1.792

1.820

1.8490.40

0.35

0.30

2.754

2.931 2.417 2.223 2.049

(2)室内配合試験

室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、

試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。

ロ.所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。

・材令7日の一軸圧縮試験

・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。

一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。

イ.推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。

Xf：配合強度

αt：変動係数・採取ヶ所数による割増係数

Fc：設計基準強度

①

②

単位体積重量・含水比・粒度組成

試験練　　（JGS 0821による供試体の製作）

③ 試験結果を配合報告書にまとめて提出し、監督員の承認を得る。

Xf=αt×Fc

1 2 3 4～6 7～8 9～

８．配合管理
（１） 本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。

（２） 一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と

水量を算出する。

フーチング

余巾

施工範囲

（基礎平面形状）

（１）施工位置の確認

（２）掘削工程

掘 削 機

現状地盤

改良天端

支持層

掘削機で改良範囲の土を、支持地盤まで掘削・排土

仮置きする。

（３）掘削完了・計測

現状地盤

改良天端

支持層

支持地盤を確認し、空所の形状寸法を測定する。

算出体積より固化材液量を決定する。

※地下水位があり法面が崩壊する場合には(3)-②

h

Be× Le

現状地盤

改良天端

支持層

支持層・掘削巾・深さの確認・未掘削の土をほぐしながら

サンプリングにより支持層を確認（柱状図と照合する）

※管理装置を利用し深さを計測

（３）－②　掘削完了

▽WL

（４）流動化処理工程（計測初期値セット）

モ ニ タ ー改 良 機

現状地盤

バケットの先端を基準線に合わせ計測器をセットする。

基準線

（５）流動化処理工程（造成）

改 良 機
モ ニ タ ー

土 の 投 入

水

仮置き土を入れ戻しつつ、固化材(フレキシブルコンテナ)と水を

投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。

混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ

電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。

掘 削 機

（６）流動化処理工程（品質管理）

２

１

機 械 移 動

セ ン サ ーモ ニ タ ー

　電気比抵抗値の測定

バケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度を

モニタリングする。

（７）試料採取（品質管理）

流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し

一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。

改良体の天端を確認する。

支持層

支持層

現状地盤

改良天端

現状地盤

改良天端

（８）造成完了

９．品質管理
（１）

（２）

頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。

供試体の作成は原則として検査対象150m3に1ヵ所

とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。

（３）

（４）

材齢28日で一軸圧縮試験を行う。

検査手法Aによる品質検査とする。

Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}

Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

XL：合格判定値

Fc：設計基準強度

ka：合格判定係数

σd：標準偏差

Vd：変動係数  (30%)

合格判定係数 ka

抜取箇所数 N 1 2 3 4～6 7～8 9～

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

（５） 材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。

（６） 合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ

適切な処置を施す。

１０．報告書等
工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

（１）

（２）

（３）

（４）

工事日報

施工順序の記録 

工事写真 

一軸圧縮試験結果

（財）日本建築センター　平成30年11月

※採取箇所数 2 箇所 とした場合

割増係数(αt) 合格率80%

※採取箇所数 2 箇所 とした場合
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凡例２ 梁天端表示

表示なき限り 1FL-400　(GL-200)

凡例３ 基礎コンクリート下端表示

表示なき限り GL-1,200

は,土間ｽﾗﾌﾞを示す

は,地盤改良範囲を示す

内数字は,1FLからの床版ﾚﾍﾞﾙを示す

GL=KBM+200㎜とする

F4 F4 F3 F4 F4

F3
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▽設計GL(KBM+144mm)

※　上記KBMは、FH=137.556とする。

設計GLはFH=137.70とする。

地盤調査のKBMはFH=137.25(設計GL-0.45m）とする。

設計基準強度：Fc=600kN/m2

　　　　改良体天端は設計GL-1,250とする(改良底 GL-3,100・3,600・4,200)

改良長：1,850㎜・2,350㎜・2,950㎜

工法：ｴﾙﾏｯﾄﾞS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3)

は,腰壁W15を示す

-55

-55

1FL-55　(GL+145)

-30

集水枡

25 ▽柱芯(X0)

25 △柱芯(X0)
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特記なき限り鋼材はSS400,高力ﾎﾞﾙﾄはS10Tとする
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小梁リスト　　1:30 特記なき限り鋼材はSS400,高力ﾎﾞﾙﾄはS10Tとする
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特記無き限り下記による

1　材質　　 大梁　SS400、角形鋼管　BCR295、通しﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ　SN490C、その他SS400とする
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※令第129条の２の４　　建築設備にあっては,構造耐力上安全なものとして,以下の構造方法による

・　建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食、腐朽のおそれがないものとする。

・　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じる恐れがある場合において,伸縮継手,可撓継手を設ける等有効な損傷防止の為の措置を講ずる事

・　給湯設備は風圧,土圧,及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

・　管を支持し、固定する場合は、つり金物または防振ｺﾞﾑを用いる等有効な地震、その他の震動及び衝撃の緩和の為の措置を講ずること。

・　建築物の部分を貫通して配管する場合において,当該貫通部に配管ｽﾘｰﾌﾞを設ける等有効な管の損傷防止の措置を講ずる事。

・　風圧,土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

・　建築物に設ける給水,排水その他設備は

　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

・　給湯設備 は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　方法によること。

　　満水時の質量が15 Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造

4  スカラップ改良型とする。半径で30～35mmとする。
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